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余 ノ・結 核 性 骨拉 二關 節 炎 患 者血 液 ノ理 化學 的性

}伏二關 ス ル實 験 的 研 究 ラ行 ヒ、 之 レニ關 スル文

献 ラ渉 猟 セ ン ト欲 シ、 之 ノ稿 ラ起 セ リ ト錐 モ、

余 ノ寡 聞 ナ ル ノ故 テ モ ツ テ、 詳 細 ナル實 験 的 研

究 ニ關 ス ル文 献 テ見 ズ｡唯 僅 二二、 三噺 片 的報

告 ヲ得 タル ニ過 ギザ リキ｡

翻1ツテ他 ノ結 核 性 疾 患、 特 二肺 結核 ニ就 テ、 之

ラ見 ル ー、 其 ノ報 告 セ ラル ・モ ノ、 枚 基 二逞 ア

ラズ、 然 レ ドモ其 ノ報 告 セ ラル ・ヤ、 多 ク ハ断

片 的 ニ シ テ 系統 的 報告 ノ多 ヵ ラザ ル ニ 氣 付 ケ

リ｡此 塵 二於 テ余 ハ、 結 核 性 骨 拉 二關 節 炎 患 者

血 清 ノ理 化 學 的 性 状 ノニ 、 三 ノ報 告 テ記 述 スル

ト共 二、 他 ノ結 核 性 疾 患 、 特 二肺 結 核 ニ就 テ、

出 來得 ル限 リ系 統 的 二、 且 ツ最 近 ノ之 ノ方 面 二

於 ケ ル研 究 ノ趨 勢 ニ就 テ記 述 セ ン ト欲 ス｡

第一章 結核性疾患 二於ケル血清 「リバーゼ 品 就 テ

第一節 結核性疾患 ト血清 「リパーゼ」量 ノ消長 ニ

就 テ

第二 節 血清 「リパーゼ」量 ノ恥減 ト豫後及 ビ診噺

的 償値 ニ就 テ

第三筍 結核菌膣脂肪 ト血 中脂肪分解作用 ニ就 テ

第四鮪 血清 「リパーゼ」ト結核 ノ治療的意義 ニ就

テ

第五節 結核性疾患 ニ於 ケルレ血清 「リパーゼ」量減

少 ノ本態並 ビニ原因 ニ就 テ

第六節 血清 「リパーゼ」ノ登源地 ニ就 テ

第七節 血清 「リパーゼ」測定法 ニ就 テ

第八節 総 括

第 一 節 結 核 性 疾 患 月 血 清rリ

パ ー ゼ 」量 ノ 消 長 呂 就 テ

結 核 性 疾 患 二於 ケ ルレ血 清 「リバー ゼ」 ニ關 シテ

ノ・、近 來種 々論 議 セ ラ レ其 業 績 モ亦 少 ナ カ ラズ｡

今 臨 躰 的 成 績 テ総 括 ス ル ニ、 略 支良 性 破攣 性結

核 病 型 二於 テ ハ 「リパー ゼ」債 ノ高値 ラ示 シ、 悪

性 進 行 性 結 核 病型 或 ハ 悪液 質 ニ落 チ入 レル モ ノ

ニ於 テ低 値 ラ示 スガ如 シ
｡

即 チCaro(1)ハ 肺 結 核 第 一期 ニ於 テ 「リバー ゼ」

憤 ノ高 キテ認 メ、 第 二期 ヨ リ次 第 二減 少 シ、 悪

液 質 二落 チ入 ル ニ及 ンデ特 ニ著 明 ノ低 値 テ示 ス
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テ〕観 察 シ、 又Kollertu.Frisch(2)ハ 、 多 激 ノ

結 核 患 者 二就 キ精 細 ナ ル研 究 ヲ行 ヒ、 次 ノ如 キ

成 績 テ得 タ リ｡即 チ繊 維 性 結 核 ニ於 テ ハ 「リパ

ー ゼ」償 ノ上 昇 ラ認 メ
、悪 液 質 又 ハ乾 酪 攣 性 ヲ示

セ ル モ ノニ低 値 テ認 メ得 タ リ ト｡

Bauer'3ル ・・輕症 ナル肺 尖 加 答見 症 二、 屡 支顯 著

ナ ル 「リバー ゼ」慣 ノ上 昇 セル ラ認 メ、 叉 重 症 結

核 患 者 及 ビ癌 患 者 二於 テ、 時 二甚 ダ シ キ低 値 ラ

観 察 シ得 タ リ ト｡又飯 塚 ㈲ハ潜伏 結 核 ノ大 多数 、

結 核 性 肋 膜 炎、 腹 膜 炎 或 ノ・輕 症 肺 結 核 二於 テ、

「リパー ゼ」償 ノ高 キ ヲ認 メタ レ ドモ
、 結 核 患 者

ノ大 多数 ハ寧 ロ低 値 ヲ示 セ ル モ ノ多 シ ト｡而 シ

テ最 モ顯 著 ナル返 減 テ示 セ ルへ 重 症 肺 結 核及

ビ腹膜 炎 ニ シ テ次 ハ肋膜 炎、 骨 關節 結 核 及 ビ粟

粒 結 核 ナ リ ト｡粟 粒 結 核 二關 シテ ・・Pribram(5)

カ、 結 核 性 肋膜 炎 ニ關 シテ ハ吉 本(11)ガ、 同様 ノ

成 績 ラ報 告 セ リ｡

又 宮 崎(20)ノ、家 兎 ニ就 キ次 ノ如 キ實 験 ラ行 ヘ リ｡

即 チ1.0%結 核 菌 「ヱ ム ル ヂ オ ン」3.0耗 ヲ家 兎

ノ耳 静脈 ニ注 射 シ、 結 核 感染 テ起 サ シ メ、 之 ガ

経 過 二随 ヒ、 血 清 「リパ ー ゼ」量 ラ観 察 セ リ｡此

ノ成 績 ニ ヨ レバ 、結 核 菌 ノ静脈 内注 入 ニ ヨ リ、

臓 器 ニ高 度 ノ結 核 性病 攣…テ惹起 シ、 感 染 後 二 十

撒 日ニ シ テ、 艶 死 セ ル重症 家 兎 ニ於 テハ、 血 清

「リパー ゼ」量 ハ著 シ ク減 少 セ リ ト
｡又 長 時 日生

命 ラ保持 シ食 慾 ノ減 退 ヲ示 サ"リ シモ膿 重 ノ稽

丸減 少 ラ認 メ タル中 等度 或 ハ輕 度 ノ結 核 病 憂 ラ

惹 起 セル家 兎 ニ於 テ モ、 亦 血 清 「リパー ゼ」量 テ

減 少 セ リ ト｡即 チ此 ノ成績 二 依 レバ結 核 病 機 ノ

経 過 中 バー 度 モ、 血 清 「リパー 匂 ノ檜 加 セ ル ラ

認 メ得 ザ リキ ト云 フ｡

次 ニ皮 膚 結 核 ニ於 テハSmogyi{6)・ ・血 清 「リハ

ー ゼ」量 バ ー般 二健 康 人 ヨ リモ高 ク、且 良性 ノモ

ノハ進行 性 ノモ ノヨ リモ更 ニ高 ク、又、肺結 核 患

者 ニ比 シテ其 ノ量 多 キ ラ報 告 シ、Sparmann〔7)

ノ、尋 常 性 狼瘡 或 ハ紅 斑 性 狼 磨 ニ ア リテハ、 其 ノ

債 健 康 人 ヨ リモ低 シ ト、 馬 場(8)モ 、 皮 膚 及 ピ肺

結 核 ニ就 キ 検 索 シ、 略k同 様 ノ結 果 テ 報 告 セ

リ｡

次 ニ産 婦 人 科 領 域 ニ於 テへ 妊 娠 時 血 清 「リバ

ー ゼ」ノ減 退 スル事 テ、Hofbauer(12)ilt台 メ テ之 テ

登 表 セ リ｡氏 ノ・之 ヲ モ ツ テ妊 娠 時 結 核 ニ鋭敏 ナ

ル所 以 テ説 明 セ ン ト欲 セ リ.叉 水 原 ㈹ モ略 支同

様 ノ成 績 テ得 タ リ｡即 チ氏 等 ノ成 績 ニ依 ル ニ、

血 清 「リバー ゼ」 ハ妊 娠第3ケ 月 ヨ リ減 退 シ始

ノ、 第5ケ 月 ・・;一シ テ最 低 値 ニ達 シ、 以後 妊 娠後

牛期 、 分 娩 時、 産 褥 時 テ通 ジテ、 低値 テ示 ス ナ

リ ト｡更 ニ吉 田(14)ハ 結 核 妊 婦 二於 ケル血 清 「リ

パ ー ゼ」 量 拉 二血 液 脂 肪 量 二就 キ研 索 シ、 非妊

婦 蛇 ニ妊 婦 ノ結 核 症 ・・何 レモ血 清 「リバ ー ゼ」ノ

減 少 ヲ示 シ、 又 結 核 非 妊 婦 ニ於 テ血 清 「リパー

ゼ」 量 ト血 清 脂 肪 量 ハ共 ニ病 症 ノ輕 重 及 ピー般

榮 養 獣 態 ノ如 何 ニ ヨ リ同 時 二檜 減 ス ル モ、 結 核

妊 婦 ニ在 リテノ・、 一 般 ニ血 清 「リバー ゼ」ノ減 少

セ ル モ ノニ於 テ血 液 脂 肪 量 ハ反 ツ テ檜 加 セル ラ

認 メ得 タ リ ト｡

翻 ツ テ外 科 的結 核 ノ血 清 「リバー ゼ」量 ラ測 定 セ

ル モ ノヲ見 ル ニ、 其 ノ報 告 多 カ ラ ズ｡末 岡㈹ ・・

一般 健 常値 ヨ リモ低 位 ニ アル モ
、 輕 症 ニ シ テ殊

ニ肺尖 加 答 見 ニ罹 患 セル モ ノハ、 厘 支高値 ラ示

セ リ ト報 告 シ、 其 ノ返 減 度 ハ病 勢 二拉 行 シ、 輕

症 ナ ル モ ノ程 少 ナ ク、 重 症 ニ シ テ豫 後 不 良 ナル

モ ノハ、 顯 著 ナ リ ト、 熊 野 御 堂(9)ハ 手 術 ノ際 ニ

得 ラ レタル結 核 性 肉芽 組 織 ノ食盤 水浸 出液 ニ就

キ 「リバ ー ゼ」量 テ検 セル ー、 他 ノ膿 性 肉 芽組 織

ヨ リモ、其 ノ含 有 量 多 久 特 二關 節結 核 、 頸 腺 結

核 ニ於 テ顯 著 ナ ル テ報 ゼ リ、 然 シ比較 的 長 期 ニ

.亙 ル開 放 性 肉 芽組 織 二於 テ モ亦、 「リバー ゼ」量

ノ多 キ ラ認 メ タ リ｡氏 ハ更 二膿 汁 二就 キ之 ラ検

セ ル ー、 結 核 性 肉芽 組 織 ト化膿 性 肉 芽組 織 ノ比

較 検 索 ノ際 二比 シ、 結 核 性 膿汁 ト化 膿 性膿 汁 ノ

差 異 ハ左程 顯 著 ナ ラザ レ ドモ結 核 性膿 汁 ニ ハ化

膿 性 膿 汁 ヨ リモ多 量 ノ「リパー ゼ」ラ認 メ タ リ｡

然 シGrineff・Ob、 海狽 ノ慢 性 結 核 ニ於 テ、 内臓

器 及 ピ其 ノ他 ノ組 織 二就 テ脂 肪 分 解 力 ノ反 ツ テ

弱 キ ヲ報 告 セ リ｡

第 二 節 血 清 「リ パ ー ゼ 」量 ル塘

減 卜豫 後 及 ビ 診 断 的 債 値
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撫 テ以 上 ノ如 ク結 核 二封 シ血 溝 「リパー 匂 ガ良

性 、 輕 症 ニ於 テj曾量或 ハ正 常 値 テ示 シ、 重 症 特

一悪液 質 二陥 ル ニ及 ンデ顯 著 ナ ル減 少 ヲ示 ス、

即 チ斯 ノ如 キ減 少 、 正 常 、 檜 加 三様 ノ攣 化 ハ如

何 ナル 理 由 ニ起 因 ス ル ヤへ 俄 二判 定 シ 難 キ

モ、 恐 クハ、 生 艦 ノ防 禦 力 ノ如 何 二關 係 シ、 防

禦 力 盛 ナ レバ、 増 加 或 ハ正 常 値 ラ示 セ ドモ、 防

禦 力 ノ減 退 スル時 、 減 少 シ來 ル ナ ルベ シ｡故 ニ

血清 「リパー ビ 量 ノ上曾減 ニ ヨ リ、 疾 病 ノ1伏態 或

ハ身盟 ノ抵 抗 力 ヲ推 知 シ得 ル ノ ミナ ラ で、 更 ニ

豫 後 判 定、 或 ハ治療 上 ノ指 針 タ リ得 ベ シ ト云 ハ

ル、 即 チCarnier'ic'Kollert,Fisch(2)ハ 其 ノ

檜 減 ニ ヨ リテ豫 後 テ判 定 シ得 ベ キ事 テ主張 シ、

Carnier(1a・ ・父結 核 治 療 ノ好 指 針 タ リ得 ル事 テ

述 くごGottlieb,Falkenhuim:'mノ 、結 核 ノ「ヱ ク

テ ビ ン」 治 療 ノ治 療 指 針 トシ之 ラ癒 用 シ テ良 成

績 テ得 タル ラ報 告 セ リ｡

更 ニ最 近Falkenheim,Gottlieb,「17)Asal,

Falkenheim(19)・ ・赤 血 球 沈 降 速 度、 ∫価青蛋 白 ト

共 二、 血 清 「リパー 規1量 テ血 液 蜘 木状 態(Hae-

moklinischerStatus)ト 穆 シ、 之 ノ三者 ハ ヨ ク

臨 躰症 状 トー 致 シ、 且 ツ輕 重 、 榮 養 或 ハ治 療 赦

果 ラ知 ル ノ好 指 針 タ リ得 ベ キ テ報 ぜ リ｡

第 三 節 結 核 菌 禮 脂 肪 卜血 中 脂

肪 分 解 作 用 二就 テ

然 ラバ以 上 ノ如 キ結 核 疾 病 時 二於 ケル血 清 「リ

パー ゼ」 ノ檜 減 ノ意 味 ハ何 レニ存 スル ヤ、 自ロチ

結 核 二封 シ如 何 ナ ル働 テナ ス ヤハ、 一 考 ニ値 ス

ル 問題 ナ リ トスn

最 近 血 清 「リパー ゼ」ガ結 核 卜密 接 ナ ル關 係 テ有

スル事 ヨ リ、殊 ニ治 療 的 方 面 ヨ リ観 察 シ テ、結 核

二侵 サ レ タル時、 生膿 ノ生物 學 的 現 象 トシテ血

清 「リパー 匂 ハ、 結 核 菌 膿脂 肪 テ破 壊 セ ン トス

ル機 轄 テ生 ズ ル事 二重 大 ナル意 義 テ附 セ ン トス

ル ノ傾 向 ア リ｡即 チAbderharden,Ronaノ ・

菜 種 油 ヲ清化 管 外 ヨ リ犬 ニ楡 入 セ ルニ、 血 構 中

ニ顯 著 ナ ル脂 肪 分 解 力 ノ檜 加 セル ヲ認 メタ リ.

之 、 血 液 ノ異物 的脂 肪 ノ楡 入 ニ ヨリ、 脂 肪 分 解

酵 素 ノ動 員 テ行 ヒ、 之 テ分 解 セ ン事 ニ努 ム ル ナ

ル ベ シ ト解 セ リ｡其 ヨ リ氏 等 ノ研 究 ハ酵 素 化學

ニ、純 梓化 學 ト、 免 疫 學 的 關係 ヲ結 ビ付 ケ クル

モ ノ トシ テ、 注 目 サ レク リ｡印 チ結 核 菌 龍 「リ

ボ イ ド昭 ガ結 核 ノ免 疫 元 タ リ得 ル ヤ否 ハ別 トシ

テ、 結 核症 ニ、 一 時脂 肪分 解 力 が 曾彊 セ ラル ・

・・、 上 述 ノ如 キ乾酪 性 物 質 ノ破 壊 ニ ヨル異物 的

脂 肪 ノ増 加 ニ ョ リ「リパー ビ ノ檜 減 弓來 ス ナルレ

ベ シ ト推 察 セ ラ ルレ｡
む

抑 々結 核 菌 ノ化 學 的 構造 ニ關 シ テハ、 未 グ不 明

ノ鮎 少 ナ カ ラズ、 之 結 核 菌 膿 ハ、 他 ノ細 菌 ニ比

シ、脂 肪質 ヲ含 有 スル事 多 久 然 モ脂 肪 膿 研 究

ノ困難 ナ ル ニ因 ル ナ ルベ シ、 今Kresling'?2月 ニ

ヨ レバ、 乾 燥 セ ル 結 核 菌 ノ約:;[).0%ハ 脂 肪 様

物 質 、 釦 チ中性 脂 肪 、 脂 酸 、 類 脂 肪 膿 等(乾 燥

結 核 菌 ニ就 テノ・水分3.ll375%、 灰 分2.55%、

窒 素8.575%、 蛋 白53.59%、 脂 肪 物 質38.95

%、 非窒 素 含有 物 質0.9725%)二 属 シ、 之 ガ菌

罷 外層 テ形 成 スル ガ爲 、 藥 物 ノ殺 菌 作 用 ニ甚 ダ

彊 キ抵 抗 力 ヲ示 スナ リ ト｡

第 四 節 血 清 「リ パ ー ゼ 」 卜結 核

ル治 療 的 意 義

故 ニ結 核 治 療 二於 テ ハ、 之 ノ異物 的脂 肪 即 チ結

核 菌 鎧脂 肪 ニ封 スル防 禦 酵 素 タル 「リパー ゼ!テ

産 出 セ シメ、 以 テ結 核 菌 ノ脂 肪 性 被嚢 ラ分 解 セ

ン トスル ノ企 圖 ア リ、 之 印 チ結 核 症 ノ類 脂 肪 禮

療 法 ナ リ トス｡

類 脂 肪 罷 療 法 ノ治 療 的 償値 ハ、 別 問題 ト シテ、

其 ノ血清 「リバー ゼ ー及 ボ ス影 響 二就 キ1例 ラ

塞 グ レバ次 ノ如 シ｡

Mattauschノ 、「ガ メ ラ ン」(純梓 ナル種 々 ノ人 骨豊

異 種 性 臓 質、 脂 肪拉 二蛋 白 質 テ含 マザ ル脂 肪 等

ノ混 合 剤)ニ ヨル桔 核 ノ類 脂 肪 禮 治療 ノ際
、 血

清 「リパー ゼ」ノ顯 著 ナル昇 縢 テ見、 末 岡 モ亦家

兎 二注 入 シテ同様 ノ結 果 テ得 タ リ｡叉Rogens⑳

ハ膵 臓 「ヱ ッキ ス」 ノ脂 肪 分 解 作 用 ハ
、 脂 酸 盛 ノ

附 加 ニ ヨ リ高 マ ル事 實 ヨ リ、 肺 結 核 患 者 ノ血清

「リパー ゼ」量 ハ減 少 ス ル モ
、 脂 酸 「ナ トリ ウム 昭

テ注 射 シテ 「リバー ゼ」ノ檜 量 スル ラ實 験 シ
、 之

ガ結 核菌 ノ畷 様 皮膜 テ溶 解 スル ナ ルベ シ ト推 セ
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リ｡Pinaussohn"L'`i・ モ 同様 ノ意 味 二於 テ、癩 患 者

二油 脂類 注射 ラ ス ル時、 治 療 的 敷 果 テ屡 ゲ得 ル

ト同 様 ニ、結 核 二 封 シ テモ亦 、油 脂類 ノ輪 入 ハ治

療 上大 ナ ル意 味 テ有 スル ナ ル 〈・シ ト報 告 セ リ.

或 ハ 翼結 核 ノ経 過 中、 脂 肪 ニ富 メル食物 ノ経 口

的囁 取 ニ ヨ リテ モ、 其 ノ経 過 ヲ良 好 ナ ラ シム ル

ハー 般 臨 躰 醤 家 ノ知 ル所 ナ リ.｡EPチWeigert

ハ、 豚 ニ含 水 炭 素 テモ ツ テ飼 育 セル モ ノ ト、 脂
の

肪 ヲ多 旦 二與 へ 飼育 セ ルモ ノニ就 キ、實 験 セル

ニ、 脂 肪 テ多量 興 ヘ タ ル モ ノノ・、 糸}骸二封 シ抵

抗 力大 ナル ラ知 レ リ｡

然 ル ニCaroa)ヲ シ テ云 ハ シム レノ・、 肺 結 核 二

於 テー 時 血lillFリパー ゼ」量 ノ檜 加 スル事 ラ、 結

核 菌 罷 脂 肪 二封 ス ルレー ツ ノ反慮 ナ リ ト解 繹 セ ラ

ル ・ノ・甚 ダ疑 ノ・シ 久 寧 ロ之 バー般 全 身症 駄 ノ

如 何 ニ大 ナ ル關 係 ラ有 ス ル ニ非 ザ ル カ、 即 チ肺

結 核 第 二 期 ニ於 テ ・・、 第 一期 二上 昇 セル、 血 清

「リバ ー ゼ」量 ガ減 少 シ
、 悪 液 質 ニ落 チ入 ル ニ及

ンデ逓 減 スル コ トニ ヨ リ明瞭 ナ リ ト｡又 之 テ他

ノ種 々 ナ ル疾 病 二就 キ見 ル ニ、 脂 肪 新 陳 代謝 ノ

影 響 大 ナ ラザ ル疾 病 二於 テ・・、 血 清 「リパ ー ゼ」

量 ニ大 ナル攣 化 ラ認 メ難 キ事 ヨ リ想像 ス ル モ亦

明 カ ナ リ ト反 駁 セ リ｡

第 五 節 結 核 性 疾 患 二 於 ケ ル 血 清

「リ バ ー ゼ 」減 少 月本 態 遊 二 原 因

結 核 二於 テ身 膿 ノ異 物 的脂 肪 、 即 チ結 核菌 艦 脂

肪 ニ封 スル生盟 ノ反慮 トシテ血 清 「リバー ゼ」ノ

増 加 テ來 ス ト云 フ論 ・・盛 ナ リ ト難 モ、 更 二進 ミ

テ蜘 棉 勺二重 症 結 核 ノ際、 血 清 「リパー ぜ」ガ減

少 テ東 ス ノ理 由 ハ何 ニ存 ス ルレヤ｡

即 チ結 核 菌 艦 自身 二存 スル モ ノナ リヤ、 結 核 菌

ヨ リ出 ヅル毒 素 ニ ヨ ツテ、 血 清 「リバー ゼ」ノ生

成 母 臓 器 ノ浸 害 セ ラ ・ ル ニ 起 因 スル モ ノナ リ

ヤ、 或 ハ新 凍代 謝 機 能 ノ異 常 ニ ヨル モ ノナ リヤ

ノ・、 ・甚グ不 明 ナ リ｡

以 下 各 項 ニ就 キ順 次 記 述 セ ン ト欲 ス｡

結 核 菌 艘 二起 因 スル ニ非 ザ ル カ、 之 ニ關 シテ ハ

Kotschneff、 宮 崎、 飯 塚 等 ノ實 験 報告 ア リ｡

結 核 菌 膿 ニ ヨル種 々 ナル影 響 ハ、 蕾 二生 菌 艦 ノ

ミナ ラズ、 死菌 艦 ニ ヨル モ、 病 理 學 的 髪 化 或 ハ

中毒 症 状 ラ起 スハ、 既 ニ知 ラル ・所 ニ シ テ、 耳

大 細 胞 テ有 スル結 節 テ生 ジ、 或 ハ臓 痩 、 衰 耗 、

悪液 質 ニ落 チ入 ラ シ メ、 所 謂 慢 姓 中毒 症 ラ呈 ス

ル ニ至 ル｡Kotschneff(16〕 ・・死結 核菌 テ家 兎 及 ビ

海猿 ニ注 射 シテ、 種 々 ナル血 禰 孝素 ニ就 キ研 究

セ リ、EPチ1価1ザ リバー ゼ」量 ノ、家 兎及 ビ海狽 何

レモ減 少 シ、 特 二注 射 第 十 四 日目 ノ減 少 ハ、 最

モ著 明 ナ リシ ト、 更 二同試 験 動 物 ノ病 理 解 剖的

所 見 ラ見 ル ニ、 最 モ顯 著 ナ ル攣 化 ・・、 膵臓 ナ リ

シ ト｡即 チ脂 肪 沈 著 並 ニ憂 性 ラ認 メ、 肉 眼 的 ニ

モ小 豆 大 ノ結 節 ア リテ、 結 締 織 性 被膜 ラ モ ツ テ

被 ハ レ タ リ ト、 之 ノ所 見 ノ詳 細 へ 血 清 「ア ミ

ラー ゼ.昭{柴一1ぐニー述ブ｡

宮 崎23'モ 結 核 死 菌 膿 テ0.5%菌 乳 剤 トシテ、 家

兎耳 静 脈 二1.0耗 ヲ注 入 シ、 其 ノ成 績 テ検 スル

ー、 何 レモー 時 的 二鞘 て著 シ キ減 少 テ認 メ得 タ

リ ト、 板 塚22・モ亦 略 く同 様 ノ成 績 テ得 タ リ｡

即 チ以 上 ノ如 キ成 績 ヨ リ生 菌 艦 注 入 ニ ヨ ツ テ起

ル血 清 「リパー ゼ」減 少 ノー 部 分 ハ少 ナ ク トモ結

核 菌膿 自身 ニ員 フナ ル ベ シ ト推 察 セ ラル｡

此庭 二於 テ氏 等 ハ更 ニ、 結 核 菌膿 ノ如何 ナル成

分 ニ起 因 ス ル ヤ テ決 定 セ ン ト欲 シ、「ヱー テル」、

「アル コー ル」浸 出 「リボ イ ド」及 ビ其 ノ浸 出残 渣

(菌蛋 白)二 就 キ検 セル ニ多 少 ノ祁 違 ハ ア レ ド、

モ、1ア ル コー ル」、1ヱ ー テ ノし」浸 出1リ ボ イ ド」

菌 蛋 白質 僖 崎 ニ ヨ レバ影 響 ナ シ)ハ 何 レモ血清

「リパ ー ゼ」量 テ減 少 セ シム ル ノ作 用 ア ル テ認 メ

得 タ リ、 依 ツ テ宮 崎 ハ、 結 核 感 染 二際 シ、 血 清

「リバ ー ゼ」量 ノ減 少 ス ル ノ・
、 少 ナ ク トモ、 生 膿

内 二於 テ結 核 菌艦 崩 壌 ニ ヨ リテ 生 ズ ル 「ヱー テ

ル」 移 行 性 物 質 ト密 接 ノ關 係 アル ベ シ ト結 論 セ

リ｡

次 二結 核 菌禮 毒 素 ニ ヨル影 響 ニ就 テノ、、飯 塚 ハ、

無 蛋 白 及 ビ菖 「ツベ ル ク リ ン」テ大日ヒ、 實 験 セル

ー
、1回1.0琵 テ注 射 スル モ、 血 清 「リパー ゼ」

量 ニハ影 響 ラ與 ヘ ズ、之 ヲ分 割 注射 シテ初 メテ、

其 ノ減 少 ス ル ヲ認 メ タ リ、 更 ニ氏 ハ、 健 康 入及

ビ健 康 海 瞑 血 清更 ニ結 核 患者 及 ビ結 核 海狸 血 清
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テ試 験 管 ニ ト リ、 之 二結 核 菌 テー 定 時 間 作 用

セ シメ タル ー、 何 レモ結 核 菌 毒素 ニ ヨ リ著 明 ナ

ル脂 肪 分 解 作 用 ノ障 碍 テ來 セ リ ト
｡依 ツ テ氏 ハ

結 核 菌毒 素 ノ作 用 テモ認 メ タ リ｡然 ル ニ宮 崎 ハ

・5.0耗無 蛋 白 「ツベ ル ク リ ン」ラ家 兎 ノ皮 下 二注

射 セ ル ニ、 血 清 「リパー ゼ」量 ニハ攣 化 テ認 メ得

ズ｡随 ツ テ氏 ハ結 核 毒 素 ニ ・・、 何 等 關 與 セ ザ ル

ガ如 シ ト結 論 セ リ｡

第 六 節 動 清 「iJバ ー ゼ 」ノ 登 源

地 島 就 テ

血 清 「リバー 一些 ノ起 源 ニ關 シ テハ幾 多 ノ研 究 ア

リ、 先 ヅBergel,Alfred等 ・・淋 巴 系 統 テモ ツ

テ其 ノ成 何・箇 所 ト ミナ セ リ｡2PチAlfred「?5・ ハ

淋 巴球 「リバー ゼ」ノ至 適 水 素 「{オ ン」濃 度 ハ血

清 「リバー ゼ」ノ其 ト全 然 一 致 スル ヲ述 べBergel

(2ff・(2Dハ又 淋 巴 球 ノ・
、 一 種 ノ「リバー 旦 ヲ希 出 シ

テ、 結 核 性 疾 患 二防 禦 的 二働 ヵ シム ル モ ノナ リ

ト｡而 シテ氏 ハ更 ニ附 言 シテ、 其 ノ「リバー ゼ」

ノ働 キ モ疾 病 ノ種類 ニ ヨ リ時 二全 ク意 味 テ異 ニ

ス ル事 ア リ ト｡例 令 バ敗 血症 ノ際 ハ血 清 中 ニ脂

肪 分 解 作用 テ認 ム ル ト難 モ之 ハ溶 血 性菌1連 鎖

歌 球 菌)ガ 同 時 二脂 肪 分 解 作用 テ示 ス モ ノ ニ シ

テ之 ノ際 ハ寧 ロ之 ノ作 用 ガ疾 病 ノ源 ラ形 成 スル

モ ノナ リ、 之 二反 シ結 核 或 ノ・徽ll主二於 ケル 「リ

パー ゼ」ノ・防 禦 的 ニ働 クモ ノ ナ リ ト云 フ.

然 ル ニCaro(1)ノ ・Bergel等 ノ説 ニ質 意 テ呈 セ

ズ、 臨躰 的 ニ淋 雪球 ト血 溝 「リバー ゼ」量 ノ關 係

テ 見 ル ニ其 ノ間 何 等 ノ關係 ナ シ、 否 、 寧 ロ時 ニ

ノ、全 然 反封 ノ結 果 テ認 ムル事 ア リ ト、 氏 ノ、更 二

附 言 シ テ、 其 ノ登 源 地 ニ關 シテハ、 内分 泌 腺 特

ニ膵 臓 ハ重 要 ナ ル 關 係 テ有 スル ニ非 ザ ル カ ト結

論 セ リ.

次 二膵 臓 「リバー ゼ」ト、 血 清 「リパー ゼー-1トノ關

係 ニ就 テ ノ、、 種 々 ナ ル研 究 報 告 ア リ｡Hiruma

(29)ハ家 兎膵 管 結 紮 法 ニ ヨ リ雨 者 ノ關 係 テ説 明 セ

リ、 即 チ氏 ノ實 験 ニ ヨレバ結 紮 後 第3日 ヨ リ血

清 「リバー ゼ」ノ顯 著 ナ ルt曾加 ヲ認、メ第{1日 ヨ リ

再 ビ下 降 シ第8日 一 ・・試 験 前 贋 二館 著 ス ル ト云

フ｡印 チ之 テ設 明 シテ日 ク、 血 清 「リパー ゼ」ノ

堆伽 ハ膵i分泌 ガ血 中 二脹 溢 スル限 リ持 績 ス レ ド

モ、 翫 ニ分 泌 物 力鰐 積 シ膵 機 能 テ減 退 セ シム ル

時、 始 メ テ血清 「リパー ゼ」量 ノ減 少 テ起 スナ ル

ベ シ ト｡然 レ ドモ氏 ハ、 膵 管 結 紮 ガ既 二`1三理状

態 ヲ破 レル試 験 ナ ル ガ故 二、 之 ヲモ ツ テ直 チ_

血 清 「リパー ゼ」ノ源 泉 列1華臓 ニ求 ムル ノ冒瞼 テ

アヘ テ セ ズ ト、 此 庭 ニ於 テ、 氏 ハ、 膵 十二 指 腸

静 脈、門脈 、 及 ビ股 動 静脈 二就 キ各 々血11111昭リパ

ー ゼ」量 テ比 較 定 量 セル ー、膵 十 二 指 腸 静脈 ガ最

モ多 ク、 門脈 之 二次 ギ、股 動 静脈 最 モ少 ナ シ ト｡

即 チ以 上 ノ如 キ所 見 ハ膵 臓 ヨ リ血 中 ニ 「リバー

ゼ」 ノ移 行 ラ示 スモ ノニ シテ、 膵 臓 ヨ リ來 レル

「リパー ゼ」ノ・肝 臓 テ通 過 スル際 二
、 脂 肪 新 陳 代

謝 二重大 ナル意 義 ヲ有 スル肝 細 胞 ハ之 二最 モ強

キ親 和力 ラ有 シ、 一 部分 ガ肝 細胞 中 二貯 留 セ ラ

レ、 一 部 分 ガ 血中 ニ移 行 スル ナ ル ベ シ｡随 ツテ

血 中 ノ「リバー ゼ」量 ハ、 以 上 ノ如 キ順 位 テ モ ツ

テ、 次 第 ニ減 少 ス ル モ ノナ リ ト｡

以 上 ノ如 キニ 實 験 ニ立 脚 シテHirumaハ 血 清

「リバー ゼ」ハ、 膵及 ビ腸 「リパー ゼニニ源 泉 ヲ有

スル事 ラ主張 セ リnCohnsteinモ 亦 同様 ノ主張

ラ持 セ リ｡然 ル ニHess(28)ハ 犬 ノ膵 全摘 出 テ行

ヒ タル ニ、 何 等 血清 「リバー ゼ」量 ニ ハ痩 化 テ認

ノ ズ｡故 二膵及 ビ血清 「リバ ー ゼ」間 一ハ 何等 ノ

關 係 ヲ認 メ難 シ ト｡

叉夏 ニ之 ノ血 清 「リパー ゼ」ガ膵 及 ビ腸 二源 泉 テ

有 ス ル事 ノ説 明 二封 シ、 甚 グ興 味 アル反 封 ラ設

ケ ル モ ノア リ^梢 支 本 言命 ト耐ヒル ・ ノ爾震ア レ ド

モ、 此 虎 ニー言 セ ン ト欲 ス｡軌 近 臓 器 「リパー

ゼ.ノ 血 中 移 行 二關 スル問題 二就 イテ ハ、學 界 ノ

興 味 ヲ引 キ又 之 二關 ス ル種 々 ノ研 究 獲表 セ ラ ル

ル ニ至 ル｡

此庭 二於 テRona(30)131)及 ビ其 ノー 派 ハ、 肝 膵 及

ビ血{青 「リバー ゼ,ガ 種 々 ナ ル藥 剤 ニ封 シ
、 各 々

抵 抗 力 ノ異 ナル錨 ヨ リ、各[一リバー ゼ」ガ、其 ノ源

泉 ラ異 一 スル テ圭張 スル ニ至 レ リ｡即 チ健 康 者

血 清 「リパー ゼ」ハ 「キ ニー 子」及 ビ 「ア トキ シー

ル」ニ封 シ甚 ダ敏 感 ニ シテ、微 量 ノ添 〃日ニ ョル モ

其 ノ作 用 テ抑 制 セ ラル ・ ト｡然 ル ニ肝 臓 「リバー
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ゼ」ハ 「キ ニ ー 子」 二封 シ テ ノ、影 響 ラ 受 ケ ザ レ ド

モ 、「ア トキ シー ル 」一 ノ・著 明 ナ ル 抑 制 ラ 受 久 膵

「リ パ ー ゼ」ハ 之 ト反 封 ニ、「キ ニ ー 子 」ニ ヨ リ障 碍

サ ル ・モ 、「ア ト キ シー ル 」ニ ハ 抵 抗 甚 ダ 強 シ｡即

チ肝 臓 「リバ ー ゼ 」ニ へ 抗 「ヒ ー ン」II生ラ、 膵1リ

29・一一ゼ」一 ハ 抗 「ア トキ シー ル 」llill三ヲ 有 ス レ ドモ 、

血 清 「リ バ ー ゼ」ニ ハ 全 然 其 等 ノ性 質 ラ有 セ ズ｡

故 ニ 膵 「リ バ ー ゼ」テ モ ツ テ、 血 清 「リ パ ー ゼ」 ト

同 一 ナ リ トハ 、 容 易 二断 定 う難 キ テ主 張 セ リ｡

之 二封 シ、 且irumaノ ・膵 「リ パ ー ゼ」及 ビ門 脈 中

ノ血 清 「リ バ ー ゼ 」ノ・、 肝 臓 通 過 中 ・ア ト キ シー

ル 」 ニ 封 ス ル 性 質 テ攣 イヒス ル モ ノ ナ ル ベ シ ト｡

然 ル ニ肝 「リバ ー ゼ」ガ抗 「キ ニ ー 子」性 ラ有 ス ル

ガ故 二、 肝 細 胞 ハ 「ヒ ニ ン」ニ封 シ テ ノ・、 甚 ダ無

差 別 ナ ル 態 度 テ ト リ、 膵 「リ バ ー ゼゴノ 叱 ニ ン」

ニ封 ス ル 性 質 ニ ハ 、 何 等 影 響 テ與 ヘ ズ｡其 ガ 爲

二、 結 局 、 膵 「リ バ ー ゼ」ノ・、 「キ ニ ー 子 」二封 ス

ルレモ 、 亦 「ア ト キ シ ー ル 」 ニ 封 ス ル モ 、 甚 ダ敏

感 ナ ル 血 清 「リ バ ー ゼ」 二 漿 形 ス ル ナ ル ベ シ ト

設 明 セ リ｡即 チ以 上 ノ實 験 及 ビ設 明 テ モ ツ テ、

Hirumaノ ・血 清 「リバ ー ゼ」 ノ源 泉 テ 膵 「リ バ ー

ゼ」ナ リ ト断 定 セ リ｡

井 上321ノ ・肺 結 核 患 者 血 清 ニ モ、 抗 ワ トキ シー

ル 」性 「リバ ー ゼ」 ノ、 存 在 ラ讃 明 セ リ(健 常 血 清

中 ニ ハ 抗 「キ ニ ー 子 」性 及 ビ抗 「ア ト キ シ ー ル 」性

テ有 ス ル 「リ バ ー ぜ」存 在 セ ズ 、 故 ニRona及 ビ

其 ノー 派 ノ・、疾 病 経 過 中 、 血 清 中 二抗 「ア トキ シ

ー ル 」性 「リバ ー ゼ」ノ出 現 セ ル カ、抗 「キ ニ ー 子 」

性 「リ バ ー ゼ」ノ 出 現 セ ル カ ニ 依 リ其 ノ侵 サ レ タ

ル 臓 器 ノ機 能 検 査 ニ慮 用 セ ン ト セ リ)｡

又 飯 塚(22)・・網A犬 織 内 皮 細 胞 系 統 ハ 、 結 核 免 疫 機

轄 二封 シ テ重 大 ナ ル 意 義 及 ビ結 核 病 理 上 、 組 織

球 ノ演 ズ ル 重 大 一 シ テ且 ツ甚 ダ顯 著 ナ ル 役 割 テ

想 到 シ、血 清 「リバ ー ゼ」 ト網 状 織 間 ニ、何 等 ヵ ノ

關 係 ア ラズ ヤ ト考 へ 、 次 ノ如 キ實 験 ヲ行 ヘ リ｡

即 チ海 狸 ニ、 墨 汁 、 「ヱ レ ク トラ ル ゴ ー ル」等 ラ

モ ツ テ網 状 織 内 皮 細 胞 栓 塞 試 験 テ行 ヒ タ ル ニ 、

1佃青 「リ バ ー ゼ」量 ノ著 明 ナ ル 減 少 ラ來 シ、 又 、

「ピ リ ン」
、 「ヒ ョ レ ス テ リ ン」等 テ モ ツ テ之 ヲ刺

撃 セル ニ、 血 清 「リパー ゼ」量 ノ著 明 ナ ル檜 加 テ

見 タ リ ト｡即 チ甚 ダ興 味 アル實 験 トス｡其 他 血

清 「リバ ー ぜ」ノ源 泉 ニ關 シテ ノ・、 肝 臓 、 脾 臓 等

ノ臓 器 「リバー ゼ」ニ原 因 テ有 スル ト主張 ス ルモ

ノ等 ア リテ、 未 ダ確 定 的 ノ説 テ得 ザ ル ガ如 シ｡
ル

第 七 節 血 清rリ バ ー ゼ 」ル 測 定 法

翻1ツ テ余 等 ノ今 日血 蒲 「リバー ゼ」トシ テ解 繹 ス

ル モ ノハHanriot,Arthusガ 登 見當 時 ノ・、「モ

ノ ブ チ リ ン」ヲ分 解 スル ガ故 二 「モ ノ ブ チ リナー

ゼ」 ト解 セ リ、後 、 中性 脂 肪 ヲモ亦 分 解 スル事

ガNeubergニ ヨツ テ知 ラ レ、 更 一Ronau・

Michaelis等 ・・「トリブ チ リ ン」テ モ 分解 シ得 ル

ヲ登 見 セ リ、 從 ツ テ今 日 ノ定 量 法 ニニ ッ ア リ、

一 ツ ハ中性 脂 肪 ラ分 解 ス ル ノ方 法 ニ シテ、 他 ハ

廣 義 ノ「リバー ぜ」、即 チ低 級 ナ ル脂 肪 酸 「ヱ ス テ

ル」ノ分解 テ見 ル ノ方 法 一 シ テ、後 者 ノ方 法 ニハ

種 々 ア リ.

今 日最 モ廣 ク用 ヒ ラル ・ハRonau.Michaelis

㈹ ノ方 法 ナ リ｡之 ハ眞 ノ意 味 ノ「リパー ゼ」デ ナ

ク 「ヱ ス テ ラー ゼ」夏 二詳 述 ス レバ1プ チ リナー

ゼ」ニ シ テ 「トリブ チ リ ン」 テ 「グ リセ リ ン」ト酷

酸 ニ分 解 スル酵 素 ノ相 封 的 債値 ラ知 ル 生方 法 ナ

リ トス｡

第 八 節 総 括

結 核 性 患 者 ノ血 清 「リバ ー ゼ」ハ良 性 硬 攣 」性結 核

症 ニ高値 ラ示 シ、 悪 性 進行 性病 型 二 低 値 テ 示

ス、 故 ニ診 断 、 豫 後 ノ推 定 、或 ハ治 療 上 ノー 指

針 タ リ得 ベ シ ト｡

血 清 「リパ ー ゼ」償 ノ上 昇 ハ結 核 菌 膿 「リボ イ ドj

ノ分 解 作 用 列 曾進 スル ヤ如 何 ハ 俄 ニ判 定 シ難 キ

モ、 輕 症 良 型 、 或 ハ豫 後 可 良 ノモ ノニ 「リパー

ゼ」償 ノ高 キ ヨ リ、更 ニ進 ンデ血 清 「リバー ゼ」ノ

檜 量 ラ企 テ之 ラ治療 的 方面 ニ慮 用 セ ン トスル ノ

傾 向 ア リ、 之 即 チ類 脂肪 禮 刺 撃 療 法 ナ リ トス｡

血 清 「リパ ー ゼ」ノ起 原 二關 シテ ハ、 未 ダ不 明 ノ

貼 多 シ ト錐 モ淋 巴球 、 臓 器 「リパ ー ゼ」、 或 ハ網

歌 織 内皮 細胞 等 ハ、何 レモ、 研 究、 封 照 トセ ラ

レ、 且 ツ結 核 ノ臨 沐 的 、 免 疫 學 的、 或 ハ病 理 學

的 二相 互 種 々密 接 ナ ル關 係 ラ示 スガ如 シ｡
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斯 ク ノ如 キ幾 多 ノ事 實 ノ・吾人 二結 核 ト、血 清 「リ

パー ゼ」 ノ關 係 二大 ナ ル興 味 テ呼 ビ起 サ シ ムル

ノ所 以 タ リ｡

第二章 結核性疾患;於 ケル血清抗 「日 ブ シン」二就 テ

第一節 抗麗説

第二節 蛋 白分解産物設

第三節 膠様状態攣化設

第四節 「リポイ ド」説

第五節 臨脈所見

第六節 総 括

疾 病 ニ封 ス ル膿 液 ノ防禦 、 又 ハ解 毒 作 用 ハ、該

疾 病 二封 シ 重 大 ナ ル 關 係 テ 有 スル 事 言 ヲ倹 タ

ズ｡然 レ ドモ、 其 ノ本 態 ニ關 シテハ、 爾 ホ未 ダ

關 明 ノ域 ニ達 セズ｡朝 近、 血 清 ノ生物 學 的 研 究

ノ旺 盛 トナ ル ニ及 ン デ、血 清抗 「トリ プ シ ン」ガ、

防 衛 或 ハ解 毒 作 用 ト密 接 ナ ル關 係 ア リ ト、 解 セ

ラル ・二至 ル｡余 ・・、 此 庭 二於 テ、 結 核 性疾 患

ト、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ關 係 ニ就 キ述 ベ ン ト

欲 ス｡

1997年Hahn{i}ガ 、 健 康 血清 二就 キ、 抗 「トリ

プ シン」作 用 ノ存在 テ謹 明 シ、 更 ニBriegeru・

TrebingIご}ノ 臨 躰 的 研究 報 告 ア リテ ヨ リ、 之 ノ

方 面 ノ探 究 頓 ニ進 捗 シ、 現 今 ハ實 験 的 ニ或 ハ臨

躰 的 ニ、 殆 ン ド完 全 二近 キ マ デ研 究 サ レタ リ｡

即 チ是 等 臨 躰 的 所 見 テ総 括 スル ニ、 特殊 疾 病 ヲ・

除 キテ ハ、 病 症 ノ進 行 ト共 二、 抗 「トリプ シ ン」

作 用 ノ 増 進 ラ認 メ、 輕 快 ト共 二 減 退 ス｡特 ニ

Briegeru.Trebing(3)(49)ノ 、悪 液 質 二於 テ該 反 慮

著 明 ナ リ トシ、 之 テ悪 液 質反 磨 ト呼 ビ、 悪 性 腫

瘍 殊 ニ、 癌 ノ診 断 的憤 値 テ主 張 セ リ｡

然 レ ドモ、 其 ノ本 態 二至 リテノ・・ 未 ダ關 明 ノ域

ニ達 セ ズ、 種 々 ノ假 設 ア リ｡

即 チ抗 酵 素 ノ性歌 テ推 走 ス ル ニ當 リ、 二檬 ノ考

案 ア リ｡一 ツハ該 酵 素 ノ作 用 二封 シ、 背 反 スル

物 質 ノ存 在、 又 ハ 生 成 テ豫 想 シ、 他 ハ周 園 歌 況

ガ酵 素 作 用 ニ不 適 當 ナル カ、 又 ハ不 利 ナル歌 態

ニ持 チ來 ラス ガ如 キ、動 機 テ考 フル事 ナ リ トス｡

以 上 ノ如 キ立脚 貼 ヨ リ、 現 在次 ノ如 キ説 ア リ｡

1.抗 禮 設 「ト リプ シン」テ生 膿 二注 射 シ抗 「ト

リ プ シ ン」 作 用 ノ上 昇 セル ヨ リ唱 へ始 メ ラ レタ

ル詮 ニ シ 入 膿 内蛋 白分 解 ニ際 シ、 血 中 二遊 離

セ ラル ・蛋 白分 解酵 素 ガ、 抗 艦 源 トシテ働 ク ト

解 繹 セラル｡

2.「 リボ イ ド」設 血 清 中 ノ 「リボ イ ド」蛋 白結

合 膣、 又 ハ不 飽和 脂 肪 酸 化 合物 ニ、 其 ノ起 源 テ

有 スル モ ノナ リ ト、 假 定 スル説 ニ シテ、 即 チ血

清 ラ 「リボ イ ド」可溶 性 物 質 テ モ ツ テ、 塵 理 スル

時 、 抗 「トリプ シ ン」作 用 減 退 シ、 「リボ イ ド」テ

添 加 シ テ上 昇 ス ル事 ニ其 ノ根 抵 テ有 セ リ｡

3.膠 劇 犬態 攣 化 設 「ヱー テル」不 溶 解 性 ノ膠

様 物 質 ガ、 重 大 ナル意 義 ヲ有 スル ト云 ヒ、 或 ・・

血 清 蛋 白 ト密 接 ノ關 係 テ有 シ、 該 蛋 白 ノ膠 質 状

態 ノ攣 化 ニ原 因 ヲ主 張 ス ル ノ設 ナ リ｡

4.蛋 白分 解 産 物 説 血 液 残絵 窒 素 量 ト、 相 關

係 スル モ ノー シ テ、 即 チ禮 内蛋 白 分 解 作 用 ノ檜

進 、 蛋 白分 解 産 物 ノ排 泄 障碍 等 ニ起 因 スル モ ノ

ナ リ ト｡

大 略 以 上 四種 ノ設 テ碁 ゲ得 ベ シ ト錐 モ、 各 説 各

々質 否相 牛 シ、 容 易 二決 定 シ得 ベ クモ 非 ズ｡

今 以 上 ノ設 ヲ臨 林 的 或 ハ實 験 的 研 究 成 績 例 ラ ア

ゲ テ説 明 ラ加 へ 同時 二各 種 疾 病 特 二結 核 性 疾 患

二封 スル抗 「トリ プ シ ン」ノ作 用 或 ・・態 度 二就 キ

記 述 セ ン ト欲 ス｡

第 一 節 抗 膿 説

Achalmeガ 、 海 瞑 ニ 「トリ プ シ ン」ヲ注 射 スル

時 、 該 血 清 ノ「ト リプ ジ ン」作 用 ヲ抑 制 ス ル働 ノ

上 昇 ス ル テ知 リ、 血清 ノ抗 「ト リプ シ ン」モ、 一

種 ノ抗 膿 二他 ナ ラ ズ ト考 へ、 夏 一 正lahn(1)

Jochmannu.Kantorowcz(2)等 ハ
、 温 度 二封

スル過 敏 性 ヨ リ、 酵 素 トシテ ノ性 質 テ具 備 セ ル

事 ヲ確 定 セ リ｡

Braunstein(6リ ガ、 抗 「トリプ シ ン」作 用 ガ、 生膿

内 ノ異 常 ナル蛋 白分 解 作 用 ト、 一 定 關係 アル事
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テ知 リ、 實 験 的 二、「フ ロ リ ヂ ン」及 ビ 「フ,ス フ・

一 ル」 ラ海 瞑 ニ注 入 シ
、 蛋 白分 解 作 用 ラ抗 進 セ

シメ タル ニ、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ顯 著 ナ ル上

昇 ヲ確 メ得 タ リ｡此 虚 ニ於 テ氏 ハ斯 ク ノ如 ク、

抗 酵 素 ヲ上 昇 セ シム ル理 由 二關 シテ、Salkow-

ski,Jacoby,Llumenthalニ ヨ リ、 研 究 サ レタ

ル所 謂 、 自家 融 解 現 象 ニ ヨ リ、 細 胞 ノ破 壌 サ レ

タル際 ニi遊離 セル、 細 胞 内蛋 白分 解 酵 素 ガ、 血

中 ニ吸 牧 セ ラ レ、 之 ガ抗 禮 トシ テ働 キ、抗 「ト リ

プ シ ン」ラ誘 登 スル ニ至 ル ナ ル ペ シ ト解 セ リ.

更 二Braunsteinu.Kepinowノ ・海 狽 及 ビ家 兎

ノ腹 腔 中 ニ、 無 菌 肝 臓 粥 テ、 或 ハ癌 組 織 粥 テ注

入 シテ、 是等 動 物 ノ抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ著 明

ナ ル上 昇 ヲ昭認 メ得 タ ル ニ、 之 ガ封 照 トシ テ是 等

ノ煮 沸 セ ル モ ノラ注 入 シ タ ル場 合 ハ抗 「トリプ

シ ン」作 用 ニ、 何 等憂 化 テ認 メ得 ズ、 依 ツ テ氏

モ亦 細胞 ノ破 壊 ニ ヨル細 胞 内蛋 白分 解 酵 素 ガ抗

禮 トナ リ、 抗 「ト リプ シ ン」作 用 テ生成 ス ル モ ノ

ナ ル テ確 實 ニ セ リ｡

然 ル ニ是 等 ノ設 二封 シ平 田(10)ハ、 「ウ ラー ン」、

「ク ロー ム」酸
、 拉 二昇 求 中毒 テ行 ハ シノ、 腎 臓

炎 ラ誘 襲 スル時 ノ、 尿 及 ビ血 中 ノ抗 「ト リプ シ

ン」 作 用 ヲ検 シ、 次 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ、 即 チ

「ウ ラー ン」中毒 ニ於 テ ハ
、 抗 「ト リプ シ ン」作 用

ノ増 加 ハ、 先 ヅ尿 二最 モ早 ク、 次 二血 中 ニ表 ハ

ル｡叉 「ク ロー ム」中 毒 二於 テ ・・、 先 ヅ血 中 一、

次 デ尿 中 ニ表 ハ レタ リ.然 ル ニ昇 乗 中 毒 ニ至 リ

テ ノ・、 殆 ン ド同 時 二該 作 用 ノ上 昇 スル ラ謹 明 シ

得 タ リ.之 ニ ヨ ツテ見 ル ー、Braunsteinノ 云

フガ如 キ、 細胞 ノ破 壌 ニ ヨル蛋 白 分解 酵 素 ノ血

中 遊 離 ノ爲 ニ、 之 力抗 原 トナ リ、 抗 「トリ プ シ

ン」 作 用 ノ上 昇 ラ招 來 ス ル ト云 フ設 ハ、 全 然 考

へ 得 ラ レズ トシテ反駁 セ リ.

又Meyer(7)ハ 、 抗 「トリ プ シ ン」ノ性 状 二關 シ、

盈 度 ニ封 シ抵 抗 弱 ク、 脂 肪融 解物 質 ニ ハ不 溶 ニ

シテ、「アル ブ ミン」屑 中 一、主 トシテ見 出 サ レ、

時 ニ ・・、 「グ ロ ブ リ ン」屑 中 一 モ含 有 セ ラル ・事

テ護 明 シ、叉 抗 「ト リプ シ ン」ガ、一 種 ノ蛋 白 ニ属

スペ キ膠 質 ニ シテ、 且 ツ抗 罷 二他 ナ ラズ ト云 へ

リ｡之 ガ抗 原 トシ テ膵 分泌 物 、 或 ハ 白血 球 等 ノ

蛋 白分 解 酵 素 テ・墾 ゲ得 ベ シ ト｡

之 、 抗 「ト リ プ シン」ガ、 「アル ブ ミ ン」屑 中 ニ含

有 セ ラル ・ヤ、 或 ノ・「グ ロ ブ リ ン」屑中 ニ含 有 セ

ラル ・ヤ ニ關 シテ ハ種 々 ナ ル検 索 行 ハ レタ リ｡

即 チG15ssner・ ・、 「グロ ブ リン」屑 中 ニ含 有 セ

ラル ・ト言党キ、Landsteinerノ ・、 寧 ロ 「アルレブ

ミン」屑 中 二存 在 スル テ主 張 セ リ｡又 川 島(9)ハ、

雨 者 ニ含 有 セ ラ ル ト難 モ、 寧 ロ 「グ ロ ブ リン」屑

中 二最 モ多 キ ラ主張 セ リ.

而 シテ抗 「ト リプ シ ン」ノ抗 原 ト シテ考 フベ キ モ

ノハ、 前 述 ス ル所 二随 ヘ バ、 大 別 シテニ ツ トス

ル テ得 ペ ク、一 ツハWien,113)Muller,(14)Meyer

等 ノ白血 球 蛋 白分 解 酵 素 ガ、 抗 原 トナ ル ベ キ説

ト、 他 ・・Braunsteinノ 云 フ所 ノ、 細 胞 内蛋 白

分 解 酵 素 ノ遊 離 ニ ヨ リテ、 抗 「ト リプ シ ン」作用

テ上 昇 セ シ ム ル ノニ 説 トス｡次 二、 之 ラ臨 林

的 方 面 ヨ リ観 察 ス ル ニ、 柘 植 ハ腸 「チ フ ス」患者

二就 キ、 該 作 用 ハ 第 二 期 ヨ リ 上 昇 シ 始 ム レ ド

モ、著 明 ナ ラズ、 第 三期 弛張 期 帥 チ ー1,乃至5週

二於 テ、 其 ノ上 昇最 モ薯 明 一 シ テ、 其 ノ後 速 二

下 降 シ去 ル｡然 レ ドモ下 熱 後 ト難 モ、 凡 ソ3週

間 ・・、 尚 ホ健 康 者 二比 シ、 高 値 弓示 セ リ ト｡氏

ハ更 ニ類 脂肪 罷 、 蛋 白、 白血 球 数 等 テ槍 シ、 次

ノ如 キ結 論 ラ誘 導 セ リ｡即 チ類 脂 肪 禮 中、「ヒ ョ

レス テ リ ン」 ノ態 度 ラ見 ル ニ、 有 熱 中 ハ、 寧 ロ

減 少 シテ、 抗 「ト リプ シ ン」作 用 トノ間 二、 何 等

關 係 ラ認 メ難 キ事 ヨ リ、 類 脂 肪 禮 詮 テ否 定 シ、

更 ニ蛋 白 分解 ハ有 熱 中 盛 ニ シテ、 蛋 白 分 解 産物

ノ沈 滞 ハ考 へ得 ぺ 久 随 ツ テ抗 「ト リプ シ ン」作

用 トノ 間 ニ、 一 定 關 係 ラ認 メ 得 ル ガ 如 シ ト錐

モ、抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ最 モ ヒ昇 セ ル第 三 期

ニ ハ、尿 量 ハ寧 ロ増 加 シ、 腎臓 ノ機能 減 退 或 ハ

障碍 著 明 ナ リ トハ解澤 シ難 ク、 又残 絵 窒 素 量 モ

多 カ ラズ、 故 ニ蛋 白 分 解 産物 パー 役 ラ演 ズ ル カ

如 シ ト錐 モ主 因 ヲ形 成 ス ル モ ノニ非 ズ トシテ蛋

白分 解 産物 設 ヲ否 定 セ リ｡

此塵 ニ於 テ氏 ハ、 抗 禮 論 テ主張 セ リ｡然 レ ドモ

前 述 セ ル ガ 如 キ、Wien,MUIIerノ 主張 スル
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白血 球 蛋 白分 解 酵 素 テ抗 原 トハ 考 ヘ ズ、 寧 ロ

Braunsteinノ 云 フガ如 ク細胞 内 蛋 白 分 解酵 素

ノ遊 離 ニ ヨ リ、 自家 免 疫 的 ニ、 抗 「トリ プ シ ン」

作 用 ノ上 昇 ラ示 ス ナル ベ シ ト｡然 レ ドモ 酒 向(15)

ノ、「パ ラ チ フ ス ワ ク チ ン」ラ、 人 及 ビ家 兎 ニ注射

シテ免 疫艘 登 生 ト共 一、 血1青抗 「ト リプ シ ン」作

用 ノ上 昇 ラ認 メ タ ル ガ、 白 血球 トー 定 關 係 アル

ガ如 ク、 特 二淋 巴球 及 ビ大 輩 核 細胞 ト關 係 アル

ヲ主張 セ リ｡自Pチ 淋 巴 装 置 ノ刺 撃 ト平 行 關係 ア

ルレラ主 弓長セ リ｡

次 二癌 腫 患 者 ニ於 ケ ル血 清 抗 「ト リプ シ ン」作 用

ノ上 昇 二關 シテノ・、Brle霧eru.Trebing②1Gl:1η

始 メ テ之 テ報 告 シ、 悪液 質 反慮 ト呼 ビ瘍 腫 ノ診

断 的 償 値 アル ラ報 告 セ リ｡以 來 諸 家 ノ之 ヲ報 ズ

ル モ ノ多 シ｡Braunstein('i)モ 亦 、 之 ニ質 シ、 之

ガ説 明 ヲ細 胞 破 壌 ニ ヨル細 胞 内 蛋 白分 解 酵 素 ニ

ョル モ ノ トシ テ抗 膿 説 ヲ樹 立 セル ハ前 述 スル所

ナ リ｡

是 等 ノ悪 液 質 反 慮 トシ テ登 表 セル 當時 ハ、 亜 液

質 ノ存 在 テモ ツ テ必 要 條 件 トセル モ、 之 テモ ツ

テ必 須 ノ條 件 ト・・云 ヒ難 キ ガ如 シ｡Jacob18)二

随 く・バ、 タダ榮 養 可 良 ナ ルモ ノハ、 悪 液 質 高度

ナ ル モ ノー 比 較 シ、 陽 性 率 稿 て低 キ 程 度 ノモ

ノニ過 ギ ズ ト｡其 ノ他Klug,ili9)Bergmannu.

Meyer,(21)Becker,(22)Meyer〔7ル モ、 癌 腫 患 者 ニ

於 ケ ル抗 「トリプ シ ン」1乍用 ノ上 昇 ラ認 メ、 何 レ

モ癌 細 胞 内 ノ蛋 白分 解 酵 素 ガ、 抗 原 ト シテ働 ク

ナ ル ベ シ ト｡

次 ニ妊 婦拉 二褥 婦 ニ關 シテ ハ π頂青抗 「トリ フ.シ

ン」量 ・・大 略上 昇 ヲ示 ス ガ如 シ｡自PチThaler(24)

ノ・妊 娠初 期 ニ於 テ、 既 二著 明 ナ ル増 量 ラ來 ステ

モ ツ テ、 初 期診 断 ノ用 二供 シ得 くごキ ヲ述 べ、 褥

婦 二於 テ モ亦 相 當 上 昇 テ認 ム ル モ、 異 常 ノ上 昇

ノ、寧 ロ経 過 ノ不 良 テ豫 知 スル モ ノナ リ ト｡

然 レ ドモShirokauer(2η 及 ビBecker(22)ノ 如

ク、 妊 娠 中 ハ略 支正 常値 テ示 ス ヵ、 租 支輕 度 ノ

上 昇 ラ示 ス ニ過 ギ ズ ト報 ズ ル モ ノア リ｡叉 タ

Grafenberg(25)ノ ・妊 娠初 期 ニ於 テ略k正 常 値 ノ

倍 二上 昇 スル テ観 察 シ、 之 、「ヒ ヨ リオ ンツ オ テ

ン」 内 ノ「トリプ シ ン」二封 スル母滑豊ノ大ズ慮、自Pチ

白血 球 崩 壌 ノ盛 ナ ル傳 染 性疾1患 ノ場 合、 血 中 ニ

「ア ンチ ト リプ シ ン」量 ノ増 加 スル ト 同様 一
、

「ヒ ョ リオ ンツ オ ツ テ ン」内 ノ
、 「ト リプ シ ン」酉孝

素 ニ封 スル抗 膿 トシテ、 抗 「トリプ シ ン」作 用 ノ

上 昇 テ來 スナ リ ト解 セ リ｡又Grafu.Spie(2J)

モ、 サ キ ニ、 「ヒョ リオ ン ツ オ ッ テ ン」ヲ海 瞑 二

移 植 シテ、 同 様 ノ實 験 成績 ヲ得 タ ル事 ア リ｡

原 田 モ妊 婦 ノ血 清抗 「ト リプ シ ン」作 用 テ眞 ノ抗

醒 ナ リ ト考 へ、 然 モ補 龍 ノ共 働 ラ必 要 トス ル墜

囁 艦 ニ他 ナ ラズ ト、 然 レ ドモ 妊娠 中 ノ抗 「トリ

プ シ ン」 ノ上 昇 ノ本 態 二關 シテハ 種 々 ナ ル説 テ

トナ フル モ ノア リ、 即 チ柴 田 〔28)ハ、 「トリプ シ

ン」ニ背 反 スル物 質 ノ存 在 テ認 ノ ズ、 寧 ロ 「トリ

プ シ ン」 ノ周 園 歌 態 ノ攣 化 ガ酵 素作 用 テ逞 シ ク

ス ル ラ 障碍 ス ル ナ ルペ シ ト、 之 ノ愛 化 トハ蛋

白 質 分 解 産物 ノ貯 積 ニ ヨ ル モ ノナ リ トシテ、

Rosen七halノ 蛋 白分 解 産 物 論 ニ傾 ケ リ｡然 ル ニ

篠 貯9)ハ 妊 婦 ノ抗 「Fリ プ シ ン」作用 ノ血液 残 絵

窒 素量 テ見 ル ニ、 略 覇 ・日一 致 シテ上下 シー定 ノ

拉 行 關係 成 立 セ ル ガ如 シ ト難 モ、 開 腹 術 ラ行 ヒ

タ ル際 血 液 残 鹸 窒 素 ハ、何 等 攣 化 テ呈 セザ ル ニ、

抗 「トリプ シ ン」作 用 ノ顯 著 ナ ル.ヒ昇 テ呈 シ、 叉

産 褥 婦 子 宮 テ除 去 シテ、 残 鍮 窒 素 ノ増 加 ハ略 丸

消 実 ス レ ドモ、 抗 「ト リプ シン」作 用 ハ尚 ホ増 加

セ ル事 等 ヨ リ想 像 シ テ、Rosenthalノ 蛋 白 分解

庵物 説 ノ肯 定 シ難 キテ説 ヶ リ｡

第 二 節 蛋 白 分 解 産 物 読

前i述 スル ガ如 クRosentha1一 ヨ リ主張 セ ラ レ

タル読 ニ シテ、 血 清 ノ抗 「ト リ プ シン」作 用 ヲ、

蛋 白分 解 産物 ノ蓄 積 二起 因 ス ル モ ノ トシ、 其 ノ

原 理 テ酵 素反 慮 ノ可 逆 性 ヲ モ ツテ説 明 セ リ｡即

チ生 理 的 二血液 中 ノ蛋 白 量檜 加 スル時 、 血液 中

二存 在 ス ル 「ト リプ シ ン」ガ
、 之 テ清 化 シテ多 量

ノ分 解 産物 テ蓄 積 ス ル ニ至 ル
｡此 塵 ニ於 テ逆 ニ

抗 「ト リプ シ ン」作用 ノ上 昇 テ來 スナ リ ト｡

即 チ立 柄30)ハ 、 人 工 的 貧Ii`、1:`漁 、 「サ ボ ニ ン」

注 射 、 脾 臓 摘 出等 ニ ヨ リ血 清 「ト リプ シ ン」乍用

一ハ攣 化 テ認 メ難 キモ
、 雨 側 腎 擁 摘 出 ニ ヨ リ1虹
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液 残 鯨 窒 素 量 ノ著 シキ檜 加 ト同時 二、血 清 抗 「ト

リ プ シ ン」 ノ上 昇 テ認 メ得 タ リ｡即 チ氏 ハ 之 ラ

モ ツ テ抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ上 昇 ヲ新 陳 代 謝 産

物 ニ蹄 スベ キモ ノ ナ リ ト結 論 セ リ.然 ル ニ穂 坂

金 澤 ㈹ 雨 氏 ハ尿 素 ノ毫 モ 「トリ プ シ ン」作 用 テ阻

止 セザ ル事 、 「グ リコ コル」、 「ロ イチ ン」等 テ有

ス ル尿 モ、 抗 「トリプ シ ン」作 用 テ呈 セザ ル事 、

或 ハ腎 臓 摘 出 ニ ヨ リ血液 残 鯨 窒 素 量 ノ増 加 ト、

抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ・常 ニ必 ズ シモ拉 行 關 係 テ

有 セザ ル事 ヨ リ、 抗 「トリプ シ ン」作 用 ニ封 シ蛋

白 分 解 産 物 ノ影 響 ラ左 程 大 ナル モ ノ ト見 ズ｡

叉片 山囮 ノ・坐 骨 瀞 経 切 断 家 兎 ノ血 清 拉 二其 ノ下

肢 筋 肉 ノ血 清 學 的 研 究 中、 抗 「トリプ シ ン」ハ初

期 二蛋 白分 解 ト相 拉行 スル ガ如 シ ト難 モー 定 時

テ過 グ レバ蛋 白分 解 ノ持 緬 スル ニ關 セ ズ、 漸 次

蕾 二復 シ來 リ、 雨 者 ノ因 果 的 關 係 テ否 定 セ リ｡

第 三 節 膠 様 獣 態 攣 化 説

Doblin(32)ノ・血 清抗 「トリ プ シン」ノ・煮 沸 ス ル モ、

些 モ障 碍 セ ラ レズ、 血 清 蛋 白 トハ何 等 交 渉 テ有

セ ズ ト、 而 シテ 「ヱ ー テル」浸 出 テ行 フモ、 殆 ン

ド該 作 用 テ失 フ事 ナ ク、 且 ツ 「ヱ ー テ ル」可 溶 性

物 質 二就 テ見 ル モ抗 「トリ フ シン」作 用 ハ甚 ダ僅

微 ナ リ ト｡

ヨツ テ氏 ハ抗 「トリ プ シ ン」ハ、 「ヱー テ ル」不 溶

性 物 質 ナル事 テ主張 シ、 叉Bauerノ ・正 常 尿 ノ

抗 「トリ プ シ ン」ハ、 一 定 ノ疾 病 時 ニ現 ハ ル ・血

液 中 ノ抗 「ト リプ シ ン」トハ、 甚 ダ其 ノ趣 ラ異 ニ

セ リ ト｡然 モ其 ノー 定 ノ疾 病 ノ際 、 表 ハ ル ・抗

「ト リプ シ ン」ハ
、 血 液 ノ抗 「ト リプ シ ン」ト相 類

セ リ｡依 ツ テ氏 ハ抗 「トリ プ シ ン」ハ、 一定 ノ物

質 二非 ズ シテ、 恐 ラクハ種 々 ナ ル膠 質 ニ他 ナ ラ

ザ ル ベ 、 ト結 論 セ リ｡

第 四 節 「リポ イ ド」説

Schwarz(34)・ ・血 清 抗 「ト リ プシ ン」作 用 ハ、 「ヱ

ー テル」 浸 出 ニ ヨ リテ消 失 シ、 又 該 血清 ハ類 脂

肪 禮 ノ添 加 ニ ヨ リ再 ビ現 出 ス ル事 ヨ リ、 抗 「ト

リプ シ ン」 作 用 ハ、 血 情 ニ 「リボ イ ド」ノ集 積 セ

ラル ・事 ニ蹄 因 スル モ ノー シ テ、 抗 「トリ プ シ

ン」 ノ本 態 ハ實 ニ類 脂 肪 膿 蛋 白 化合 物 二他 ナ ラ

ザ ル ベ シ ト｡而 シ テ該 「リボ イ ド」ハ細胞 破 壌 ニ

ヨ リ、 ナ曾加 シ來 ル モ ノナ リ ト｡

然 ル ニ河 島㈹、藤 本㈹ 等 ハ之 二反 シ,血 清 ノ「ヱ

ー テル」抽 出物 ニ就 テ
、 又Doblin(33)ハ 尿 ノ 「ヱ

ー テル」 抽 出物 ニ就 テ抗 「ト リプ シン」作 用 ラ示

サ ザ ル テ謹 明 セ リ｡

又 穂 坂 、 金 澤(31)雨氏 ノ・種 々 ナ ル貧 血 ノ場 合 血 清

ニ脂 肪 拉 二類 脂 肪 膿 ノ檜 量 テ來 ス ト錐 モ抗 「ト

リ プシ ン」 作 用 ハ 上 昇 セ ズ、 之 テ モ ツ テ氏 等 ハ

類 脂 肪 罷 読 ラ否 定 セ リ.

以上 テモ ツ テ抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ本態 二因 ス

ル現 在 ノ學 読 ニ就 キ大 略 其 ノ設 明 ラ終 リタ ル モ

其 他 抗 「トリ プ シ ン」作 用 テ血 清 蛋 白特 ニ其 ノ蛋

白本 性 ト相 關 聯 スル モ ノナ リ ト設 クモ ノア リ｡

帥 チKammeru.Abury(3Dハ 雨 者 ノ關 係 ラ研

究 シ、 血 清 テ囁 氏56度 二1時 間 加 熱 スル時 、膵

「トリプ シ ン」二封 スル作 用 頓 ニ低 下 シ、 又 「グ

ロ ブ リ ン」 屑 ヨ リモ 「ア ル ブ ミ ン」屑 ト最 モ大 ナ

ル關 係 ア リ ト、 換 言 ス レバ 牛 飽和 硫 酸 「ア ンモ

ン」 ノ添 加 ニ ヨ リテノ・、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ

低 下 ハ著 明 ナ ラズ ト、 即 チ氏 等 ・・、 抗 「トリプ

シ ン]ハ 實 ニ蛋 白 ノ本 性 二關係 ス ル ナ ル ベ シ ト

設 ケ リ.

保 利 ㈹ モ亦、 眼 前房 水 中 ノ抗 「トリ プ シ ン」作 用

ラ研 究 二、 同様 ノ結 論 二達 セ リ｡然 レ ドモA.

Dablin(39)ノ・、 抗 「ト リプ シン」作 用 ハ、 煮 沸 ニ ヨ

リ何 等 影 響 ナ キ ガ故 二、 血 溝 蛋 白 ト ノ關 係 テ疑

ヘ リ｡

其 ノ他 「オ プ ソニ ン」 トノ關 係、 或 ハ血 清 蛋 白 ノ

本 質 トノ間 ニー定 關 係 ア ル事 テ主張 スル モ ノ ア

リ｡即 チWiens(23)・ ・、多核 白血球 ノ増 加 スル ガ

如 キ急 性傳 染 病 ニ於 ケ ル、 抗 「ト リプ シ ン」作 用

テ検 索 セル ニ、 初 期 二於 テ、 病 原 菌 ノ侵 入 二封

スル 生膿 ノ反 慮 ト シテ、 抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ

上 昇 テ來 シ、 病 症 経 過 ノ進 行 ト共 一、 生禮 ノ防

衛 作 用 ノ上 昇 セ ル關 係 上、 反 ツテ抗 「トリ プ シ

ン」作 用 ハ正 常 以 下 ニ低 下 ス ル ト｡

之 ノ低 下 ノ持 績 期 間 ハ、 傳 染 病 ノ種 類 、 疾 病 ノ

輕 重 ニ ヨ リテ種 々 ナ レ ドモ、 一 般 ニ恢 復 期 二向
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フ ト共 ニ、 正 常 値 ニマ デ増 加 シ始 ム ト、 然 ル ニ

重 篤 ナ ル場 合 ニ ハ、 抗 「トリプ シ ン」作 用 ノ急 劇

ナ ル上 昇 ラ始 ム、 之 即 チ生 禮 ノ防 衙 作 用 ノ庶癖

スル爲 ト、 解 繹 スル ラ得 ベ ク、 随 ツテ不 幸 ノ轄

蹄 ヲ ト レル際 ニ ハ抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ上 昇 セ

ル マ ・、 即 チ下 降 スル事 ナ ク死 二至 ル ト｡

斯 ク ノ如 キ抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ攣 動 ヂ示 ス疾

病 ハ多 核 白血 球 増 加 ラ件 フ急 性 傳 染 病 ニ シテ、

敗 血症 、 狸 紅 熱、 「ヂ フテ リー」、 丹 毒 、 流 行 性

拶 脊 髄 膜 炎等 二見 ラル ト、 然 ル ニ腸 「チ フス」ニ

於 テノ・、 之 ト趣 ラ異 ニ シ第 二 期 二於 テモ爾 ホ抗

「トリプ シ ン」作 用 ノ上 昇 テ認 メ、 重 症 ナ レバ重

症 ナル程 、 上 昇度 モ張 シ ト｡而 シテ第 三期 ニ入

リ下 熱 スル頃 二至 リ始 メ テ下 降 シ、 正 常 ニ接 近

シ來 ル、 又 死 ノ轄 蹄 テ トル際 ハ、 亦 上昇 セル マ

マ死 ニ至 ル｡以 上 ノ如 キ抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ

動揺 型 ハ如 何 ナ ル因 子 ニ起 因 ス ル モ ノナ リヤ、

俄 ニ制 ジ難 シ ト難 モ、 恐 ラ クノ・、 多 核 白 血球 ノ

増 加 ニ ヨル白 血球 内蛋 白 分解 酵 素 ノ檜 加 ニ、 關

係 スル ニ非 ズ ヤ ト｡即 チ抗 「ト リプ シ ン」自己 ハ

其 ノ量 二於 テ著 攣 ナ シ ト難、 白 血球 内蛋 白分 解

酵 素 ノ上 昇 一 ヨ リ其 ノ作 用 ヲ減 弱 ス ル結 果 、 以

上 ノ如 キ動 揺 型 テ作 ル ニ非 ズ ヤ ト、 然 レ ドモ之

ノ考 モ亦 常 二肯 定 スベ キ モ ノニ非 ズ、 白血 球 減

少 ノ際 モ亦 抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ上 昇 ヲ來 ス事

アル ガ爲 ナ リ｡此 庭 ニ於 テ氏 ハ、 「オ プ ソニ ン」

ト ノ關係 テ見 ル ー、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 トノ間

二、 全 ク相 反 スル・關係 テ登 見 セ リ、 自ロチ 「オ プ

ソ ニ ン」 償 ハ初 期 二於 テ病 原 菌 ノ影 響 ヲ受 ケ正

常 値 以 下 トナ リ、.重症 期 二於 テ上昇 シ來 ル｡然

ル ニ死 ノ轄 蹄 テ トル 際 二、 之 ノ關 係 ガ再 ビ反 封

トナ リ、 抗 「ト リプ シン」作 用 ハ急 劇 ニ上 昇 シ、

「オ プ ソー ン」償 ハ 又急 劇 ニ下 降 ス ル、之 ノ「オ プ

ソ ニ ン」 ノ態 度 ハ抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ本 態 二

鯛 レ得 ル ヤ、 如何 ハ第 ニ ノ問 題 ト シテ蜘 木所 見

ト甚 ダ良 ク相 一致 ・ル事 ラ設 ケ リ｡

第 五 節 臨 躰 的 所 見

扱 テ以 上 ラモ ツテ抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ本態 ニ

關 ス ル設 明 ノ大 略 ヲ終 リタル ガ、 同時 ニ述 べ來

レル臨 休 方 面 ノ業 績 テ此 庭 ニ総 括 シ、 概 念 ヲ新

一 セ ル後 二、 更 二進 ンデ結 核 性 疾 患 二於 ケ ル抗

「ト リ プシ ン」作 用 ニ就 キ述 ペ ン ト欲 ス｡

Briegeru.Trebingガ 癌腫 患 者 二於 テ、 侮 常

抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ上昇 スル ヲ認 人 之 テ モ

ツテ醐 木症 状 ラ参 考 ス ル事 ニ ヨ リ診 断 ノ用 二供

シ得 ペ キ事 及 ビ悪 液 質 ニ陥 ル時 ニ、 上昇最 モ顯

著 ナ ル ヲ報 ぜ リ、 叉Meyer(7)・ ・甲男犬腺 腫 ノ・例

令 、 榮 養 状 態 可 良 ナ リ ト難 モ、 常 ニ顯 著 ナ ル抗

「トリプ シ ン」作用 ノ上 昇 ヲ來 ス ガ故 二、 其 ノ診

断 的 償値 ヲ推 賞 ス｡

其 ノ他Tbaler(24)ノ ・妊 娠 二於 テ初 期 ヨ リ上 昇 ス

ル ガ故 へ 妊 娠 診 断 ニ供 シ得 ペ キ テ述 ベ タ ル モ

Shirakauer(2η ノ・例 外 アル事 テ 指 摘 シ テ 之 ニ質

成 セ ズ、 叉腸 「チ フ ス」、 「ア メー バ」赤 痢 等 ニ モ

同様 ノ上 昇 ア リ、 又Ascaliu.Bezzoda,30)

Bittorf(41)等 ・・「ク ルー プ」・1生肺 炎 ニ於 テモ初 期

二著 明 ナ ラザ ル モ、 第2週 ニ於 テ著 明 ノ上昇 ヲ

來 シ、第3週 二於 テ再 ビ下降 シ去 ル ラ報 告 セ リ.

然 ル ニMeyer(52)ニ ヨ リ、 多 核 白血 球 ノ増 多 ヲ

件 フ急 性傳 染 性疾 患 ニ於 テハ、 初 期 二上 昇 シ重

篤 期 ニ下 降 シ、 恢 復 期 一上 昇 ス ル ト報 告 セ ラ レ

タ リ｡又 特 殊 ノ場 合 トシテ`s}Jochノ ・早{獲性痴

呆 、 癩痛 、 白痴 等 ノ精 紳 病 患 者 二就 キ テ之 ラ検

セ ル ニ又 相 當 ノ上 昇 テ認 メ タ リ、 又飯 野㈹ ハ家

兎 肉腫 ノ登 育 経 過 ニ随 ヒ、 之 テ測 定 シ、 次 第 二

上 昇 スル ラ報 ゼ リ｡

扱 テ以 上 ノ如 ク、 抗 「トリ プシ ン」作 用 ノ上 昇 テ

來 ス疾 病 ハ、 其 ノ種 類 甚 ダ多 久 之 テ類症 鑑 別

二磨 用 セ ン トスル ニ ハ相 當 ノ注 意 テモ ツ テ行 フ

ノ必 要 ア リ、 然 ル ニ抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ降 下

テ來 ス疾 病 ハ甚 ダ稀 有 ナ リ トス｡

即 チ糖 尿 病 患 者 ノ、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ降 下

ニ關 シテハEmie1,MeiB,H .Kenigsfeld等 ノ

報 告 ア リ、 又 膵 臓 ノ内分 泌 機 能 障 碍 ト平 行 二抗

「トリ プ シ ン」ノ減 少 ヲ起 スハ 既 二知 ラ レタル所

一 シテ、 之 ニ關 シCabliner(4'2)ハ 犬 ノ膵 臓 摘 出

術 テ行 ヒ タル ニ、 抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ急 劇 ナ

ル減 少 ラ來 シ、 之 ニ膵臓 テ喰 ハ シム ル ニ再 ビ上
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昇 シ、 之 テ中 止 ス レバ再 ビ降 下 ス ル テ 報 告 セ

リ｡之 ニ封 シNeiBeru.Kenigsfeldノ ・之 ノ際 、

抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ減 少 ハ寧 ロ、血 糖 量 ニ相

關 係 スル モ ノナ リ ト、 此庭 ニ於 テMeyer{43)ハ

「ア ドレナ リン」糖 尿 病 テ起 サ シメ タル ニ
、抗 「ト

リプ シ ン」作 用 ノ下 降 ハ血 糖 ニ關 係 ナ 久 膵臓 機

能 二關係 深 キ ヲ報 ゼ リ｡

其 他 徽 毒 患者 正価 夜ニ就 テFursteinu、Trebing

f'1,3)河島(9)Helzfeld(20月 等 ・・減 少 ス ル ラ報 ゼ リ
｡

渠脚 氣 ノ際 、 「ア ミラー ゼソ 減 少 ト共 ニ、抗 「ト

リプ シ ン」量 ノ減 少 テ來 ス ト｡

扱 テ以 上 ノ如 ク、 種 々 ナル疾 病 二於 テ其 ノ大 孚

ハ、 抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ上 昇 ヲ認 メ、 其 ノ小

激 例 ニ於 テ下降 ヲ認 メ タ リキ、 然 ラバ結 核 性疾

患 二於 テハ如 何 ナル態 度 ラ トル モ ノナ リヤ、 以

下 之 ニ就 テ述 ベ ン ト欲 ス.

然 レ ドモ結 核 ニ關 スル報 告 ノ多 クノ・断 片 的 ニ シ

テ癌 腫 等 ニ於 ケル ガ如 キ系 統 的 研 究 ニ乏 シ｡

Galla("}・ ・従 來 ノ抗 「ト リプ シ ン」量 ノ測 定 法 ノ

不 完 全 ナ ル テ補 ヒ、電氣 傳 導 度 ニ ヨ リ肺 結 核25

例 ニ就 キ検 索 セ リ、 氏 ノ成 績 ニ ヨ レバ、 輕 症 ニ

於 テ ハ 其 ノ上 昇 輕 度 ナ レ ドモ 檜 悪 ト共 二上 昇

シ、 輕 快 ト共 ニ下 降 シ來 ル ト｡

而 シテ、 艦 温 ト、 抗 「ト リプ シ ン」間 ニ ハ何 等特

別 ノ關 係 テ認 メ得・サごリシモ、 「ッ〈ごル ク リ ン」～主

射 ニ ヨ リ テ、 反 慮 ノ出 現 ト共 二抗 「ト リプ シン」

作 用 ノ上 昇 ラ來 ステ認 メ タ リ.

又Brigeru.Tr・bing(2)・ ・4例 ノ肺結 核 患 者

二於 テ牛 数 ハ正 常
、 牛 敷 ハ減 少 セ ル ヲ報 告 ス、

又 青 井、 林16・、MUIIeru.Kolacze1ぐ17)・ ・、 結 核

性 磯 脊髄 膜 炎 二於 テ磯 脊髄 液 二就 キ該 作用 ラ検

セル ー、 症 状 ノ檜 悪 ト共 二上 昇 シ、 輕 快 ト共 二

減 少 ス ルしテ認 メ得 タ リキ｡叉Wunsノ 、前 述 セ

ル ガ如 ク、 抗 「トリ プ シ ン」1乍用 ガ 白血 球 蛋 白分

解 酵 素 ノ多撒 遊 離 セ ル モ ノ ガ抗 原 トナ リ、抗 「ト

リプ シ ン」1乍用 上 昇 ノ原 因 テナ スモ ノ ナ リ ト シ

テ、 抗 「トリ プ シ ン」抗 膿 論 テ主張 セル ガ、 氏 モ

亦 結 核 性 疾 患 ニ就 キ 検 査 セ ル ニ 上 昇 テ 認 メ タ

リ、 然 ル ニ結 核 性 疾 患 二於 テ圭演 テ ナ ス モ ノ ハ

淋 巴球 ニ シテ、 多 核 白血球 ガ寧 ロ附 随 的 ノモ ノ

ト云 ハ ザ ル ベ カ ラ ズ ト、 且淋 巴球 ガ蛋 白 分 解酵

素 作 用 ラ全 然 有 セザ ル ハ 周知 ノ事 ニ シテ、 随 ツ

テ此 塵 ニWuns/1: .張 スル、 白 血球 蛋 白 分解

酵 素 ト、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ關 係 ラ説 明 スル

ニ、 矛 盾 テ生 ズ ベ ク、 之 ノ間 ノ關 係 二就 キ テハ

今後 ノ研 究 ニ待 ッ所 多 キ ガ如 シ｡

然 レ ドモ 中 山㈹ ハ 紫外 線 照射 、 細 菌 毒 素(大 腸

菌 「ワ クチ ン」)、或 ハ異 種 蛋 白 ノ注射 ニ ヨ リ、 何

レモ抗 「トリ プ シ ン」作 用 上 昇 ト共 ニ、 血 液 像 二

於 テ多 核 白 血球 減 少 シ、 淋 巴球 ノ増 殖 ス ル テ認

メ タ リ、 ヨ ツ テ氏 ハ抗 「トリ プ シ ン」ノ木態 的 要

素 ハ淋 巴 系 統 ト密 接 ナ ル關 係 アル ヲ読 ケ リ｡

更 ニ木 内㈹ ハ健 康 者 肋膜 炎患 者 及 ビ肺 結 核 患 者

ノ血清抗 「ト リプ シ ン」作 用 テ検 索 セル ニ、 結 核

性 滲 出 性 肋膜 炎患 者 血 清 ハ最 モ抗 「トリ プ シ ン」

作 用 顯著 ニ シテ、 次 二肺 結 核 ラ・塞ゲ得 ペ シ ト、

又 健 康者 ニ於 テ、 胸 腔 中 二液 ラ有 スル モ ノノ・、

有 セザ ル者 ヨ リ、 価 青抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ輕

度 ノ上 昇 ラ認 メ得 タ リ｡又KotschneffCso)ハ 死

結 核 菌 ラ家 兎及 ビ海狽 ニ注 射 シ、 種 々 ナ ル血 清

酵 素 二就 キ検 索 セル ニ、 「リバー ゼ」ノ減 少 スル

ハ 前述 ス ル所 ナル カ、 抗 「トリ プ シ ン」作 用 ハ之

二反 シ テ上 昇 スル ト報 告 セ リ｡

又Klug,(i2)Herzbeld,(20}MUIIeru.Hans,1:1の

Meyer{7)等 ハ何 レモ聡 加 テ詮 明 セ リリ.

第 六 節 総 括

血 清 抗 「トリ プ シ ン」ノ本 態 ニ就 キ テ ハ、 抗 艦

説、 蛋 白分 解 設、 膠1差状 態 攣 化 設 、 「リボ イ ド」

論 等 ヲ塞 ゲ得 ベ ク、 其 ノ他 血 清 蛋 白 ノ木 性 ニ關

係 ア リ ト読 キ、 或 ハ 財 プ ソ ニ ン」ト ノー 定 關係

テ溌 クモ ノ ア レ ドモ、 未 グ其 ノ蹄 著 スル所 テ知

ラ ズ｡

1897年Hahnニ ヨ リ、 抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ

獲 表 セ ラル ・ヤ、 次 デBriegeru.Trebing雨

氏 ガ、 悪 性腫 瘍 特 ニ癌 腫 患 者 ニ就 キ、 該 作 用 ノ

壇 加 スル ヲ 設 キ、 之 テ モ ツ テ 悪 液 質 反 慮 ト呼

ビ、 悪 性 腫 瘍 ノ診 町 的 償値 アル テ報 害 セ リ｡

以 來 之 ノ方 面 ノ臨 休 的 瞼 索 、 頓 ニ進歩 シ、 且 ツ
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該 作用 ノ上 昇 ハ 悪液 質 ノ徴 候 二非 ズ、 且 ツ非 特

異 性反 慮 ナル事 明瞭 ニ サ レタ リ｡

抗 「ト リプ シ ン」作 用 ノ上昇 ヲ來 ス疾 患 トシテ、

急 性傳 染 性疾 患 或 ・・慢 性疾 患 、 例 ヘ バ、 敗 ∬且

症 、 肺 炎、 腸 「チ フス」、 「アメー バ」赤 痢 、 或 ハ

慢 性 貧 血、 甲駄 腺 腫 、 膵 臓 壌 死、 妊 婦 拉 ニ産 褥

婦 或 ハ精 神 病 患 者 二其 ノ増 量 ヲ認 ム｡

以 上 ノ如 ク抗 「トリ プ シ ン」作 用 ノ上 昇 ヲ示 ス疾

患 ハ甚 ダ多 種 多様 ニ シテ、 之 ラ診 断 ノ目的 二使

用 セ ン トスル ヤ、 相 當 ノ注 意 ヲ必 要 トスル ト難

モ、 減 少 テ來 ス疾 病 ・・比 較 的 少 ナ ク、 徽 青、 糖

尿 病 、 或 ハ脚 氣 等 テ塞 グ得 ル ノ ミ｡

結 核 性 疾 患 ニ關 シテ ハ、 系 統 的 研 究 比較 的 少 ナ

ク、 其 ノ多 クハ断 片 的 ナ ル テ遺 憾 トスル モ、 一

般 ニ ハ上 昇 シ病 症 経 過 ト略 材 「i一致 シ テ動揺 ス

ル ガ如 シ｡

之 ラ以 テ結 核 ノ診 断 及 ビ豫 後 制 定 ノ指 針 トナ シ

得 ベ キ テ詮 クモ ノア リ｡

第三 章 結 核 性疾患 二於 ケ ル血清 「ア 邑ラー ゼー1=就 テ

第 一節 本 態蛇 ニ登 生地

第二 節 臨躰的方面 ノ観 察

第三節 結核性疾 患ニ就 テ

第四節 総、 括

第 一 節 本 態 酋 二 登 生 地

1846年Magendieガ 血 液 内 「ア ミラー ゼ」ノ存

在 テ登 表 シ、次 デWohlgemuthニ ヨ リ「ア ミラ

ー ゼ」定 量 法 ノ登 見 セ ラル ・
1一及 ビ、臨躰 的 方面

ノ意 義 モ亦 次 第 ニ間 明 セ ラ ル ニ至 タ レリ｡「ア ミ

ラー ゼ」 ノ褒 生 地 ニ關 シテノ、、Castelliniu.

Paraccaニ 從 ヘ バ、 破 壊 サ レタル 白血 球 ナ リ ト

云 ヒPloszu.Tiegel!2)ノ ・反 之 赤 血 球 二其 ノ源

ラ求 メ タ リ、Rohmann(3)ハ 糖 化 作 用 ハ循 環 セ

ル淋 巴或 ハ血 液 ノー ツ ノ性 駄 二過 ギ ズ ト云 ヒ、

其 ノ後Loeperu.Ticail4)等 ノ、、 其 ノ源 ガ血

液 中 二存 在 スル ニ非 ズ シテ他 ノ臓 器 中 ニ在 リ ト

シ、該 臓 器 ノ分 泌物 ニ他 ナ ラザ ル ベ シ ト主 張 ス｡

Wohlgemuth(5)モ 亦 之 二質 シ、 特 二膵臓 二重 キ

ラ オケ リ、 即 チ氏 ニ随 ヘ バ膵臓 ハ最 モ重 要 ナル

役 目 テナ ス モ ノナ リ｡然 レ ドモ其 ノ全 部 ノ員澹

テ ナ ス モ ノニ非 ズ シテ、 腸 、唾 液 腺 肝 臓 、筋 肉 、

腎 臓等 モ亦 同檬 二之 二關與 ス ル モ ノナル ベ シ ト

云 フ｡氏 ハ之 ニ關 シ膵 管 結 紮 蛇 二摘 出法 テ行 ヒ

謹 明 セ リ｡即 チ膵管 ノ結 紮 テ行 フ時 、 顯 著 ナ ル

「ア ミラー ゼ」ノ堆r量 テ來 スモ ノナ ル ガ
、 スデ ニ

3乃 至5時 間 ニ シ テ増 量 シ始 メ、2i時 間 ニ シテ

最 高 二達 シ、6乃 至8日 ニ シテ再 ビ正 常値 ニ蹄

著 ス ル ト云 フ.之 ノ結 紮 ニ ヨ ル檜 加 ハ磯 餓 状 態

ニ於 テ モ亦 同様 ナ リ ト｡次 二膵 臓 ノー 部 分 テ摘

出 スル時 、 著 明 ノ檜 加 ラ來 セ ドモ、 全 摘 出 ニ ョ

リ顯 著 ナル減 少 テ來 セ リ ト、 然 シ全 然 消 失 スル

ガ如 キ場 合 ハ認 メ得 ザ リキ ト云 フ｡又 該 臓 器 テ

刺 戟 スル ガ如 キ藥 剤、 即 チ盤 酸 、 「セ ク レチ ン」

等 テ與 フル モ、 特 別 ノ影 響 ナ ク、 又 「ア ドレナ

リ ン」、 「フnリ デ ィチ ン」、 「フ ロ レテ ィン」等 テ

モ ツテ血糖 檜 加 ラ起 サ シム ル モ 「ア ミラー ゼ」量

ハ不攣 ナ リ ト云 フ｡

其 ノ含 有 量 ニ關 シ テノ・、 人 類 、 牛 、 山 羊等 ハ、

最 モ少 ナ ク、 家 兎 ハ梢1多 久 海 猿 ハ最 モ多 シ

ト云 フ.其 ノ抵 抗 カ バ、 比較 的 張 ク、 月 鹸 二亙

リテ不 攣 二存 在 シ、 之 一 「トル オー ル」ヲ添 加 シ

テ腐 敗 テ防 ギ得｡

第 二 節 臨}休 的 方 面 ル 観 察

臨躰 的方 面 二於 テハ膵臓 疾 患 ノ際、 本酵 素 ノ増

加 スル事 ハ確 實 ナ ル事 ナ レ ドモ、 他 ノー般 疾病

二關 シ テノ・其 ノ憂 化顯 著 ナ ラズ叉 不 定 ナル ガ如

シ｡以 下 其 ノ大 要 ニ就 キ述 ベ ン ト欲 ス｡

Stocks(21)ハ 膵臓 ノ急 性疾 患或 ハ損 傷 テ蒙 ル 時
、

血 清 「ア ミラー ゼ」ノ著 明 ナ ル憂 化 テ誘 畿 スル ヲ

報 告 シ窪 田(e')モ亦 膵臓 損 傷 二際 シ、 血 液 及 ビ尿

中 二負 傷後1時 間 ニ シテ増 量 シ始 メ、 時 間 ノ経

過 ト共 二盆 々檜 加 シ、 其ニノ檜 量 ノ多 寡 ト、 負 傷

程 度 ハ常 ニ比 例 スル ト云 フ｡即 チ之 ハ尿 中及 ビ

血 液 ノ時 間的 増 量 ト暴 力 ノ方 向、 強 サ、 腸 壁 緊

張 度、 膵 臓 部 巫 痛 等 ラ謹 明 シ得 レバ、 殆 ン ド確

實 二膵臓 損 傷 拉 ニ其 ノ程 度 ラ推 定 シ得 ル モ ノナ
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リ ト云 ヘ リ.

又 倉 持{9)二 随 ヘ バ、 腎 臓 疾 患 ニ於 テ モ、 慢 性綜

球 膿 腎 炎 二於 テハ ー般 ニ著 明 ノ増 加 ア レ ドモ高

度 ノ俘 腫 アル慢 性 「子 フ ロー ゼ」ニ於 テハ、 却 ツ

テ著 シキ減 少 ヲ示 セ リ ト｡

Marutaew'10)ハ 腸 窒扶 斯 患 者 ニ就 キ之 ラ検 シ、

全 経 過 ニ於 テ檜 彊 セル ラ報 告 セル モ、 倉持 〔9)ハ

其 ノ不 攣 ラ説 ケ リ｡

角 田tll)ハ腸 窒 扶 斯 、 「パ ラチ フ 勾 及 ワイ ル氏 病

ニ於 テ恢 復 期 二檜 量 スル テ謹 明 セ リ
｡又King(12)

バー 般 急 性 傳 染 病 ノ時 κn中「ア ミ ラー 耀 「ノ檜 量

テ認 メ タ リ｡

Shirokauer"i';・ ・妊娠 ニ於 テ、 初 期 ヨ リ檜 量 ス レ

ドモ、 其 ノ経 過 ト拉 行 關 係 ヲ保 チ難 シ ト｡然 シ

少 ナ ク トモ、 生 理 的 動 揺範 園 ノ最 高 贋 ヲ俣 チ得

ル モ ノー シテ、 其 ノ原 因 ノ・乳 糖 形 成 ニ ヨル含 水

堤 素 新 陳 代 謝 機 能 ノ 攣 化 一 鯖 シ得 ペ シ ト云 ヘ

リ｡

川 口(7){8)ハ種 々 ナ ル 中毒 時 ノ「ア ミラー ゼ」量 ニ

就 キ、 検 索 テ行 ヘ リ｡即 チ急 性 燐 中毒 二於 テハ

血 清 「ア ミラー ぜ」ハ著 シキ低 下 号示 セ ドモ死 直

前 二於 テ反 ツテ上 昇 ヲ來 ス テ常 トス ト、 尿 所 見

モ亦 之 ニ類 セ リ、 然 ル ニ砒 素 中 青 ニ於 テ ハー 般

ニ初 期 ニ上 昇 シ後 ニ下 降 ス、 又抱 水 「クロ ラー

ル」 ニ就 キ テ ハ、 又之 二類 シテー旦 低 下 ス レ ド

モ末 期 二至 リテ再 ビ上 昇 ス ル ノ傾 向 テ報 ぜ リ｡

次 二糖 尿 病 患 者 二就 キ テ ・・Meyer`13:・ 其 ノ他 多

数 ノ報 告 ア リ何 レモ其 ノ低 下 ス ル ラ報 ゼ リ、 而

シテ病 症 経 過 ト密接 ノ關係 ア ル ラ読 クモ ノア レ

ドモ亦 之 ニ反駁 ス ルモ ノ ア リ、 爾 ホ未 ダ雨者 ノ

關係 明 ナ ラズ｡

又 倉持(9}ハ 脚 氣 患 者 二就 キ検 索 シ、 病症 初 期2

ケ月 間 ニ著 シキ愛 動 テ示 サ ザ レ ドモ、其 ノ後,次

第 ニ減 弱 スル テ報 ビ リ.又 飯 野19)ハ 家 兎肉 腫 二

就 キ之 ガ系 統 的 検 索 テ行 ヒ シガ大 禮 著憂 ナ ク、

唯 末期 ニ於 テ僅 ニ低 下 スル テ見 タ リ ト云 フMc.

Guigan(15)ハ 血 中 「ア ミラー ゼ」・・組 織 ノ活動 性

拉 ニ生 活 カ ー ヨ リ直接 影 響 セ ラル ・モ ノナル事

ヲ 正i張シ實験 的 ニ悪液 質 二於 テ減 少 ス ル テ確 メ

タ リ｡

扱 テ以 上 テ通 寛 ス ル ニー般 二膵臓 疾 患、 腸 窒 扶

斯 、 ワ イル氏病 、 慢 性綜 球 盟 腎 炎 、妊 娠 等 ハ何

レモ檜 量 スル ガ如 ク、 糖 尿 病、 脚 氣、 悪 液 質 等

ハ減 弱 ス ル ガ如 シ｡叉 中 毒 時 二關 シテ ハー 時 的

減 少 或 ハ檜 加 等 テ認 メ、 中毒 物 質 ニ ヨ リ種 々 ナ

ル ガ 如 シ｡

然 レ ドモ是等 ノ實 験 成績 中、 膵臓 疾 患 時 二於 ケ

ル血清 「ア ミラー ゼ」ノ消長 以 外、 之 ト密接 ナ ル

關 係 テ有 スル疾 病 ハ 甚 グ少 ナ キ ガ如 シ｡

第 三 節 結 核 性 疾 患 二就 テ

然 ラバ結 核 性疾 患 二於 ケ ル血 清 「ア ミ ラー ぜ」ノ

態 度 ハ如何 ト云 フ ニ、 之 ニ關 ス ル報 告 ハ アマ リ

多カ ラズ、 又其 ノ成 績 モ 確 實 ナ ラザ ル ガ 如 キ

モ、 一般 二減 少 ス ル事 ハ認 メ ラル ・所 ナ リ｡

古床1蛎 ・肺 結 核 患 者 ニ於 テー 般 ニ健 康 人 ヨ リモ

減 少 シ榮 養 不 良 ノモ ノハ特 二顯 著 ナ リ ト、 然 レ

ドモ淋 巴細 胞 ノ壇 殖 セル モ ノハー般 ニ其 ノ量 多

キ テ報 告 セ リ｡倉 持{9〕モ肋膜 炎、 肺 結 核 等 ニ於

テ其 ノ減 少 セル ラ報 告 ス｡又 林1ηハ結 核 性 磯 脊

髄 膜 炎患 者 ノ磯 脊 髄 液 二就 テ検 セル ニー 般 二檜

加 ス レ ドモ、 之 ガ診断 的 償値 ハ認 メ難 シ ト云 ヘ

リn

叉 小 澤(18)ハ青 年期 ニ起 ル糖 尿 病 患病 者 ニ現 在結

核 テ謹 明 スル カ、 或 ハ肋 膜 炎乃 至 肺 尖 加答 見 ノ

恢 復期 若 クハ、 治 癒 後 ニ糖尿 病 ラ起 シ來 ル場 合

妙 ナ カ ラザ ル事 、 及 ビ糖 尿病 患 者 ノ約 五 分 ノー

ハ肺結 核 二罹 ル ト云 フー 般 ノ統 計 的 観 察 ヨ リ考

ヘ テ血 液 及 ビ臓 器 内糖 化 醗 酵 素 ト結 核 性 疾 患 ノ

ー 定 關 係 アル ラ想 起 シ
、 氏 ハ 「マル ター ゼ」ト結

核 感 染 ノ關 係 ヲ間 明 ニ セ リ、 即 チ健 康 拉 ニ結 核

海 瞑 ノ血 清 「マルレター ぜ」ラ見 ル ニ後 者 ハ著 明 ニ

減 少 セ リ.而 シテ該 減 少 ハ結 核 海 瞑 ガ膿 重 テ減

ゼル事 ノ ミニテ ハ到 底 読 明 シ難 ク(磯 餓 時 ニ ハ

減 少 ス)随 ツテ之 ノ減 少 ハ何 レモ結 核 感 染 ニ ヨ

ル 「マ ル ター ゼ」産 生 機能 ノ障碍 セ ラ レタル爲 ト

解 澤 シ、 結 核 性 疾 患 ト糖 尿病 ノ因果 關 係 テ認 メ

タ リ｡

Kot・chneff(20)ハ 結 核 感 染 拉 ニ之 ガ中 毒 症 状 ト血
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清 酵 素作 用 ノ關 係 ヲ知 ラ ン ト欲 シ、 結 核 死 菌 膿

ラ家 兎拉 二海狽 ニ注射 セ リ｡帥 チ氏 ハ生 結 核菌

ノ ミナ ラ ズ死 結 核 菌 モー 定 二病 理 解 剖 的 髪化 乃

至 中 毒症}伏 テ起 シ、 魔痩 、 悪液 質 等 テ誘 獲 セ シ

メ得 ル ト云 フ事 實 ヨ リ出登 シ、1《).0耗 食鞭 水 ニ

四 白金 耳 ノ死 結 核 菌 ヲ入 レ之 ノ2.0耗 ラ海狽 ノ

腹 腔 中 ニ注 射 セ リ｡之 一 ヨツ テ赤 血球 ハ五 百萬

ヨリ四、 九 百 萬 ニ減 ジ、 「ヘ モ グ ロ ビ ン」含 有 量

モ 鱒%ヨ リ85%ニ 減 少 セ リ.然 レ ドモ 白血 球

一 ハ著 明 ノ攣 化 ヲ認 メ得 ザ リキ ト、 病 理 解 剖 的

憂 化 トシテ、 膿 重減 退 ハ ア リ シモ皮 下 脂 肪 ハ尚

ホ ヨ ク登 育 シ肺 、 心臓 等 ニ ハ憂 化 テ認 メ ズ、 然

シ膵臓 ハ著 明 ナル脂 肪tt`・"k性二陥 リ3乃 至6個 ノ

肉 眼 的 ニ モ 見 得 ラル ・小 豆 大 ノ 結 節 ラ 形 成 セ

リ、 該 結 節 ・・結 締 織 性嚢 テ作 リ、 顯 微 鏡 検 査 ニ

ヨ リ多 撒 ノ死 結 核 菌 聚落 ナル事 テ叢 見 セ リ、 斯

ノ如 キ結 節 ハ其 ノ他 肝 臓 葉 間、 腹 膜 等 ニモ 見 出

セ リ ト云 フ、 然 レ ドモ肝 、 脾 、 腎、 副 腎 等 ・・不

憂 ナ リキ ト、 扱 テ以1:ノ 如 キー般 症1伏及 ビ病 理

學 的痩 化 テ呈 セ ル場 合 血 清酵 素 二如何 ナ ル愛 化

テ見 出 セル カ ト云 フニ 「ア ミラー 旦[ハ 血.清ニ於

テ モ臓 器 二於 テモ何 モ著 明 ナ ラザ レ ドモ減 少 ス

ル ヲ認 メ得 タ リ、 其 ノ他 血 清 「リバー ゼ」、1ヵ タ

ラー ゼ」等 モ減 少 フ・ル テ認 ノ タ レ ドモ1甑青「ア ン

チ トリプ シ ン」及 ビ 「ヌ ク レアー ゼ」ハ血 清 及 ビ

臓 器 二於 テ何 レモ 上 昇 セ リ ト云 フ.

第 四 節 総 括

1.膵 磁 ノ疾 患 或 ハ員 傷 サ レタル際 血 清 「ア

ミラー ゼ」 ノ顯 著 ナル 上 昇 ラ來 ス ノ外 他 ノー般

疾 患 ニ於 テ ハ之 ト緊密 ナル 關係 テ有 ス ル モ ノ紗

キガ如 シ.

2.結 核 性 疾 患 ニ於 テハ其 ノ詳 細 ナ ル報 告 テ 見

ル事 診 ク其 ノ成績 モー致 セ ザ レ ドモ、 之 テ億 括

スル ー、 一 般 二減 少 ス ル ガ如 久 結 核感 染 ニ ヨ

リ「ア ミ ラー ゼ」産 生 機能 ニ影 響 テ與 フル結 果 ト

見 ルベ キナ リ ト｡

第四章 結核性疾患 晶於 ケル血清 「リポイ ド」二就 テ

第一節 血清 「リホイ ド」ノ性状

第二節 結核性疾患 トノ關係

第三節 「ツベルレク リン」反癒 トノ關係

第四節 盟温、全均症状 トノ關係

第五節 結核性疾患 ニ於 ケルレ 「レチチ ン」ト「ヒヨ

レステ リン」ノ相互關係 ニ就 テ

第六節 結核性疾患 ニ於 ケルレ血清 「リポイ ド」ノ消

長 ト其 ノ因子 ニ就 テ

第七 節 総 括

第 一 節 血 清 「リ ポ イ ド」ル ー 般

性 状 呂 就 テ

軌 近 「リボ イ ド」ニ關 ス ル研 究 ノ進 歩 二件 ヒ、 其

ノ生物 學 的 意義 モ亦次 第 ニ各 方 面 ヨ リ閲 明 ノ域

ニ向 ヒ ツ ・ア リ｡

而 シ テ「リボ イ ド」ハ生醒 ノ生活 現 象 二ニ ツ ノ意

義 ニ於 テ必 要 ナル モ ノニ シ テ、 一 ツ ハ勢 力代 謝

ノ上 二、 中性 脂 肪 ガ他 ノ榮 養 素 ト同 様 ニ、「エ 子

ル ギー」 ノ根 源 テ形 成 スル モ ノ デ ア リ、 他 ハ狭

義 ノ 「リボ イ ド」 ガ所 謂 調 節 代 謝 ノ上 ニ至 大 ナ

ル關係 テ有 スル モ ノナ リ、 後 者 ノ中 「コ レ ス テ

リ ン」及 ビ「レチ チ ン」ハ常 ニ細 胞 内 二共 存 シ、

少 ク トモ生 理 的 歌 態 ニ於 テハー 定 ノ、 相 封 的 關

係 テ支持 シ、 脂 肪 新 陳 代 謝 、 免 疫 關 係 、 或 ハ解

毒 作 用、 叉 ハ赤 血 球崩 壌 現 象 等 ニ封 シ、 特 種 ノ

關 係 テ有 ス ル モ ノ トス、 随 ツ テ其 ノ間 ノ消息 テ

精 察 ス ルノ・、 甚 ダ緊 要 ニ シテ且 ツ興 味 アル 問題

トス｡

醗 ツテ之 テ結 核 性疾 患 二就 テ見 ル ニ或 ハ 減 少 ス

ル ト云 ヒ、 或 ハ増 多 スル ト云 ヒ、 未 グ定 見 テ見

ズ、 結 論 スル所 又 相 反 スル ノ}伏態 ニ ア リ.

余 ハ 午、 結 核 性 疾 患 二於 ケ ル 「リボ イ ド」ノ態 度

二言 及 スル前Suranyi(1}二 随 ヒ、 「リボ イ ド」ノ

生罷 二封 スル、 最 近 ノ業 績 二就 キー 言 セ ン ト欲

スo

抑 々 人 禮 「コ レ ス テ リ ン」ノ由 來 ニ就 テ ハ 、Chan-

ffard,Laroche,u・Grigant等 ハ 醒 内 ニ於 テ
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合 成 セ ラル トナ シ、Aschoffハ 食物 中 ニ含 有 セ

ラル ・「コ レス テ リ ン」ガ清 化 管 ヨ リ吸牧 セ ラル

ル モ ノ ナ リ ト云 フ、 該 目1〕題 ハ未 ダ未 解決 ノマ ・

ナ レ ドモ、 後 者 二左 担 ス ルモ ノ多 シ、 即 チ腸 管

ニ達 セル 「コ レ ス テ リン」(Phytosterin、 ノ、主 ト

シテ 「エ ス テ ル」歌 態 ニ テ吸 牧 セ ラ ル ト云 フ、 然

レ ドモ吸 牧 サ レタル 「コ レ ステ リ ン」ハ更 ニ進 ン

デ如 何 ナル運 命 ニ向 フヤ ニ關 シ テ ・・、 確 實 ナル

研 究 ナ シ ト錐 モ、 一 部 ハ遊 離 歌 態 トナ リ、 一部

ノ・「エ ス テ ル」ノ マ ・血漿 或 ハ乳 康 中 二見 出 サル

ト云 フ｡其 ノ他 「フォス ファチー ド」 ト結 合 シ、

又 「オ ク グ ロ ブ リ ン」 ト抱 合 シ、 以 ツ テ自 己 ノ膠

質 安 定性 ヲ保 ツモ ノニ シテ、血 中 ニ於 ケル 「コ レ

ス テ リン」 抱 合 度 ノ強 弱 ハ是 レガ 生理 的作 用 二

大 ナ ル 意 義 ラ 有 ス ルモ ノ トス、 其 ノ他 ノ存 在

地 ト シテ 血 球 ヲ 基 ゲ 得 ベ ク、 叉種 々 ノ臓 器 例

ヘ バ、 副腎 皮 膚 、 腎 臓 、 脾 臓 、 黄 彊 或 ノ・睾 丸 間

質 等 ニ 含 有 セ ラ レ、 就 中 副腎 皮 質 ニ最 モ 多 シ

ト^

次 ニ正 常 二於 ケ ル血 中 「コ レス テ リ ン」ノ動 揺 範

園 テ見 ル ニ0.12乃 至0.16%ニ シ テ、 先 ヅ安 定

セル モ ノ ト云 フ ラ得 ベ ク、 此 ノ平 均 ラ保 ツ上 ニ

必 要 ナ ル モ ノハ肝 臓 ニ シ テ、Stepp(2リ ニ ヨ レバ

肝 臓 ノ欄 犬織 内皮 細 胞 組 織 及 ビCholesterinase

(Schultz)ガ 最 モ大切 ナ ル働 テ ナ ス ト、

而 シ テ前 者 ハ病 的}伏態 ニ於 テ ノ ミ役 目 ラ演 ジ、

生 理 的}伏態 ニ於 テハ、 寧 ロ後 者 ノ働 ニ ヨル事 多

シ ト、 自Pチ「コ レス テ リナー ゼ」ハ 「エ ス テル」封犬

態 ニ アル 「コ レス テ リ ン」テi遊寓{簡犬態 トシテ、 膿

汁 中 二排 泄 シ、 血 液 中 ノ「コ レス テ リ)ン」量 ラ調

節 スル モ ノニ シ テ、 増 加 ス レバ勉 メテ 多 ク排 泄

シ、 減 少 ス レバ之 ヲ抑 制 スル ナ リ ト｡爾 ホ其 ノ

他 ノ排 泄 器 トシ テ腎 臓 或 ハ皮 膚 ヲ墾 ゲ得 ベ シ ト

難 モ、 其 ノ作 用 顯 著 ナ ル モ ノニ非 ズ｡

扱 テ斯 ク シテ、 脆 汁 ト共 二排 泄 セ ラ レタ ル 「コ

レス テ リ ン正 ハ、腸 ヨ リ再 ビ吸 牧 セ ラル ・モ ノ

ァ リ ト錐 モ、 大 部 分 ハ腸 内細 菌 ニ ョ リ 「コ プロ

ス テ リ ン」ニ攣 化 セ ラ レ糞 便 ト共 二排 泄 セ ラル｡

次 ニ 「コ レス テ リン」ノ龍 内合成 問題 二關 シテ ハ

術 ・ホ議 論 アル 所 ニ シテ、Chauffard・ ・副 腎 ニ其

ノ能 力 ア リ ト主張 セル モAschoffノ ・、 副 腎 ハ

軍 二 「コ レス テ リ ン」ノ貯 藏 所 ニ過 ギ～ぐ ト反駁 セ

リ、 之 ニ關 シ氏 ハ次 ノ如 キ實瞼 ヲ行 ヘ リ、 即 チ

家 兎 ノ副 腎 ノー 側 ラ摘 出 ス ル ニ、 著 明 ナ ル 「コ

レ ス テ リン」過 多 ヲ招 來 セ リ｡モ シ副 腎 ニ シテ

合 成 能 力 ア リ ト ス レバ、 反 ツ テ 「コ レス テ リ

ン」ノ減 少 テ 招 來 スル 理 ナ リ ト云 フ、 又Rots-

childノ ・家 兎 ニ就 キ磯 餓歌 態 ニ アル時 、禮 重 ヲ減

ズ ル ト錐 モ、 血 中 「コ レス テ リ ン」ノ・増 加 シ 來

ル、 之 一 見、 罷 内 ニ 「コ レス テ リン」合 成能 力 ア

ル ガ如 シ ト難 モ、 種 々 ナル臓 器 、 特 二、 副 腎 ノ

「コ レス テ リン」含 有 量 ノ著 明 ナル 減 少 テ來 ス事

ヨ リ、 此 ノ際 モ亦 臓 器 ノ脂 肪 組 織 ヨ リ 「コ レス

テ リン」 ガ遊 離 シ、 之 ラ補 充 セ ル モ ノナ リ ト、

何 レニ シテ モ 「コ レス テ リ ン」ノ膿 内合 成 ト云 フ

事 ハ、 生 理 的 歌 態、 病 的 状 態 共 二其 ノ設 明困 難

ナ ル ガ如 ク、 随 ツ テ前 述 ス ル ガ如 ク血 中 「コ レ

ス テ リ ン」 ノ起 原 ニ關 シテノ・消 化器 系 統 ヨ リ ノ

吸 牧 二左祀 ス ル モ ノ多 シ｡

扱 テ以 上 ノ如 ク シテ、 吸牧 、 排 泄 セ ラル ・ 「コ

レ ステ リ ン」 ノ・、 其 ノ問燃 焼 ス ル事 ナ ク、 從 ツ

テ 「エ子 ル ギー」代 謝 ノ源 泉 トシテ働 キ得 ザ ルナ

リ｡然 ラバ生盟 ニ封 シ如何 ナ ル役 目 ヲ演 ズ ル モ

ノナ リヤ、 即 チ該 物 質 ノ作 用 ノ・「ヱ 子 ル ギー」ノ

源 泉 トシテ ヨ リモ、 寧 ロ脂 肪 艦 ノ新 陳代 謝 ニ重

要 ナ ル役 目 テ演 ズル モ ノナ リ｡

夏 二動 物 飼育 ニ雷 リ、 「コ レステ リ ン」ニ富 メ ル

食 物 テ與 ヘ テ罷 重檜 加 テ來 シ、 反 と乏 シキ モ ノ

ヲ與 フ レバ減 退 ス、 更 ニ進 ン デ 「コ レス テ リン」

ヲ含 有 セザ ル モ ノヲ與 フル時 何 縷 病様 ノ症 候 ヲ

表 ノ・シ死 ニ至 ル ト、 叉Hissu.Beumer等 ハ

紫外 光 線 二曝 サ レタル 「コ レ ス テ リン」・・抗 何 懊

病 性 テ得 ル ト報 ジWackeru.Beckハ 石灰 沈

著 ヲi速進 スル ノ作 用 ヲ有 ス ト云 ヒ、 又StePP(2)

ノ・「ビ タ ミン」Aノ 作 用 ハ 「コ レス テ リ ン」ト相 關

聯 ス ル モ ノー シテ 「ビタ ミン」A二 富 メ ル物 質 ニ

ノ・常 ニ 「コ レス テ リ ン」ガ詮 明 シ得 ル ト｡

次 ニ血 球 崩壌 現 像 ニ關 スル關 係 二就 キ述 ベ ン ト
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欲 ス.

赤 血球 抵 抗 試 験 ニ於 テ 「コ レステ リ ン」増 加 ラ來

セ ル疾 病 特 二機 械 的黄 疸 ニ於 テ赤 血 球 抵 抗 ヲ曾

加 ス レ ドモ 「コ レス テ リ ン」減 少 テ來 セル疾 病 例

ヘ バ機能 的黄 疸
、 悪 性 貧血 等 二於 テハ減 退 ス ト

構 セ ラル、 然 レ ドモBrickmannu.VanDam

ハ血 球 テ洗 フ事 ニ ヨ リ「レチ チ ン」ガ除 カル ・爲

二 「レチ チ ン」ノ血 球 崩 壌 作 用 ガ消 失 セル ニ原 因

スル ナ リ ト反 封 セ リ、 即 チ 「レチ チ ン」ニ テ飼 育

セル動 物 ハ 生禮 内 二於 テ血 球 崩 壌 作 用 テ呈 シ來

ル ト云 フ｡叉Friedノ ・「コ ブ ラ」毒 、「キニー 子」

其 ノ他 ノ藥 物 ノ血 球 崩 壌 作 用 テ モ 「レチ ヲ ン」ガ

促 進 ろル モ ノナ ル事 ラ報 ゼ リ、 然 シー面 二於 テ

「コ レス テ リ ン」飼 育 ニ ヨ リ血 液 「コ レステ リン
」

増 加 テ計 ル時、 「サボ ニ ン」二封 ス ル血球 抵 抗 力

著 明 二檜加 シ來 ル事 實 ヨ リ、 爾 ホ 「コ レス テ リ

ン」ノ血 球 崩 壌 抑 制 作 用 アル テ認 ム ル モ ノア リ｡

其 ノ他 肺尖 墜 球菌 ノ溶 血 現 象 テ抑 制 シ、 又 爽 作

性 血 色素尿 ノ際 「コ レス テ リン」ノ筋 肉 内注 射 ニ

ヨ リ之 テ中断 セ シメ得 ル ト云 ヒ、 又 石 炭 酸 昇

禾 、 「サ ル バ ル サ ン」等 ノ浦 毒 剤 二封 シテ ノ、其 ノ

藥 物 的 作 用 テ減 退 セ シム ル ト云 フ｡

次 二 「リポ イ ド」ノ關 與 ス ル重 要 ナ ル反 慮 トシ テ

ワッセ ル マ ン反 鷹 及 ビ赤 血球 沈 降 速 度 テ・墾 ゲ得

くご シ
｡

ヱ.氏反慮 ハ 「コ レス テ リン」ノ「レチ チ ン」ニ封 ス

ル相 互 關 係 ナ リヤ、 或 ハ遊 離 「コ レス テ リ ン」二

封 ス ル 「ヱ ス テル」 ノ關 係 ナ リヤハ不 明 ナ レ ド

モ、 何 レモ 「コ レス テ リ ン」トー 定 關 係 アル事 ハ

確 實 ナ リ｡

又 赤 血 球 沈 降 速 度 ニ關 シ テハKurten〔3)二 随 ヘ

バ 「コ レス テ リ ン」ノ「レチ チ ン」ニ封 ス ル相 互 關

係 二員 フ所 大 ナ リ ト云 ヒBrinkmannu.Van

Dam一 ヨ レバ 「コ レス テ リン」ガ赤 血 球 表 面 二

働 キ即 チ 「コ レス テ リン」ガ血球 ノ陰 性 荷電 テ少

ク スル 爲 二、 赤 血 球 相 互 ノ反 嬢 性 減 退 シ、 血 球

ノ沈 降速 度 ラ促進 スル モ ノナ リ ト設 明 セ リ｡

樹 ホ最 後 二記 述 セザ ル ベ カ ラザ ル ノ、「リボ イ ド」

ト血 液 像 ノ關係 ニ シテ、 「コ レス テ リ ン」増 加 ニ

ヨ リ白血球 増 加 、(淋 巴球 檜 加)即 チ 「コ レス テ

リ ン」 ノ檜 加 ニ ヨ リ交 感神 経 興奮 性 二働 キオ1』封

的 多核 白血 球 ノ壇 多 ヲ來 シ 「レチ チ ン」壇 加 ニ ヨ

リ、 白血球 減 少(但 シ中 性 多 核 白血球 ノ増 加)即

チ副交 感榊 脛 興 奮 ヲ起 シ相 封 的 白If【1球減 少 症 テ

起 ス事 ナ リ トス｡

例 之 バ食 餌 性 白血 球 過 多 、 又 妊 娠 性 白血 球 過 多

症 等 ニハ常 ニ 「コ レス テ リ ン」過 多 ラ件 フ事、 又

腸 「チ フス」ノ初 期 二 白血 球 減 少 ト共 二 「コ レス

テ リ ン」モ亦 減 少 シ恢 復 期 二及 ン デ 「コ レス テ リ

ン」 ノ増 加 テ來 ス ト共 ニ叉 白 血球 特 二淋 巴球 ノ

増 多 テ來 ス事 等 ニ ヨ リ詮 明 シ得 くごシ ト｡

又 以 上 ノ 相 互 關 係 ヨ リ、 傳染 性疾 患 二於 ケ ル

Schillingノ 所 謂NeutrophileKampfphase

及 ビLymphocytsreHeilphaseノ 読 明 テ付 ケ

得 ベ シ ト云 フ.

次 ニ血 中 「コ レス テ リ ン」含 有 量 ハ前 述 ノ如 ク比

較 的堅 實 ニ シテ遊 離 「コ レス テ リン」封 「ヱ ス テ

ル」比 ハ30-一一一40%:60-70%ナ リ ト云 フ｡

今 病 的 ニ 「コ レス テ リ ン」過 多血 ヲ招來 ス ル疾 病

ヲ列 塞 ス ル ニ次 ノ如 シ｡

「リペ ミー 」
、 「ヒ ド レ ミー 」、 麻 嚇、 痛 風 糖 尿

病、 肥 脾、 臓 痩 、 妊 娠 、 中 憲、 子 癩 、 貧 血 、 白

血球 、 脚 氣 、 種 々 ナ ル肝 臓 疾 患(黄 疸)、 腎 臓 炎

特 二結 核 性 、 硬 化 性 結 核 、 傳 染 性 疾 患 、偏 頭痛 、

高 血歴 、 動 脈 硬 化 症 、 癌 腫 、 漁 疹 等 ニ シ テ特 ニ

後 ノ三 者拉 ニ蛋 白性 網 膜 炎 ニ於 テ症 的 ノ 「コ レ

ス テ リ ン」沈著 ヲ起 ス事 ア リ ト
｡

次 ニ減 少 スル疾 病 トシテハ次 ノ如 シ｡

傳 染 病 極 期、 血 液 ノ水 分 訣 乏 、 悪 性貧 血、 胃 潰

瘍 、 牛球 盟 腎 炎、 悪液 質 、滲 出 性結 核等 トス.

扱 テ以 上 テ モ ツ テ 「リボ イ ド」特 ニ 「レチ チ ン」、

「コ レス テ リン」ノ由來
、 排 泄 其 ノ生 理 的 作 用 、

其 ノ他 二、 三重 要 ナル反 慮 ニ封 スル 「リボ イ ド」

ノ態 度 、 又 血 液 像 ト ノ關 係等 ニ就 キ テ述 べ最 後

二 「リボ イ ド」特 二 「コ レス テ リ ン」ノ壇 多 或 ハ減

少 テ件 フ疾 病 テ列 記 セ リ｡以 上 ノ簡 輩 ナ ル設 明

ニ ョル モ 生 物 學 的種 々 ノ現 像 二封 シ
、 「リボ イ

ド」ノ相 關 係 スル所 甚 ダ多 キ ヲ窺 知 シ得 ベ シ
｡
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然 ラバ結 核 性 症 患 ニ於 ケ ル 「リボ イ ド」ノ態 度 ハ

如 何 、 以 下逐 次 明読 セ ン ト欲 ス｡

第 二 節 結 核 性 疾 患 卜血 清 「リ

ボ4ドJ

結 核 性疾 患 二於 ケル 「リボ イ ド」ノ研 究 成績 ハ甚

ダ旺 々 一 シ テ或 ハ檜 量 ス ル ト云 ヒ、 或 ハ減 少 ス

ル ト云 ヒ、 未 ダ其 ノ蹄 結 ス ル所 ヲ知 ラズ｡

其 ノ檜 量 テ 主 張 スル モ ノニノ、Langenu.

SPuit,(4)Defoge(6リ 等 ア リ、 何 レモ肺 結 核 ノ検

索 ニ於 テ、其 ノ檜 量 ラ認 メ、我邦 二於 テモ涌 谷(4)

氏 ハ肺 結 核 患 者 ニ於 テ病 症 ノ進 行 ト共 ニ増 量 シ

之 二X線 治療 ラ施 シ好 結 果 テ示 ス時其 ノ 「リボ

イ ド」 量 モ著 シク減 少 スル ト云 ヒ又 辻{8'氏 ハ結

核 性滲 出 性 肋膜 炎及 ビ腹 膜 炎患 者 二就 キ其 ノ壇

量 セル テ報 告 ス｡

然 ル ニ之 ト相 反 シSokoloff,(9)Port,(10)Wacker

u.且ueck(11)等 ハ 何 レモ肺 結 核 ニ於 テ其 ノ減 ズ

ル ヲ報 告 シ其 ノ他Chauffard,Larode,Grig-

ahtu.Right(12)Hens,㈹Fisleru.Laub,(14)

Denis(15)等 ハ何 レモ肋 膜 炎及 ビ腹 膜 炎 ニ就 テ其

ノ減 少 スル テ知 レ リ.

然 ル ニ又 一面 ニ於 テ全 然 其 ノ攣 化 ラ認 メ難 シ ト

報 ズ ル モ ノア リ、 即 チHenning(16)ハ 肺 結 核 患

者 ニ就 キ 「コ レス テ リ ン」ノ鹸 化法 ニ ヨル測 定 ニ

於 テ、約50.0%ノ ・減 少 セル モ 「レチ チ ン」及 ビ中

性 脂 肪 ハBloorノ 生 理 的 量 ト認 メ タル 範 園 内

二在 リ、 且 ツ 「コ レ ステ リン」封 「レチ チ ンJ及 ビ

「コ レス テ リン」封 脂 肪 酸 關 係 ハ
、 全 試 験 ヲ通 ジ

概 シテ、 恒 常 ニ シテ且 ツ正 常 値 テ示 セ リ ト、 叉

松 井 モ肺 結 核 ニ於 テ普 通 値 ト何 等 憂 化 ナ キ テ設

ケ リ、 肋 膜 炎 、 腹膜 炎 患者 ニ就 テ吉本 、 高橋 等

二依 レバ、 全 血 及 ピ血 漿 中 ノ 「コ レ ステ リン」線

脂 肪 酸 量 ニ於 テ ハ正 常 ト大 ナ ル差異 テ示 サ ザ ル

ガ如 ク「レチ チ ン」モ亦 然 リ ト｡

扱 テ以 上 ノ成 績 テ通 覧 シ來 ル時全 然其 ノ蹄 結 ス

ル所 テ知 ラザ ル ガ如 シ ト錐 モ是等 ノ成 績 ニハ展

≧少 撒 断 片 的 ノモ ノ多 ク其 ノ結 果 斯 クノ如 キ全

然 相 反 セ ル ガ如 キ成 績 ラ得 タル ニ非 ズ ヤ ト思 惟

セ ラル ・鮎 少 ナ カ ラズ｡

即 チ最 近 ノ系 統 的 實験 成 績 例 ニ於 テ其 ノ趨 勢 テ

見 ル ニ、 矢 張 リー 定 ノ向 フベ キ 方 向 ア ル ガ如

シ、 即 チ大 膿 ニ於 テ廣 範 ナ ル滲 出型 重 症 肺 結 核

ニ於 テ減 少 テ、 硬 化性 、 潜 在 性 ノモ ノニ於 テ或

ハ正 常 値 或 ハ寧 ロ高 値 テ示 ス モ ノ多 キ ガ如 シ｡

LevinsonandPeterson(m・ ・14名 ノ肺 結 核 患

者 ニ就 キ血 液 脂 肪 量 及 ビ 「コ レス テ リン」ハ其 ノ

初 期 ニ檜 量 シ、 病 症 ノ増 悪 ト共 二減 少 シ重 症 ト

ナ ル ニ及 ンデ減 少 、 盆 々顯 著 トナル テ報 告 シ、

Palacino〈ig)・ ・病 勢 進 行 性 ノモ ノニ 「コ レス テ リ

ノ」 ハ低 下 ス レ ドモ,潜 在 性 ノモ ノデ ハ普 通 値

二止 マ ル ヲ見、 其 ノ減 少 ガ増 悪 ラ、 」曾量 ガ向良

テ示 スラ認 ノ、 之 テモ ツ テ豫 後 判 定 上最 手有 意

i義ナル モ ノ トセ リ｡

Weltmann,(19;Gergley,(20)Fernandez(21)等 モ亦

之 ラ質 セ リ｡

SweanyWeathers&LucilleMaccluskey(22)

ノ・病 状 ノ漸次 良 好 トナ ル ニ ツ レテ上 昇 シ、 病 型

ノ硬 化、 檜 殖 性 ノモ ノデ ハ、 「ー レ ステ リ ン」、

「レチ チ ン」及 ビ脂 肪 量 ハ増 加 シ滲 出型 二於 テ減

ズ ル ト云 ヒBachmeisteru.Hednes,Welt-

mann(23)モ 亦 滲 出型 ニ其 ノ減 少 ス ル ラ報 ぜ リ｡

又 渡 邊 ン・輕 症 者 二於 テ其 ノ平 均 値 ハ健 康 者 ト近

似 シ檜 悪 ト共 ニ減 少、 重 症 二於 テ特 ニ顯 著 ナ ル

テ報 害 シ叉 池 口、 宮 井 等 ハ家 兎 二就 キ實 験 的 二

結 核 性 疾 患 ノ進 行 ト、 血 液 「コ レス テ リ ン」量 ノ

關 係 ラ検 査 セル ニ慢 性 二 経 過 セル 家 兎 二於 テ

ハ、 健 常 ノモ ノ ト攣 差 ナ ヵ リシ ガ、 経 過速 ニ シ

テ2.3週 間 ニ テ艶 死 セル カ如 キ例 二於 テハ、 其

ノ減 少 セル テ経 験 セ リ｡

以 上述 べ來 レル所 テ通 覧 スル ニ総 テ病 症 初 期 或

ハ慢 性 縄 過 又 ハ潜 伏 状 態 二在 ル モ ノニ於 テ、 又

之 ヲ病 型 二就 テ述 ブ レバ檜 殖硬 憂 性 ノモ ノニ於

テ「リボ イ ド」ノ正 常値 或 ハ増 量 ヲ認 ム レ ドモ、

一 度病 症 増 悪 スル ニ至 レバ漸 次 減 少 シ重 症 ニ於

テ特 ニ顯 著 ナ リ ト、 之 テ病 型 ニ就 テ云 ヘ バ 廣範

ナ ル滲 出型 二於 テ減 少 ス｡即 チ全 般 テ通 ジ テ傾

向 トシ テ病 症 進 行 ト共 ニ次 第 二 「リボ イ ド」ノ減

少 シ來 ル事 ハ既 二動 カ スベ カ ラザ ル事 ノ如 シ ト
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難 モ、 此 慮 二注 意 セザ ルベ ヵ ラザ ル ハ病症 初 期

或 ハ結 核 性 疾 患 ニ感 受 シ易 キ罷i質者 ノ血 液 「リ

ボ イ ド」 量 ニ シ テ茜 ダ吾 人 ノ興 味 テ ソ ・ル モ ノ

アル ガ故 ニ、 此 塵 ニ記 述 セ ン ト欲 ス｡

即 チViktorHinzel24)ノ 、69人 ノ實 験 例 二就 テ

鎖 骨 下早 期 浸 潤 ノ場 合、 「コ レス テ リ ン」バー 時

低 下 シ、 第 二期 ニ至 リ免 疫 現 象 ノ上 昇 スル ニ及

ンデi'コ レステ リン」償 ノ次 第 ニ上 昇 スル ラ報 ゼ

リ、 叉 宮 澤(1ηハ硬 化型 或 ハ限 局性 早 期 浸 潤 、初

期 肺 結 核 患 者 ニ シテ、 多 クハ豫 後 良 好 ラ,曽、ハ ス

ガ如 キ輕 症 者 二於 テ、 「コ レス テ リン」償 ガ正 常

値 ヨ リー 時 減 少 シ、鞘 丸病 症 噛 悪 スル ー及 ンデ、

壇 量 シテ正 常 値 ヨ リ高 クナ ル、 然 ル ニ病 症 更 ニ

増 悪 ス レバ、 再 ビ減 少 シ來 ル ラ認 メ得 タ リ ト、

即 チVictorHinze/1溌 テ肯 定 セ リ｡氏 ・・之 二

就 キ免 疫 現 象 ノ未 グ ヨ ク招 來 サ レザ ル早期 ニ於

テ 「コ レ ステ リ ン」ノ減 少 テ來 ス ナ ルベ シ ト推 察

セ リ、 更 ニ氏 ハ渡 邊 ⑯ ノ報 告例 二就 キ次 ノ如 キ

推 定 テ下 セ リ、 帥 チ渡 邊 ガ輕 症 茄結 核 患 者 二於

テ重 症 例 ニ於 テ ノ ミ見 ル ガ如 キ血 清 「コ レス テ

リ ン」値 ノ甚 グ低 キモ ノアル テ注 意 シテ之 ハ疾

病 進 行 セル ガ爲 ニ惹 起 サ レタル減 少 トハ全 然其

ノ意 味 ラ異 一 シMjassnikow(25)モ 云 ヒシ ガ如

久 其 ノ個 膿 ノ性 質 ニ ヨルー種 ノ例 外 ナ リ ト見

倣 スペ キ モ ノナ リ ト主張 セ ル モ、 之 ヲ余(宮 澤)

及 ビVictorHinzeノ 成 績 ヨ リ推 定 ス ル ニ恐 ラ

クノ・感 染 初 期 或 ハ早期 浸潤 ニ テ未 ダ冤疫 現 象 招

來 サ レザ ル時 期 一入 ル ベ キモ ノナ ル〈ごシ ト、 更

ニ氏 ハ言 ヲ績 ケ テ 日 ク感 染 初 期 一 ハ 確 ニ 血 液

「コ レス テ リン」量 ハ低 下 ス ル モ ノー シテ、 他 方

古 來 脂 肪 ニ乏 シ キ食 物 ヲ與 ヘ タル動 物 ノ・結 核 菌

ニ侵 サ レ易 シ ト云 ヒ、 又Bonchard,Dabelle

ハ脂 肪 テ浦 化 シ難 キ人 ハ結 核 感 染 ヲ受 ケ易 シ ト

云 ヒ又 「リパー ぜ」債 ガ先 天 的 ニ低 キ海 狽 ノ・結 核

菌 ニ侵 サ レ易 ク、 「リパ ー ぜ」憤 高 キ犬 及 ビ白鼠

ノ・甚 ダ其 ノ抵 抗 張 キ事 等 ヨ リ考 フル モ血 液 「コ

レス テ リン」 含 有 量 少 ナ キ個 人 ハ結 核菌 ニ侵 サ

レ易 ク、 或 ハ漕 在性 ヨ リ活 動 性 ニ轄 化 シ易 キ モ

ノナ リ ト推 論 シ得 ル ト述 ベ タ リ｡

鄙 チ宮澤 、VictorHinze等 ノ設 ト從 來 ノ設 ヲ総

括 ス レバ最 モ初 期 二於 テ免 疫 現 象 ノ未 グ充 分 ナ

ラザ ル時 期 ニ「コ レス テ リ ン」ノー 時 的低 下 テ示

シ梢 支病 症 檜 悪 スル時 ニ、 正 常値 或 ハ増 加 テ示

シ來 ル、 然 ル ニ更 二檜 悪 スル 時 ノ・此 庭 二持 績 的

ノ顯 著 ナ ル低 下 ヲ示 シ來 ル ナ ル ペ シ ト｡

第 三 節 「ツ ベ ル ク1,ン 」反 雁 卜

血 清 「リ ポ イ ド」

次 ニ血 清 「コ レス テ リ ン」ト「ツベ ル ク リン」反 鷹

ノ關 係 テ見 ル ニBaylacu.Sendrail「2Sノ ノ・、 皮

膚 反 慮 ト平行 關 係 テ有 シ、 年 少 者 ニ シテ皮膚 反

慮 彊 陽 性 ナ ル モ ノ程 「コ レス テ リ ン」償 ノ低 キ テ

示 ス ト云 フ、 又Gaston,Parturie('2t)ノ 等 モ彊 反

慮 テ呈 スル モ ノニ於 テ 「コ レ ステ リ ン」償 ノ低 下

テ詮 明 セル モ、 渡 部 及 ビ宮 澤 等 ハ其 ノ間 直 接 關

係 テ認 メ 得 ズ ト報ti-■L・リ、 又Salomonet

Patter〔30)等 ハ 「ツ〈ごル ク リン ア レル ギー 」ハ 「コ

レス テ リン」 ノ減 少或 ハ増 量等 何 レ ノ場 合 ニ モ

來 リ得 ル ト構 シ其 ノ間 ノ關 係 テ認 メズ｡

第 四 節 全 身 症 状,熱 卜血 清 「リ

ボ イ ド」量

次 二全 身症 駄 及 ビ熱 ト血1青「コ レステ リン」量 ノ

關 係 ラ見 ル ーChauffard,Laroche,Grigant

et.Reghei'12)Henes'i3)等 ノ、、 有 熱 者 ノ、無 熱 者

ヨ リモ 「コ レ ステ リン」償 低 ク、 無 熱 者 ニ ア リテ

モ全 身 症 状 悪 キモ ノ ニ於 テ、特 ニ低 シ ト報 ゼ リ、

然 ル ニHenes,Fisleru.Laub(31)等 ノ・熱 ノ有

無 トハ關 係 ナ シ ト云 ヘ リ、 又、attoni(32)モ熱 、全

身症 状 トノ特 別 關 係 ナ シ ト云 ヘ リ｡

第 五 節 結 核 性 疾 患 二於 ケ ル 「レ

チ チ ン 」卜「ヒ ヨ レ ス テ一リ ン」ル 相

互 關 係 呂就 テ

次 二 「レチ チ ン」ト「コ レス テ リ ン」ノ相互 關 係 テ

見 ル ニ雨 者 ハ生 罷 ノ植物 性 機能 ノ攣 化 ニ際 シ能

ク生理 的 ノ拮 抗 作 用 テ有 スル モ ノニ シテ、 更 ニ

約 言 ス レバ 「ヒ ヨ レス テ リン」ハ 生 理 作 用 二 當

リ、1-Ca」 及 ビ「H」拉 ニ 「ア ドレナ リ ン」 ノ側 二

立 チテ、交 感 紳 経 性 機能 二關 與 シ、「レチ チ ン」ハ
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之 ト反 封 二 「K」及 ビ「OH」虹 二 「ヒ ョ リ ン」ノ側

ニ立 チ テ副 交 感紳 脛 機 能 ニ關與 ス ル ト｡即 チ 「コ

レス テ リ ン」 ノ縄 封 的 又 ノ、相 封 的 増 量 ハ、 交 感

帥 脛 興 鷲 ニ際 シテ、 惹 起 セ ラ レ「レ チチ ン」ノ曾

量 ノ・副 交感 紳 経 ノ興 奮 ニ ア タ リ出現 ス ル モ ノナ

リ.扱 テ以 上 ノ如 キ見 地 ヨ リ結 核 性疾 患 ニ於 ケ

ル 雨 者 ノ關 係 ヲ見 ル ニ次 ノ如 シ｡

渡 邊 ⑳ 一 ヨ レバ結 核 性疾 患 ノ進行 ト共 一 「レチ

チ ン」・・減 少 ス レ ドモ、「コ レス テ リン」ノ減 少程

度 顯 著 ナ ル モ ノ ニ非 ズ、随 ツテ 「レチ チ ン」「ヒ ヨ

レステリン醐 自Pチ「ヒ浮
レ≒辛1ン 」現 ル

ニ健 康 者 ヨ リモー般 ニ低 下 シ來 ル ト云 フ.故 二

結 核 性疾 患 ニ於 テ ハ植 物 性 機能 ハ交 感帥 経 機 能

緊 張 低 下 ニ向 ツ テ鍵 移 ス ル ト推 論 シ得 ベ シ ト設

ケ リ｡

然 レ ドモ雨 者 ガ全 然 相 反 セル結 果 ラ示 セ リ ト云

フ ガ如 キ報 告者 ノ・甚 グ稀 ニ シ ァ綻 一Erber(33)

於 テ之 ラ認 メ タル ノ ミ、 他 ハ何 レモ、 其 ノ増 加

或 ・・減 少卒 二多 少 ノ漿 動 ハ ア レ ドモ結 核 性 疾 患

ニ於 テノ・雨 者殆 ン ド相 俘 ヒ或 ハ減 少 シ或 ハ壇 量

ス ル ト、Fernandez,c34)Renning,(35)Swieany,

Weathersu.Lucille,MecluskeyrL'2]d辻(9)等 ノ、

何 レモ之 ニ蜜窒セ リ｡

更 ニ宮 澤 ハ総 「つ レス テ リン」封 「コ レス テ リ ン

ヱ ステ ル」 ノ關 係 二就 キ面 白 キ 隷告 テ ナ セ リ,

自ロチ 「コ レ ステ リ ンヱ ス テル」ノ、糸愚 「コ レ フ・テ リ

ン」ノ6〔}.096テ 占 メ其 ノ清長 ・・輕 症 ノモ ノニ於

テ平 常 償 二在 レ ドモ病症 ノ進 ム ト共 ニ、「コ レス

テ リンエ ス テル」・・著 明 ニ減 少 シ來 ル、斯 ノ如 キ

糖 「コ レス テ リン」封 「ヱ ス テル」減 少 ノ關 係 ラ他

ノ疾 病 ニ求 ム ル ニ唯、 肝 臓 疾 患 二於 テ ノ ミ之 ラ

認 ム ル ニ過 ギズ、 然 ・レニ之 ノ關 係 ガ肺 結 核 二於

テモ亦 同 一 ノ關 係 ニ在 ル ガ故 ニ、 之 恐 ラクハ結

核 毒素 ニ ヨ リ肝 臓 ノ機 能 障 得 テ起 セ ル ニ起 因 ス

ル ナル ペ シ ト｡

第六 節 結 核 性疾 患 島於 ケ ル血

清 「りボ イ ド」ノ消長 卜其

ル因子 二就 テ

因子 トシテ数 フベキモノニ大禮次 ノ四種 アリ、

即 チ

1.

2.

3.

4.

消化器系統 ヨリノ脂肪吸牧 ノ檜減

排泄作用 ノ増減

罷 内ニ於 ケル攣化 ノ充進或ハ減退

禮 内組織間ニ於ケル移動歌態

以 上 ノ四 條件 ニ就 キ宮 澤 ノ詮 ヲ抄 述 スル ニ次 ノ

如 シ｡

清化 管 ヨ リ ノ吸牧 關係 二就 テ・・、 重症 者 ニ シテ

食物 撮 取減 少 シ、 脂 肪 撮 取 減 少 セル ガ爲 ニ血 清

「リボ イ ド」量 モ減 少 ス ル ナ ラ ン ト思 考 シ得 ベ キ

モ、 初 期 ノ減 少 、 更 ニ進 行 セ ル時 期 ノ1時 間檜

量 ハ詮 明 シ得 ズ ト｡

排 泄 ニ關 シ テハ主 トシテ肝 臓 ニ ヨ リ テ行 ノ・ル ト

錐 モ、肝 臓 ノ機能 障 碍 ハ反 ツ テ「ヒペ ル ヒョレス

リ子 ミー 」 ラ起 スモ ノナ ル ガ故 二重 症 期 ノ減 少

テ設 明 シ得 ズ｡

禮 内 ニ於 ケ ル憂 化 ノ充 進 或 ハ減 退 ニ就 テハ最 近

肺 ガ、 呼 吸作 用 ト共 ニ血 液 脂肪 新 陳 代 謝 トモ密

接 ナ ル關 係 ア ル事 ハ事 實 ニ シテ之 ノ關 係 二就 キ

テハ 「リパー ビ」設 、 「リボ ペ キ シー」設 、 酸 化作

用設 等 ヲ モ ツ テ読 明 セ ン トセ リ、 故 ニ結核 菌 乃

至 毒 素 力直接 或 ハ間 接 ニ肺 臓 ニ作 用 シ其 ノ消 長

關 係 ノー一因 テ形 成 スル ニ非 ザ ル ヤハ考 フル所 ナ

リ｡

次 ニ禮 内組 織 聞 二於 ケル移 動 状 態 ニ就 テノ、、 血

清 「リボ イ ド」ガー 定 生理 的}伏態 ニ 在 ル時 ハ、 組

織 ノ脂 肪 含 有 量 ト ノ間 二、 平 行 状 態 テ保 持 シ得

ベ キモ、 結 核 菌 乃 至 毒 素 ガ 艦 組 織 二 作 用 シ 其

ノ關 係 ラ破 ル モ ノニ非 ズ ヤ、 特 ニ脂 肪 沈 著 著 明

ニ シテ、 或 ハ膿 内 「コ レス テ リ ン」合 成 ノ起 原 地

ナ ラ ン ト設 カ ル ・網 男犬織 内皮 細 胞 組 織 系 統 二封

スルレー 定 刺 戟 ニ ヨ リ或 ハ増 加 ラ來 シ、 或 ハ填 塞

シテ其 ノ減 少 ヲ來 スニ非 ズ ヤ ト思 考 セ ラル ト.

以 上記 述 スル所 テ モ ツテ、 血 清 「リボ イ ド」ノ生

物 學 的 諸 種 現 象 二封 シ其 ノ意 味 ノ重 大 ナ ル ト共

ニ結 核 性 疾 患 ニ封 シテ モ亦 甚 ダ複i雑ナ ル關 係 テ

示 シ、 診 断、 豫後 判 定 或 ノ・治 療 的 方 面 ニ モ重 大

ナ ル意 義 アル ラ 思 ハ シム｡

第 七 節 絢 括
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「リボ イ ド」特 ニ ザコ レス テ リ ン」ノ生 艦 ニ必 要 ナ

ル所 以 ノモ ノノ・勢 力 代 謝 ノ上 一 「ヱ 子 ル ギー」ノ

根 元 トシテ働 ク ヨ リモ寧 ロ調 節代 謝 ノ上 一必 要

ナ ル モ ノナ リ、 而 シテ血 清 「リボ イ ド」ノ由 來 二

關 シテハ膿 内合 成 ニ ヨル ト主張 スル モ ノア レ ド

モ亦 消化 管 系統 ヨ リ ノ 吸 牧 二 主 テ オ クモ ノア

リ、 之 ニ左 担 スル モ ノ多 シ、其 ノ血 中 ニ存 在 ス

ル ヤ 遊 離 歌 態 ト シテ 或 ハ 「ヱ ス テル」獣 態 トシ

テ又 「フ,ス ファチー ド」ト結 合 シ、 又 血 溝 「グ ロ

ブ リン」 ト抱 合 シ自己 ノ膠 質 安 定度 テ保 ツ ガ如

シ｡

其 ノ排 泄 セ ラル ・ヤ、 皮 膚、 腎臓 ニ モ ヨル ト錐

モ其 ノ大 部 分 ハ脆 汁 ト共 ニ排 泄 セ ラル ト、 血液

内 ノ量 的 調 節 二關 シデ ハ、網 状 組 内皮 細 胞 及 ビ、

「コ レス テ リナー ゼ」一 ヨル ト云 フ
、而 シテ 「コ レ

ス テ リ ン」ノ働 タル ヤ 脂 肪 新陳 代 謝 、 抗 絢 屡 病

性 、石灰 沈 著 ノ助 長 等 ノ外 、「レチ チ ン」ノ赤 血球

崩 壌 作 用 テ有 スル ニ封 シ之 ハ其 抵 抗 ラ高 ムル ト

云 ヒ、 更 二種 々 ナル消 毒 藥 ノ数 力 ラモ減 退 セ シ

ム ル ト云 ハ ル、 又 ワ ッセ ルマ ン反 癒 、 赤 価 求沈

降 速 度 、 血 液 像等 ニ封 シテ重 要 ナル 關 係 ヲ有 ス

ト云 フ｡

結 核 性疾 患 ニ於 テハ或 ハ檜 量 スル ト云 ヒ或 ハ減

量 ス ル ト構 ス レ ドモ最 近 ノ研 究 一 ヨ レバ、 経 過

良好 ナル モ ノ或 ハ碩 化 型 二於 テ増 量 シ、 塘 悪 セ

ル モ ノ或 ノ・滲 出型 ニ於 テ減 少 ス ル ガ如 シ、 又 免

疫 現 象 未 ダ完 成 セ ザ ル結 核 感 染初 期 ニ於 テー 時

的、 「コ レス テ リン」ノ減 少 テ來 シ、 之 ヨ リ病 勢

稽 丸進 ム時 増 量 シ來 レ ドモ、 更 二壇 悪 シテ再 ビ

減 量 シ、 以 後 病 勢 ノ増 悪 二從 ヒ盆 支轄 化 シ終 ニ

ノ・死 ニ至 ル ト｡

更 ニ之 ヨ リ推 論 シテ血 液 脂肪 量 ノ少 ナ キ者 ハ結

核 感 染 テ シ易 ク又 活動 性 ニ韓 化 シ易 キ ラ示 ス モ

ノナ リ ト｡

「レチ チ ン」
、 「コ レ ステ リ ン」雨 者 ノ關 係 ラ見 ル

ー、 一 般 二其 ノ堆1減 ノ度 ハ 「コ レス テ リ ン」著 明

ナ リ ト錐 モ、 全 然 相 反 スル ガ如 キ事 ハ ナ キ ガ如

シ、 叢 熱 、 一 般 症 状 、 或 ハ 「ッペ ル ク リ ン」反 慮

トノ關係 ニ就 テ ・・未 ダ決 定 セ ラル ・ニ 至 ラズ｡

第五章 結核性疾患島於ケル血清蛋白、繊維素原及ビ甑液獲鯨窒素量二就テ

第 一節 血清 「アルレブ ミン」及 ビ「グ ロプ リン」

第二 節 繊維素 原

第三 節 残餓窒素

第 一 節 血 清 「ア ル ブ 三 ン 」

及 ビ 「グ ロ ブ ロ ブ リ ン」

結 核 性 疾 患 ニ於 ケ ル血 液 蛋 白量 或 ハ繊 維 素 原 ノ

動 揺 二關 シテ ノ、其 ノ研 究 報 告 枚塞 二逞 ア ラズ、

且 ツ其 ノ成 績 モ大 差 ナ キ ガ如 シ｡

随 ツ テ結 核 性疾 患 ニ於 ケ ル蛋 白清長 ノ關係 ハ、

量 的検 索 ヨ リモ、 寧 ロ種 々 ナ ル血 清 蛋 白相 互 ノ

密 接 ナ ル關 係 テ知 ル事 ニ興 味 ノ中 心 移動 セル ガ

如 シ｡之 ニ關 シ テハ血 清 學 的 非 特 異 性 結 核 診断

法 ノ條 下 二詳 述 スル事 ト シテ、 砒庭 ニハ簡 輩 二

記 述 セ ン ト欲 ス｡

血 清 蛋 白 ノ生 理 的 拉 ニ病 的 歌 態 二於 ケル 各種 蛋

白 ノ 分 量 的比 例 ノ研 究 ハ、'古 ク ヨ リ好 研 究 題

目 トセ ラ レ、 其 ノ 業 績 モ亦 少 ナ カ ラズ｡即 チ

Langsteinu.Meyer,Frben,Morowitz,

MUller,等 ハ、 血 清 「グ ロ ブ リ ン」二封 スル、 血

清 「アル ブ ミン」ノ關 係 即 チ血 清 蛋 白率 二關 シ、

種 々 ナル研 索 ヲ行 ヒ、 急 性 傳 染 病 ノ恢 復 期 或 ハ

人 工免 疫 等 ニ關 シ、 特 ニ吾 人 ノ興 味 テ引 クモ ノ

アル ラ報 告 セ リ｡

特 ニ細 胞 破 壌 ノ盛 ナ ル疾 病 、或 ハ禮 内毒 素 形 成

ノ盛 ナル疾 病 ニ於 テ、 之 ノ蛋 白比 率 テ決 定 スル

事 へ 診 断 或 ハ豫 後 判 定 ニ最 モ大 切 ナル 事 ニ シ

テ、 斯 ク ノ如 キ病 的}伏態 二於 テハ、 蛋 白分 解 産

物 及 ビ 血 液 ノ 膠 質 駄 態 テ 攣 化 セ シム、 即 チ 分

散 相 ノ分散 度 ラ減 ジ、 粒 子 大 トナ リ所謂Grob-

disperseSeite二 移 行 ス
｡之 圭 トシテ血 清 「ア

ル ブ ミ ン」 減 少 シ 「グ ロ ブ リ ン」或 ハ繊 維 素質 ノ

増加 ニ起 因 スル モ ノナ リ｡

今 生理 的状 態 ニ於 クル 「アル ブ ミ ン」「グ ロブ リ」

比率(含比牽)ラ齢 述 ブレバ次 ノ女ロシ.
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AAlb
uminGl・bulinEiweiBquatient石

Hammerstein60

Lewinski5S-6S

Joachim53-70

Hoffmann65-72

Alder60-SO

茂 在65--SO

40

42-32

47-40

35-28

40-20

35-20

1昭50

1.39一2.12

1・13-2｡33

1.S6-2.57

1.50-4.00

1.86-4.00

血 清 ノ蛋 白 含 有 量 ノ・、 動 物 ニ ヨ リテ 著 明 ノ差 異

ア リ、 且 ツ 「ア ル ブ ミ ン」、 「グ ロ ブ リ ン」ノ量 モ

種 々 ニ シ テ、 犬 、 鼠 ハ 人 間 、 馬 、 牛 、 家 兎 等 ト

全 然 反 封 ニ 「グ ロ ブ リ ン」ガ 「ア ル ブ ミ ン」ヨ リモ

其 ノ量 多 シ ト云 ・・ル｡

懸 艦ニ於 ケル含牌 へ 比較的安定 ノモノー

シ テ 、Bircherハ6ケ 月 ノ永 キ ニ 亙 リ系 統 的 観

察 テ行 ヒ タ ル ガ、6.8乃 至7.4%ノ 動 揺 テ 示 ス

ニ 過 ギ ズ ト云 フ、 又,Alder,茂 在 〔4)(5》氏 等 ・・、

筋 肉 努 働 或 ハ 食 物 囁 取 ニ ヨ リ テ ノ・大 ナ ル影 響 ナ

シ、 タ ・"磯 餓 状 態 ニ テ ハ ー 定 ノ影 響 ア リ ト云

フ^

叉探 血 部 位 ニ ヨ リ、 或 ノ・採 血 法 ニ ヨ リー 定 ノ影

響 或 ノ・攣 化 アル ガ如 ク、LUthy(35'ノ ・之 二關 シテ

面 白 キ結 果 テ得 タ リ、 帥 チ氏 ハ静 脈 穿 刺 ニ ヨル

場 合 ト指 尖 ヨ リ採 血 スル場 合 ニ於 テ蛋 白量 ヲ比

較 セ ル ニ、 静 脈 穿 刺 ニ ヨ レル モ ノへ 侮 常、 蛋

白 含 有 量 多 カ リキ ト云 フ、 又 麗 血 時 間 ノ長 短 ニ

ヨ リテ モ相 當 ノ影 響 アル ガ如 ク約1.8%ノ 差 異

テ生 ゼ リ ト云 フ｡

扱 テ病 的}伏態 ニ於 テノ・前 述 スル ガ如 ク、血 清 「ア

ル ブ ミ ン」ガ減 少 シ「グ ロ ブ リン」ガ壇 加 シ來 リ、

膠 質 安 定 度 ノ低 下 テ起 スモ ノナ ル ガ、 之 ノ際 最

モ密 接 ノ關係 アル ノ、Doerru.Berger等 ニ ョ

レバ1オ イグ ロ ブ リ ン」ナ リ ト云 フ｡

「オ ィグ ロ ブ リン」ノ・膠 質 安 定 度 ラ掌 リ
、且 ツ 「ア

ル ブ ミン」 ノ凝 固作 用 ラ防止 スル等 、 各 種 病 的

刺 戟 ニ封 シ生禮 保 護 ノ意 義 ニ於 テ重 大 ナ ル意 義

ラ有 スル モ ノ ナ リ ト｡然 レ ドモ、 且erzfeldu.

Klinger(3)ニ 随 ヘ バ血液 内各種 蛋 白 即 「グ ロ ブ リ

ン」 「アル ブ ミ ン」或 ハ織 維 素 原 等 ノ・、 全 然 相 異

ナル モ ノー非 ズ｡織 維 素 原 ノ・血 漿蛋 白 ノー ツニ

シ テ血 「アル ブ ミン」「グ ロ ブ リ ン」ト ノ間 ノー 定

ノ移行 關 係 ア リ ト云 フ.之 一 ヨ リ血 清、 蛋 白 ノ

移動 アル 所、 血 漿炭 白 モ亦 移動 ス ル ハ推 知 シ得

ル所 ニ シ テ、 各 種 疾 病 ニ於 テ 血 漿 ノ 構 造 ガ、

GrobisperseSeite移 動 ス ル ノ事 實 ハ、 近 來 殊

二赤 血球 沈 降 速度 テ検 索 セル 識 者間 ニ論 議 セ ラ

ル ・所 デ ア ル｡即 チ血 清 蛋 白 ノ由 來 二關 シテ ハ

種 々 ノ説 ア リ、Alderハ 血 液 有 型 性 分 ト同 様 ニ

骨髄 ニ其 ノ源 テ求 メ、Herzfeldu.Klinger等

ハ縮 テ罷 細胞 テ供給 地 ト認 メ、 或 ハ又 肝臓 テ蛋

白形 成 臓器 ト考 ヘ タ リ、 然 レ ドモ最 モ多 ク信 ゼ

ラ ル ・所 ハHafner,:32)Arnedu.且abner(33)

等 ノ主 張 ス ルOrganeiweiBノ 退 行攣 性 ニ ヨ リ

維 ヘ ズ血 行 中 二移 行 スル モ ノナ リ ト云 フ.斯 ク

シテ作 ラ レタル血 清 蛋 白 ハ急i速ニ分 解 シテ、 繊

維 素 原 テ経 テ血 清 「アル ブ ミン」、 「グ ロ ブ リン」

ニ移 行 シ、更 ニ 「ア ル ブ モー ゼ」及 ビ「ボ リペ プチ

ー ド」ラ経 テ、 終 ニ腎 臓 肺 ヨ リ排 泄 セ ラル ・モ

ノ ナ リ ト云 フ｡

之 ノ流 ハ間断 ナ ク生 罷 二起 レル モ ノー シテー 朝

或 ル種 ノ疾 病 起 ラン カ、 新 陳 代謝 ノ憂 動 、次 デ

組 織 破 壌 ノ速 度 テ檜 シ之 ノ流 ハ盆 蛇速 度 ラ加 ヘ

テ此塵 二血漿 拉 ニ血 清蛋 白 ノ壇 加 ヲ誘 陵 ス ル モ

ノナ リ ト玉 ハ ル｡

然 ラバ結 核 性疾 患 ニ於 テ ノ・斯 ノ如 キ蛋 白質 ノ液

ノ、如 何 ナ ル影 響 ラ受 クル モ ノナ リヤ｡

Alder,(4・5)Bricher,(2s)Pertes,(2D)Brieger(30,

Petschacher(3i)等 ニ随 ヘ バ血」青「グ ロ ブ リン」ノ

増加 ト結 核 性 病 攣 ノ程 度 トハ常 ニー定 關 係 ラ保

ツ ガ 如 ク、 著 明 ノ増 量 ラ示 セ ル モ ノハ多 ク第 三

期 二属 ス ト、Alderノ ・「グ ロ ブ リン」償 ノ上 昇程

度 ハ豫後 判 定 テ下 ス ノー 目標 タ リ得 ベ シ ト｡

叉Brinkmann(7)ハ 赤 血 球 沈 降 速 度 ト共 ニ血1青

蛋 白 ヲ昭測 定 セ ル結 果 ニ ヨ レバ、 從 來設 カ レ タル

ガ如 ク、 肺 結核 ノ憂 後 ト常 ニ必 ズ シモー 致 スル

モ ノニ非 ザ レ ドモ、 撒 同 反復 測 定 ス ル事 及 ビ臨

躰 的 所 見 ラ参 酌 ス ル時 ハ、 又良 キ豫 後 判 定 ノ補

助 トナ リ得 ベ キ テ述 ベ タ リ.

山 口(8)氏ハ又初 期 ヨ リ血 清 「グ ロ ブ リン」ノ檜 加

スル テ報 ジ、 病 症 悪 化 ト共 ニ其 ノ著 シ キ ラ見 ル
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べ 久 良 キ豫 後 判 定法 ナ リ ト｡其 ノ他Gasseli

u.Maier,(8)Scheurlen(9)淺 井(10)氏等 モ同 様 ノ

報 告 テ ナ セ リ、 然 レ ドモLuthyノ ・此 虎 一 「グロ

ブ リン」 量 ノ著 明 二減 少 セルー 例 テ報 告 セ リ、

即 チ診 患 者 ハ腹 部 淋 巴腺 結 核 ノ下 腔 大 静 脈 ニ破

レ、 急 劇 ナ ル粟 粒 結 核 テ起 セル モ ノー シテ、 死

ノ前9日 ニノ、「グ ロ ブ リ ン」量45.0竜 、2日 ニ

6.50竜 ニ シテ、赤 血 球 沈 降 速 度 モ1時 間4粍 、

2時 間9粍 、24時 間2{粍 ナ リシ ト云 フ、斯 ク

ノ如 キ例 ・・NeerGoard〈3a氏 ニ ヨ リテ嘗 ツテ報

告 セ ラ レタル所 ニ シ テ、 其 ノ理 由 ハ不 明 ナ レ ド

モ 惟 フ ニ結 核 性 攣 化 甚 ダ急 劇 ナ リ シ爲 二、 未 ダ

滲 出性 ノ攣 化 テ 起 スニ 至 ラザ リシ 爲 ナ リ ト云

フ｡之 ノ滲 出 性結 核 二於 テ血 清 蛋 白量 ノ増 加 比

較 的 多 ク、 硬 結 性結 核 二檜 量 少 ナ キ事 二關 シテ

ハ 尚 ホ今 後 ノ研 究 二待 ツベ キ 所 多 シ ト難 モ、

LUthy(35)ノ 研 究 一・・t一ヨ レバ大 罷 二於 テ誤 ナ キガ如

ク、 之 ニ ヨ リテ病 型 ラ匠別 シ得 ル ノ時 期 アルベ

シ ト五 フ｡

次 ニ血 清 総 蛋 白 量 二關 シテ、LUthyノ ・結 核 性 疾

患 二於 テハ急 性傳 染 病 ノ如 ク規 則正 シ キ攣 化 ハ

認 メ難 ク、 随 ツテ 臨 躰 的 意 義 少 ナ キ ラ 主 張 セ

リ、 又Schienderal25)Brinkmann(7月 等 ・・初 期

或 ハ輕 症 者 ニハ殆 ン ド攣 化 ラ認 メザ レ ドモ、 病

症 進 行 ト共 二檜 量 シ、 重 症 或 ハ 末期 ニハ再 ビ減

量 シ來 ル ト云 フ｡随 ツ テ総 蛋 白量 ノ減 少 ハ、 多

クハ豫 後 不 良 ラ意 味 スル モ ノナ リ ト云 フ｡・

之 ヲ要 ス ルニ結 核 性 疾 患 二於 ケル血 清 蛋 白特 二

血 清 「グ ロ ブ リン」病 症 ノ経 過 ニ随 ツ テ増 量 シ、

含比率・・減少シ瓶 然 シ問題ハ如何ナル醸
ニマ デ之 テ診 断 豫 後 判 定等 二用 ヒテ誤 ナ キ カ ノ

鮎 ニ在 リ｡然 レ ドモ撒 同 ノ反 覆 検 索 ト、 臨 躰 的

所 見 ノ総 合 ニ ヨ リ、 一 定 ノ補 助 診 断 法 トナ リ得

ル ノ・確 實 ナ ル ガ如 シ｡血 清 総 蛋 白 ハ種 々 ノ條 件

ニ ヨ リ動 揺 著 明 ニ シ テ臨 躰 的 意義 ハ見 出 シ難 キ

ガ 如 シ ト錐 モ、 初 期 ニハ 不憂 、 病症 進 行 ト共 二

増 加 、 末 期 二於 テ梢 ≧減 少 シ來 ル事 ハ誤 ナ キ ガ

如 シ｡

第 二 節 繊 維 索 原

次 二繊維 素原 ノ量 的 關係 ニ就 テノ・、 大 艦 病 症 経

過 ト蚊 行 的 二、 或 ハ 「グ ロ ブ リン」ノ清長 ト相 俘

ヒ増 加 スル ガ如 シ｡以 下織 維 素 ニ就 キー 言 セ ン

ト欲 ス｡

繊 維 素 原 ハ輩 二、 血 液 凝 固作 用 二必要 鋏 クベ カ

ラザ ル ノ ミナ ラ ズ、 免 疫 學 上、 血液 病 理 學 上、

重 要 ナ ル意 義 テ有 ス ル事 ハ、 諸 家 ノ認 ムル所 ナ

リ｡

織 維 素 原 ハ、 既 ニ知 ラル ・ガ如 ク、肝 薇、 脾 臓｡

骨 髄 等 ニ テ作 ラル ・モ ノー シテ、 肝 臓 切除 ニ ヨ

リテ減 少 シ、 又化 膿 菌 ヲモ ツ テ家 兎 テ免 疫 スル

時 、血 液 及 ビ骨髄 中 ノ繊 維 素原 ノ増 加 ヲ來 ス ト、

F6ster'i2)ニ ヨ レバ健 康 入 ノ血 液 内繊 維 素原 ・・、

血 液]OO¢E中.男 子 ノ・163m.gr.女 子179m.gr.

ニ シテ、25m.gr.ノ 差 テ生 ジ、 血 漿 ニ於 テノ、、

男 子332m.gr.女 子344m.gr.ニ シテ 其 ノ 差

50m.gr.ノ ・生 理 的動 揺 範 園 ナ ル(・シ ト｡

然 レ ドモ、囁食 後 或 ハ鰻 餓 歌 態 ニ於 テ、 殆 ド影

響 テ受 ケザ ル ノ・、血 清 蛋 白 ト梢 支異 ナ ル所 ニ シ

テ、 即 チGram(13)藤 原 氏 等 ハ食 事 囁 取 ニ ヨ リ、

Whippe・ ・磯 餓状 態 二於 テ モ其 ノ量 二憂 化 ナ キ

ラ報 ゼ リ、 然 シ各種 疾 患 ニ於 テ其 ノ含 有 量 ノ墜

化 アル ハ、夙 ニ知 ラル ・所 ニ シ テ、 特 二肺 炎菌 、

連 鎖 封犬球 菌、 其 ノ他 ノ化膿 菌 ニ ヨ リテ著 明 ノ檜

加 テ來 ス ト、 即 チPfeiffer(1の ノ、腸 「チ フ ス」、「マ

ラ1;ヤ 」敗 血症(局 所 病 竈 ラ除 ク)腎 臓 疾 患(尿 毒

症)ニ テ ハ攣 化 ナ ケ レ ドモ、 肺 炎、 急 性 關 節 「リ

ユ マ チ ス」、丹 毒 、 狸 紅 熱 及 ビ急 性 腹 膜 炎 二著 明

ニ増 量 シ、 又 徽 毒 性 庶 広 子 滴 或 バー 般 ニ各 種

組 織 崩壌 ノ盛 ナ ル疾 病 ニ檜 量 著 明 ナ ル事 報 ぜ ラ

ルレo

然 レ ドモ肝 臓 疾 患 ニ於 テノ・Kringeru.Hiege

等 ノ・、 往 々低 下 ス ル ラ報 ゼ リ｡又Schindera

ノ・狸 紅 熱 患 者 二於 テ、 繊 維 素 原 ト「グ ロ ブ リ ン」

ノ關係 ヲ病 症 経 過 二慮 ジ テ観 察 シ次 ノ如 キ結 果

テ得 タ リ、 即 チ蛋 白膿 ノ中、 繊 維 素 原 ガ最 モ初

二増 加 シ之 ガ最 多 量 二達 セル後 一 「グ ロ ブ リ ン」

ノ増加 著 明 トナル｡而 シ テ織 維 素 原 ノ檜 量 持 緬

期 間 ハ比 較 的 短 シ ト云 フ.
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次 ニ結 核 性 疾 患 ニ於 ケル織 維 素 原 ノ態 度 ラ見 ル

ニWinternitz(25)・ ・肺 結 核 患 者 ニ就 キ テ、 之 ガ

検 索 テ行 ヒ、 肺 炎性 、 滲 出 性(及 ビ腸 結 核)二 於

テ顯 著 ナ ル檜 量 ラ來 セ ドモ硬 憂 性 及 ビ氣 管 枝 結

核 二於 テハ 中等 度 増 量 テ示 シ、 潜唯 性 、 乾 性 肋

膜 炎 ハ殆 ン ド正 常 値 テ保 テ リ ト、 然 シ繊 維 素 原

ノ測 定 ニ ノミテ モ ツ テ ハ、 診断 ノ用 二供 シ得 ザ

ル ラ詮 ケ リ｡ .又Schinderal18)ノ ・淋 巴 腺結 核 二於

テノ・、 未 ダ蛋 白像 ノ攣 化 テ見 出 サザ レ ドモ、 之

ラ重 症 腸 結 核 ニ就 テ見 ル ニ、 総 蛋 白 ハ減 少 シ、

織 維 素 原 及 ピ「グ ロブ リ ン」ハ反 ツ テ壇 量 シ來 ル

ト｡又 肺 結 核 患 者 ニ就 キ テノ・次 ノ如 キ成 績 ラ得

タ リ｡師 チ、 初 期 輕 症 ノモ ノノ・殆 ン ド墜 化 ラ認

メ難 ク、 滲 出 型 ハ著 明 ノ増 量 ヲ來 ス｡而 シ テ硬

度 性 ハ雨 者 ノ中間 ニ在 リ ト｡又 前 田(19)氏ノ・外 科

的 結 核 ニ於 テ赤 血球 沈 降 速 度 ト共 二繊 維 素 原 ノ

検 査 ラ行 ヘ ル ー、 臨 躰 的 所 見 ニ封 比 シ テ厘 く其

ノ成 績 不 定 ノ事 ア リ ト報 ゼ リ｡

然 シAlder(4〕(5)Nast(20)山 口(36)Frisch⑳ 等 ハ

病 竈 ノ分 布 或 ハ進 行 程 度 ト、 ヨ リー 致 シ檜 量 ス

ル ラ報告 ス｡

次 ニ之 テ滲 出性 肋 膜 炎 二就 テ 見 ル ニ、 繊 維 素 原

及 ビ血 清 蛋 白 ノ消 長 關 係 ハ伊 藤 吻 氏 二随 ヘ バ全

然 其 ノ趣 ラ異 ニ ス ト、 帥 チ織 維 原 ハ襲 熱 、 滲 出

機 轄 等 ノ壇 悪 ト共 二盆 」 曾量 シ、 輕 快 ト共 ニ減

少 シ來 ル ト｡然 ル ニ血 溝 蛋 白 ノ憂 動 ハ之 ト逆 ニ

シテ疾 病 旺盛 期 ニハ、 却 ツ テ低 債 ヲ示 シ、 恢 復

期 ニ向 フ ニ随 ヒ増 加 シ來 ル｡故 二血 清 蛋 白 ノ消

長 ハ肺 結 核 ノ場 合 ト其 ノ關係 ラ異 ニ ス、 然 ラバ

之 ノ雨 者 ノ關 係 ラ如 何 ニ設 明 ス ル カ ト云 フ ー、

伊 藤 氏 ハ、大 量 ノ滲 出 液 ニ其 ノ原 因 テ有 スベ 久

一 定 ノ疾 病 ニ於 テ血漿 或 ハ血 清 蛋 白 ガGrobdi-

sperseSeite二 移 行 シ行 クハ 、前 述 セル所 ナ ル

ガ、 肋 膜 腔 内 二移 行 シ得 ル血 漿 蛋 白 各成 分 ノ移

行 能 力 二分 子 量 ノ大 小 一 ヨ リ難 易 アル ベ シ｡即

チ血 清 「グ ロ ブ リン」ハ血 清 「アル ブ ミン」ヨ リモ

移 行 シ難 ク、 繊 維 素 原 ニ於 テ ハ、 夏 ニ困 難 ナ ル

ベ シ、 故 ニ肋膜 炎 ノ滲 出 機 轄 ノ盛 トナ ル ニ随 ヒ

血 漿 蛋 白 ハ、肺 結 核 等 ニ於 テ見 タ ル モ ノ ヨ リモ、

更 二著 明 ノGrobdesperseSeite二 偏 移 シ行

ク｡而 シテ病 症 輕 快 ト共 二血 清 蛋 白 ノ檜 加 ラ來

タ シ、 コ ノ性 質 ノ緩 和 ラ來 スナ ル ベ シ ト｡又 中

瀬 、 藤 井 氏 等 モ血 清 蛋 白及 ビ蛋 白係 数 ハ滲 出液

ノ増 量 二件 ヒ減 少 シ、 滲 出液 ノ後 退 ト共 ニ増 加

ス ル テ認 メ タ リ、 而 シテ滲 出液 ノ後 退 セザ ル モ

ノノ・、 不攣 ナ ル カ、 或 ハ減 少 テ見 タ リ ト、 繊 維

素 原 ハ之 一反 シ滲 出機 轄 ノ消 長 ト常 二正 比 例 シ

攣 動 セ リ ト、 然 シ小 川㈱ 氏 ハ織 維 素 原 ト ノ關 係

テ認 メ得 ズ ト報 告 セ リ｡

第 三 節 獲 饒 窪 素

次 二結 核 性 疾 患 ニ於 テー 定 時 期 ニ窒 素平 衡 伏態

破 壌 セ ラ レ蛋 白分 解 ノ病 的 充 進 ア ルハ前 述 スル

ガ如 ク疑 ナ キ所 ナ リ、 之 ノ蛋 白分 解 ハ大 部分 ハ

正 常 ノ分 解 経 路 テ トル ベ キモ、 其 ノー 部 分 ハ少

ナ クモ、 結核 菌 毒 素 ノ影 響 ニ ヨ リ充 進 セ ラル ・

ハ疑 ナ キ所 ナ リ｡

随 ツテ之 ノ窒 素 平 衝 駄 態 ノ破 壌 拉 二蛋 白分 解 ノ

歌 態 テ知 ル ハ結 核 病 機 ノ探 究 二或 ハ患 者 ノ榮 養

擁 取 二封 ス ル治 療 上 ノー 指 針 タ リ得 ベ シ｡

之 ノ貼 ニ關 スル文 献 ハ 少 ナ カ ラズ ト難 モ其 ノ成

績 ハ甚 ダ匠 々 タ リ、 宮 井 ⑯ 氏 ハ家 兎結 核 ニ於 テ

血糖 拉 ニ残 飴 窒 素 量 ヲ測 定 シ次 ノ如 キ結 果 ラ得

タ リ

家 兎 ニ結 核 菌 注 入後 、 血 糖 拉 ニ残 絵 窒 素 量 ハ減

少 ス レ ドモ、 殊 二後 者 二於 テ著 明 ナ リ ト｡而 シ

テ病 機 ノ進 行 ト共 ニ血 糖 ハ減 少 スル傾 向 ア レ ド

モ残 飴 窒 素 量 ハ増 加 スル ノ傾 向 ア リ、 然 シ全 膿

テ通 ジ其 ノ攣 化 ハ著 明 ナル モ ノー非 ズ ト云 フ、

之 テ禮 重 トノ關 係 ニ就 テ見 ル ニ血 糖 ハ 膿 重 減 少

ト平衝 シテ増 減 ス レ ドモ残 鹸 窒 素 ハ、 禮 重 減 少

セル時 ハ壇 加 シ、 膿 重 檜加 ニ ヨ リ減 少 ス ル ト云

フ、 又檜 谷(2D氏 ノ・滲 出 性肋 膜 炎 二於 テ ハ正 常 値

ノ範 園 テ出 デザ レ ドモ滲 出液 減 少 ス レバー 般 二

減 少 スル ガ如 シ ト云 フ｡

縛 括

結 核 性疾 患 ニ於 ケル 血 清 糖蛋 白 ハ病 症 進 行 ト共

ニ、増 量 ス レ ドモ重 症 ニ於 テ減 少 ス、 然 シ診 断

或 ハ豫 後 判 定 ノ意 味 ナ キガ如 シ｡
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血 清 「グ ロ ブ リン」バー 般 ニ塘 量 シ、 血 清 「アル

ブミン」ノ・減少ス海 ツテ含比率ハ病症断 ト

共 二減 少 ス｡

織 維 素原 モ病 症 進 行 スル ト共 二増 量 シ、 輕 快 ト

共 二減 量 ス、而 シテ血 清 「グ ロ ブ リン」「アル ブ ミ

ン」 及 ビ繊 維 素原 ガ如 何 ナ ル程 度 ニ マ デ、 臨林

所 見 ト相 一 致 スル ヤ、 或 ハ診 断 、 豫 後 判 定 ニ如

何 ナル程 度 ニ マ デ利 用 シ得 ル ヤ ニ關 シテ ハ俄 二

判 定 シ難 シ ト錐 モ、 臨 躰 所 見 ト共 ニ、 経 過 ニ随

ヒ、 扶 復 検 索 ス ル事 ニ ヨ リ、 良 キ治 療 指針 或 ハ

豫 後 判 定 ノ目的 ニ供 シ得 ル事 二疑 ナ キ ガ如 シ、

血 液 残 鹸 窒 素 ノ消長 ニ關 シテ ハ、 其 ノ成績 旺 々

タ ワ ト錐 モー般 二、 病 症 進 行 ト共 ニ、 檜 量 スル

ガ如 シ｡

第六章 結核性疾患ル血清膠質安定度呂就 テ

結 核 性 疾 患 ノ豫 後或 ハ活 動 性 ノ如 何 ラ早 期 診 断

ス ル事 ハ現 代 醤 學 ノ最 モ重 要 ナ ルー 事 項 ナ リ、

然 レ ドモ、 各 方 面 ヨ リノ研 究 ニ ヨル モ爾 ホ解 決

サ レザ ル問 題 ナ リ｡

血 清 學 的 方 面 ノ検 索 モ操 作 ノ簡 便 ナ ル ト、 臨林

署 家 ノ癒 用 ニ便 ナ ラ ン事 テ欲 シ新 法 二磁 二新 法

ヲモ ツテ スル モ未 ダ充 分 ナ ル成 績 ラ オ サ メ得 ザ

ル ナ リ｡

其 ノ理 由 トシテ ハ、 適 當 ナ ル抗罷iノ存 在 セザ ル

事 否 ビ結 核 ニ封 ス ル免 疫 現 象 ガ他 ノ傳 染 性疾 患

ノ如 ク著 明 ナ ラザ ル事 ニ起 因 ス ルレガ如 シ｡

是 等 血 清 學 的 方 面 ノ研 究 ハ徽 毒 ノ血 清診 断 法 ノ

叢 見 以 來 頓 ニー 大 躍 進 テナ セル モ ノナ リ、 即 チ

徽 毒 患 者 血 清 ガ膠 質 不 安 定 性 蛋 白 ノ存 在 ニ ヨ リ

之 ニー 定 ノ理 化 學 的 操 作 テ加 ヘ ル事 ニ ヨ リ容 易

二凝 集 ス ル ノ事 實 ヨ リ之 テ利 用 シ徽 毒 血 清反 庭i

ノ種 々 ナ ル簡 易法 装 見 セ ラル ・二至 レ リ｡

其 ノ後 是 等 ノ反 慮 ガ軍 ニ徽 毒 二止 マ ラズ結 核 性

疾 患、 悪 性 腫瘍 等 ノ細胞 破 壌 或 ハ艦 内毒 素形 成

ノ盛 ナ ル疾 病 ニ モ亦 起 リ得 ル事 ガ知 ラ レタ｡

結 核 性疾 患 ノ血 清學 的 反 慮 ハ分 チ テニ群 トスル

ラ得 ベ クー ツ ハ特 異性 反 磨、 一 ツハ 非特 異 性 反

癒 ナ リ トス｡

特 異 性 反 慮 ニ ハ、1)Wildbolz?scheEigen-

harnreaktion,2)Fornet'scheAggultina｡

tionsprobe3)Komplementbindung等 ア リ、

前 二 者 バー 般 ニ用 ヒ ラ レズ、 補 禮結 合反 慮 ノ ミ

好 ンデ用 ヒ ラル、 然 レ ドモ此 庭 ニハ之 テ省 キ非

特 異 性 反 慮 二就 キ述 ベ ン ト欲 ス｡

非 特 異 性 反 磨 ハBrinkmann(1Lヨ リ不 安 定 性

反 慮(Labilit乞tsreaktion)ト 呼 バ レ血 清 「アル ブ

ミン」ト 「グ ロブ リ ン」 ノ含 有 量 ノ攣 動 ニ ヨ リ起

ル モ ノナ リ トス、 即 チ異 種 蛋 白 ノ吸牧 或 ハ分 解

産 物 ノ血 行 中 二移行 スル事 ニ ヨ リ、 繊 維 素原 ヤ

「グ ロ ブ リン」ノ壇 加 テ來 シWolfgang ,Ostwald

等 ノ 所 謂 分 散 系 ノ}伏態 攣 化 ヲ 來 シ分 散 相 ノ分

散 度 テ減 ズ ル テ以 テ粒 子大 トナ リ、 此 庭 二凝 固

或 ハ沈澱 ラ起 ス ノ原 因 ラ形 成 シ來 ル、 之 ノ間 ノ

憂1ヒ ニ關 シテ ハ 血 清蛋 白條 下 二於 テAlder,

Schindera等 ノ説 テ掲 グ テ詳 述 セ リ、 随 ツ テ之

ノ際総 蛋 白 ノ意 味 ニ比 較 的 少 ナ シ ト云 ハ ル、 且

ツテMeyer,Bisch雨 氏 ガ結 核 性 疾 患 特 ニ 「ツ

ベ ル ク リ ン」 注 射 ノ揚 合 ニ其 ノ機 轄 不 明 ナ リ ト

難 モ血 液 濃 縮 テ起 シ來 ル テ観 察 シ之 テ類 症 鑑 別

或 ハ豫 後判 定 二供 セ ン事 テ試 ミタ リ ト錐 モ、

Briegerハ 総 蛋 白 ノ動揺 ハ ア マ リニ大 ニ シテ之

テ評 償 シ得 ズ ト反 駁 セル事 ア リ、 又事 實 総 蛋 白

ハ血 清 ノ水 分合 有 量 ノ如 何 ニ ヨ リ相 當 左 右 セ ラ

ル ・ガ如 シ、 之 ノ間 ノ詳 細 ナル關 係 ニ就 テ ハ血

清 蛋 白條 下 ニ既述 セ リ｡

故 二非特 異 性蛋 白 ニハ 既述 スル所 ノ蛋 白率 即 チ

血 清 「アル ブ ミン」「グ ロ ブ リン」等 ノ相互 關 係 テ

確 實 ニ スル事 ニ重大 ナ ル意 味 テ見 出 スガ如 シ、

從 來 是 等 ノ粒 子 大 ナル蛋 白特 ニ 「グ"ブ リン」ノ

凝 集 反 慮 ハ好 ンデ磯 脊髄 液 二就 テ行 ノ・レ タ リ、

Nonne-apelt,PandyWeichbrodt ,Lange,

Jokabsthal,Kafka等 ノ法 之 ナ リ、血 清 二於 テ

ハ加 熱 硫 酸 「ア ンモ ン」
、 「マ グ 子 シュー ム」、

「ズル ファ・一 ト」
、 「アル コー ル」、 「カル ボー ル」

昇 乗 等 ガ之 ノ目的 ニ用 ヒ ラル ・ ト難 モ是等 テ軍
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純 ニ用 ヒル ノ ミニ テ ハ、 其 ノ間 ノ複 雑 ナ ル或 ハ

微 細 ノ關 係 ラ窺 知 シ得 ベ クモ ア ラズ、 ヨツ テ此

塵 ニ種 々 ナ ル方 法 ガ考 案 サ レ且 ツ臨 沐 醤 家 ノ慮

用 ニ便 ナ ラ シ メ ンガ爲 二其 ノ操 作 ノ簡 輩 ナ ル ラ

目的 トシ今 日 ノ不 安 定 性 反慮 ノ蛮 達 テ來 セ リ、

以 下 各種 ノ方 法 ニ就 キー 言 セ ン ト欲 ス、Sachs-

Ottingen{3)ハ 繊 維 素 原 ノ診 断 的 償 値 アル ラ想 起

シ、 熱 「アル コー ル」、 食 盤 水、 硫 酸 「ア ンモ ン」

等 ノ部 分 的飽 和 ニ ヨル沈 降 反 慮 テ考 案 セ ル モ充

分 ナル結 果 テ オ サ メ得 ズ｡

Frischu.Stahinger(4リ モ亦織 維 素 原 ノ沈 降 反

慮 テ利 用 セル モ該 反 慮 ・・甚 ダ鈍 ニ シテ臨躰 的症

歌 ノ機 微 ヲ示 スー 足 ラザ リキ｡

Perloczy〔5)ノ 血奨 安 定 度 測 定 法 ・・比較 的 正確 ナ

ル結 果 テ求 メ得 ベ シ ト錐 モ、 加 熱 及 ピ六種 ノ

聰 類 テ用 フル等 甚 ダ複 雑 ナル ガ爲 ニ臨 躰 瞥家 ノ

用 フル所 トナ ラズ｡・

Leenderzu.Gromelski(6)ノ ・蛋 白 ノ正 確 ナ ル定

量 テ行 ツ テ診 断 ノ用 ニ供 セ ン ト欲 セル モ血 球 ヨ

リ出 ヅ ル水 分 、 瞳 類 等 ノ個 人 的 差 異 アル ガ爲 ニ

不 適 當 ナ リ トセ ラル｡

此 塵 ニ於 テ最 近 、 最 モ普 通 ニ用 ヒ ラ レ、 其 ノ償

値 ラ認 メ ラル ・モ ノ 三 ツ テ 爆 ゲ 得 ベ シ、 即 チ

D'aranyi,Mat6fy,Costa氏 等 ノ反 慮 トス｡

グ ラニー(7)氏反 慮 、(Daranyi'scheReakti()n)

氏 ハ細 胞 破 壊 或 ・・艦 内毒 素 形 成 ノ盛 ナ ル疾 患 時

ノ血清 膠 質不 安 定 度 ノ堆伽 ハ病 症経 過 ト相 拉 行

ス ル モ ノナ ル事 二立 脚 シ、 加 熱 食 盤 水 及 ビ 「ア

ル コー ル」ラモ ツ テ之 テ虎 理 セ リ、該 反慮 ニ ヨ レ

バ 健 康者 、 輕 微 ノ 「カ ター ル」(氣 管枝 「カ ター

ル 」、 膀 胱 「カ ター ル」、 尿 道 炎 、 膿 嚢 炎、 円 「ヵ

ター ル」)、 「ア ク子」、 褒 粒 腫 其 ノ他 神 経 性 疾 患

即 チ坐 骨 紳 経 痛 、 瀞 経 衰 弱 、 「ヒ ステ リー 」等 ハ

線 テ陰 性 或 ハ弱 陽 性 テ示 ス ニ過 ギザ レ ドモ、 深

部 ノ化膿 、 徽 毒 、 結 核 、 悪 性 腫 瘍 等 ハ総 テ陽 性

反 慮 テ呈 シ來 ル例 之 、 胃潰 瘍 ノ際 ハ常 ニ陰 性 反

慮 ナ レ ドモ、 胃癌 ハ陽 性 ニ シテ之 テ モ ツ テ類 症

鑑 別 ニ使 用 シ得 ル テ述 ベ タ リ｡

又 結 核 性 疾 患 二於 テ該 反 慮 ノ領 値 アル ハ働 性 結

核 ノ際 ニ シテ確 實 ニ診 断 サ レタル結 核 ハ悉 ク陽

性 テ示 シ、 陰 性 ナ ル モ ノ1例 モナ シ ト、 而 シテ

反 慮 ノ程 度 ハ毒 素 形 成 、 組 織 破壊 、 病 竈 部 ノ籏

張 ト殆 ン ド撒 學 的 二相 平 行 ス ト云 フ、 然 レ ドモ

極 ク初 期 ニ於 テ ハ陰 性 或 ハ弱 陽 性 テ示 ス ニ過 ギ

ズ、 叉 良 好 ナ ル治 療 経 過 テ ト リ來 ル ヤ反 慮 次 第

ニ弱 ク ナ リ、 終 ニ ハ陰 性 テ示 スニ至 ル、 ヨ ツ テ

結 核 性疾 患 ニ於 テ ノ・、 治 療 上 ノ好 指 針 ト シ、 或

ハ 豫 後 判 定 ノ目的 二供 シ得 ベ シ ト、Pinner(9}モ

亦 之 ニ貧 セ リ、 尚 ホ該 方法 、 特 徴 トシテ、 赤 血

球 沈 降速 度 ガー 定 ノ影 響 ヲ受 ケ ル ガ如 キ輕 微 ノ

炎症 或 ハ生 理 的状 態 ノ攣 化 自ロチ性 、 年 齢 、 食 物

囁 取 ノ關 係、 月経 等 ニ封 シテ影 響 テ受 ケ ル事 少

ナ キ テ モ ツ テ他 ノ方 法 ニ優 レ リ ト圭張 ス ル モ、

亦 一面 ヨ リ考 ヘ テ、 結 核 性疾 患 ノ豫 後 判 定 ノ目

的 ニ ハ極 ク初 期 或 ハ治 癒 傾 向等 ヲ有 セ ル モ ノニ

陰 性 ノ結 果 ラ得 テ、 其 ノ蝕 リニ不 鏡 敏 ナ リ ト非

難 セ ラル ・向 モ ア リ、 天谷(8}氏 ハ 肺結 核 患 者 ニ

就 テ、 赤 血 球 沈 降 速 度 ト共 ニ、該 反 癒 ラ併 用 シ、

比 較 考察 セル結 果 、 寧 ロ後 者 ノ前 者 ニ優 レル ヲ

主張 セ リ、 又Kromeke(21)ノ 、嘗 テ徽 毒 患 者 ニ就

キ該 反 磨 テ慮 用 シ徽 毒 ノ特 異 性 反 慮 ト比 較 シテ

病 機 ノ活 動 性 如 何 テ知 リ得 ル ノ便 ア リ ト、 郎 チ

全 身感 染 ノ程 度 、 徽 毒 形 成 ノ大 サ テ示 スモ ノナ

リ トシテ推 賞 セ リ｡

マ テ フr氏 反癒(Mat6fy'scheReaktion)

該 反 慮 ハ專 ラ、 反 慮 ノ銃 敏 操 作 ノ簡 軍 、 成 績

ラ讃 ム ニ容 易 ナ ル テ 日的 ト シ考 案 サ レタル モ ノ

ニ シテ氏 ニ ヨ レバ結 核 性 疾 患 ノ豫 後 判 定 或 ハ治

療 指 針 トシテ最 モ有 用 ナ ル モ ノナ リ ト、 氏 ハ三

債 ノ「アル ミニュー ム イオ ン」 ノ張 キ膠 質 沈 澱 性

テ利 用 シ「グ ロ ブ リ ン」ノ ミナ ラズ、 蛋 白分 解 産

物 テモ沈 澱 セ シノ ン トセ リ、 而 シテ他 ノ方 法 ト

同様 ニ、 組 織 破壌 或 ハ膿 内毒 素 形 成 ノ程 度 ト拉

行 シ反 癒 スル モ ノナ レ ドモ、 特 二優 レタル鮎 ハ

臨 躰 上 謹 明 シ得 ザ ル ガ如 キ初 期 二於 テ モ既 二陽

性 ヲ示 ス事 ナ リ トセ リ、1(romeke(10)ハ 該方 法

ニ ヨ リ多敷 ノ結 核 患 者 ニ検 索 ラ行 ヒ次 ノ如 キ成

績 ラ得 タ リ、 即 チ月 紹 、 妊 娠 初 期(1-2ケ 月)氣
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管 枝 「カ ター ル」、尿 道 炎(淋 菌)、 「フル ン キ ロー

ゼ」、流 行 〔生感 冒、 扁 桃 腺 炎 ノ初 期 等 ノ輕 症 ナ ル

傳 染 病 二於 テハ 多 ク陰 性 ナ リ ト、 然 シ赤 血球 沈

降 速 度 ノ・既 ニ之 ノ際 促進 セ ラル ・ ト云 フ、 之 ノ

ー一定度 ノ不 鏡 敏 サ バ寧 ロ特 徴 トスベ ク結核 性疾

患 ノ活 動 性 或 ハ非 活 動 性 ノ判 別 ニ封 シ爾 籐 ノ些

細 ナル 生理 的 或 ハ病 的 状 態 ニ影 響 ヲ受 クル事 ナ

キ利 羅1テ見 出 セ リ ト、即 チ70例 ノ結 核 性疾 患 一;・一・

於 テ滲 出性 結 核 ハ張 陽 性 、 檜 殖 性 結 核 ノ・張 又 ハ

中 等度 陽 性 ラ硬 憂 性 ニハ 中等 度 或 ハ弱 陽 性 テ示

セ リ ト、 然 シ時 ニハ臨 躰 上病 竈 部 位 ノ独 少 ナル

ニ關 セズ強 陽 性 ラ呈 シ來 ル事 ア リ、 之恐 ラクノ・

高 度 ノ盟 内 毒素 形 成 拉 ニー 般 症1伏 ノ影響 等 ニ關

ス ル モ ノナ ル ベ シ ト解 セ リ｡

又Hageru.BUtter・ ・初 期 結 核 ニ25%、 弱 陽

性25%強 陽 性、 中等 症 二於 テ50%張 陽 性、 重

症 ニ於 テ9096弼 陽 性、10%弱 陽性 テ示 シ、 ワ・

セ ル マ ン補 禮 轄 向反 慮 トハー 致 セザ ル モ ダ ラニ

ー 氏反 慮 トヨ リー 致 スル テ報 ゼ リ｡

大 谷(11)氏モ亦 比 較 的 早 期 二反 慮 ノ表 ハ ル ・事 ト

操 作 ノ簡 便 ナ ル事 ヨ リ其 ノ臨 躰 上 用 ヒ得 ベ キ ラ

主 張 セ リ｡

然 レ ドモ亦 他 面 ニ於 テ該 反慮 ノ不 銃 敏 ト成 績 ノ

確 實 ナ ラザ ル事 テ設 クモ ノ ア リ、 即 チGoethg-

ensu.Gocke1(i2)ノ ・該 方 法 ニ ヨ リテハ病 機 ノ活

動 性 如 何 ラ判 別 シ得 ズ ト云 ヒ、 大 角、 餓 田㈹ 氏

等 ハ強 陽 性 ノモ ノガー 般 ニ豫 後不 良 ナ レ ドモ、

中 等 度 陽 性 一 シ テ 死 ノ 轄 蹄 ラ トレル モ ノア リ

ト、其 ノ他Hilgensモ 初 期 二 ・・用 ヒ得 ザ ル テ

述 くご、Winklewモ 亦 肺 結 核 ノ活動 性 ノ如 何 ラ

見 ル ニ不 適 當 ナル ヲ主 張 セ リ、 即 チHageru・

BUttner,Goethgensu.Gockel,且ilgens,

Winklew大 角、 飯 田氏 等 ノ成 績 ラi通寛 スルレ時 、

初期 結 核 ハ成 績不 定 ナ ル事 多 ク又 相 常病 症 ノ進

行 セ ル モ ノ ニ於 テモ 時 二之 ト相 件 ハザ ル ガ如 キ

成績 ヲ呈 シ來 ル事 ア ル ノ・確 實 ナルレガ如 シ｡

故 ニ マ テ フ ィー 氏 反 慮 ガ陰 性 ナ ル ヤ或 ハ陽 性 ナ

ル ヤ、 ノ ミテ モ ツ テ結 核 性 病 礎 ノ有 無 ラ論 ジ得

ザ ル ガ如 ク、 要 之 スル ニ経 過 二随 ヒ再 三検 査 テ

行 フ事 ハ マ テ フ ィー 氏反 癒 ノ ミナ ラズ、 非 特 異

性 反 慮 ニノ・最 モ必要 ナル ガ如 シ、 更 ニ換 言 セ バ

非 特 異 性 反慮 ナル ガ爲 ニ、 他 ノ細 胞 破 壊 、 艦 内

毒 素 形 成 等 テ否 定 シテ、 始 メ テ結 核 ノ診 断 ニ供

シ得 べ 久 又 活動 性 ノ如 何 ラ窺 知 スル ノー 指 針

トナ リそ尋ル ナ リ｡

コ ス タ氏反 慮(Costa'scheReaktion)

Costaガ1923妊 娠 診 断 ニ用 ヒ其 ノ翌 年Vercelli

ガ肺結 核 ノ豫後 判 定 二癒 用 セルニ 端 ヲ登 セ リ、

2%「 ノボ カ イ ン」溶 液2婬 、 拘 構 酸 曹 達及 ビ血

液3滴 ヲ滴 下 ス レバ足 ル｡

該 反癒 モ亦 非特 異 性 反 鷹 ニ シテ操 作 ノ極 メテ簡

軍 ナ ル ト小 量 ノ血 液 ニ テ足 リル事、 且 ツ短 時 間

内 二成 績 テ 知 リ得 ル ノ鮎 ヨ リ今 日廣 ク用 ヒ ラ

ル、 即 チSchwarzu.Rubinstein'£5)・ ・325名

ノ肺 結 核 患 者 三就 キ テ之 テ雁用 シ、 臨躰 上 用 ヒ

得 ベ キ モ ノ トシテ推 賞 セ リ、 即 チ活動 性結 核 ニ

テ ハ常 二陽性 或 ハ強 陽 性 ヲ示 シ初 患 期 者 二弱 陽

性或 ハ陰 性 ヲ示 セ リ ト、 又Altschulerl22)・ ・結

核 性 骨 拉 ニ關 節 炎患 者](;8名 二就 テ之 テ癒用 シ

診 断 、 豫 後 判 定 、 或 ハ操 作 ノ簡 便 ナ ル黙 ヨ リ赤

血 球 沈 降速 度 二代 リ用 ヒ得 ベ キ テ主 張 セ リ｡

其 ノ他Hilgensu.Herholz,Goethensu.

Skutetz'i4'大 角!13)、野 村(15・、 松 井(161i、代 々11η氏

等 モ亦 之 ラ賛 セ リ、 然 ル ニ又 他面 二於 テ該 反 癒

ノ信 頼 シ得 ベ カ ラザ ル テ'詮 クモ ノア リ、 帥 チ

Ladeck(23)ハ200例 ノ 肺 結 核 ニ於 テ活動 性 ノ如

何 ヲ検 スル ニ其 ノ反 磨 ス ル所 甚 ダ鈍 ニ シテ赤 血

球 沈 降 速 度 二比 シ遙 ニ劣 レ リ ト、5〈Ortenan(24)

モ亦 診 断 一ヒニ於 テ又 豫 後 判 定 二於 テ何 レモ決 定

的 ノ慣 値 ラ ツケ難 ク、 重 症 者 ニ シ、 時 二該 反 慮

ノ陽 性 ナ ラザ ル事 ア リ ト云 フ｡

然 レ ドモ 諸 家 ノ 設 テ 通 賢 スル ニ、 ダ ラニ ー、

マ テ フ{一 氏 等 ノ反 鷹 ト其 ノ成 績 机 類 スル ガ如

ク時 ニハ、 マ テ フ,一 氏 反 鷹 ニ比 シ停 止型 ノ際

ハ其 ノ成 績 遙 二確 實 ナ リ ト設 クモ ノ ア リ｡

総 括

結 核 性 疾 患 ニ於 ケ ル活 動 性 ノ如 何 或 ハ豫 後 判 定

二際 シ血 清 學 的検 索 ラ分 チ テ特 異 性及 ビ非特 異
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性反磨 トナシ得ベシ、特異性反癒ハ從來充分ナ

ル成績 テオサメ得ザ リキ、理由 トシテハ、適當

ナル抗罷 ノ存在セザル事及 ビ結核ニ封スル免疫

現象 ガ他 ノ傳染性疾患 ノ如 ク著明ナラザルニ起

因 スルガ如 シ、次 二非特異性反慮ハ現今最モ廣

ク用 ヒラレ、其 ノ操作 ノ簡便ナル ト、其 ノ成績

ノ比較的良好 ナル鮎 ヨリ推賞セラル、斯 クノ如

キ血清學的研究特 ニ非特異性反慮 ノ研究ハ徽毒

ノ血浦診断法 ノ登見 ト共 二長足 ノ進行 ヲ見タル

モノナ リ｡

即 チ結核性疾患、悪性腫瘍等 ノ如ク組織 ノ破壊

或ハ艦内毒素形成機轄 ノ盛ナル疾病 ニ於 テハ異

種蛋白或ハ分解産物 ノ血行中二移行 スル事 ニヨ

リ繊維素原或ハ「グロブリン」等 ノ檜加テ來 シ所

謂分散系 ノ状態憂化テ起 シ血清 ノ安定性テ減 ン

ジ此慮一「グロブリン」織維素原等 ノ析出ラ容易

ナラシム、斯 ノ如キ性質 ラ利用セルモノガ所謂

非特異性反慮ニシテ輕度 ノ理化學的刺戟 ニヨリ

テ モ凝 集 シ來 ル ト錐 、 之 ラ輩 純 二用 フル ノ ミー

テ ハ複 雑 ナ ル或 ハ微 妙 ナ ル攣 化 ラ窺 知 シ難 ク此

腿 ニ種 々 ナル 方 法 ノ考 案 ア リ｡

i現今Daranyi,Matさfi,Cosea氏 等 ノ反 磨最 モ

廣 ク用 ヒ ラル、 何 レモ其 ノ操 作 ノ簡 便 ナ ル ト、

赤 血 球 沈 降速 度 ノ如 ク輕 微 ノ炎症 或 ハ生 理 的 状

態 ノ憂 化 ニ ヨ リテ モ影 響 ラ蒙 ラザ ル テ特 徴 トセ

リ｡

然 レ ドモ各 反 癒 各 々 ノ・一 長 一一短 ア リ、 容 易 ニ其

ノ良 否 テ断 ジ難 シ ト錐 モ何 レ ノ方 法 ニ ヨル モ特

異 性 反癒 ニ非 ザ ル以 上1回 ノ検 査 ノ ミテ モ ツ テ

豫 後 判 定或 ハ診 断 二供 シ得 ベ ク モ非 ズ、 経 過 二

随 ツ テ数 個 ノ検 索 テ行 ヒ、 之 ニ臨封木的 一般 症 状

テ考察 シ此 庭 ニ始 メ テ各 反 慮 ノ償値 表 ハ ル ・ガ

如 シ｡随 ツ テ診 断 ノ目的 ト云 フ ヨ リモ寧 ロ豫後

判 定、 或 ハ治 療 上 ノ指 針 トシテ其 ノ慣値 アル ガ

如 シ｡

第七章 結核性疾患二於ケル血清表面張力及 ビ粘稠度血清蓑面張力

第 一節 測 定法

第二節 生物學 的意 義

第 三節 材 料

第 四鮪 健康者血清 ノ表面 張力

第五 節 種 々ナルレ疾 患時 ノ表面 張力

第 六鮪 結 核性 疾患 ニ於 ケルレ表面 張力

血清粘調度

血清粘調 度及 ビ表面張力 ノ総括

表 面 張 力

病 的 月犬態 ニ於 テ 血 液 ノ 化學 的 構 成 一 痩 化 テ生

ジ、 惹 テハ物 理 學 的 性 状 ニ モ影 響 テ及 ボ シ來 ル

事 ハ、 血溝 蛋 白條 下 其 ノ他 二於 テ述 ベ タ リ｡随

ツ テ 表面 張 力 或 ハ粘 稠 度 ノ・、 血 液 ノ物 理 學 的 性

状 上重 要 ナ ルー 因 子 テ形 成 ス ルモ ノナ ル事 ・・、

明 ニ シ テ、 最近 興 味 アル問 題 ト シテ種 々論 議 セ

ラル ・二至 ル｡

第 一 節 表 面 張 力 測 定 法

種 々 ナ ル方 法 ア リ ト難 モ之 レラ其 ノ理 論 上 ヨ リ

分 類 シテ三種 類 トナ ス テ得 ・ぐシ、 即 チ、 毛 細 管

法、 滴 下 法、 粘 著 力 測 定 法 ナ リ｡

毛細 管 法 ハ液 膿 中 二毛 細管 ラ播 入 シ液 ノ管 内 ニ

上 昇 ス ル高 サ ヲ比較 シ、 粍 ラ モ ツ テ表 示 スル モ

ノナ リ、 故 ニ液 ノ毛 細 管現 象 テ磨 用 セル モ ノナ

リ、 該 方 法 ハ 「アル コー ル」水 、 「ベ ン ツォー ル」

等 ニ封 シテ ノ、最 モ適 當 ナ ル方 法 ナ リ ト錐 モ、 血

液 、 血 浦、 一般 膠 質、 或 ハ脂 肪 様 物 質 テ含 有 セ

ル モ ノニ封 シテ ハ不 適 當 ナ リ ト云 フ｡

滴 下 法 ハ トラウベ 氏 ノ「ス タ ラ グ モ メー ター」テ

利 用 ス ル モ ノニ シテ、生 物 學 的 方 面 ノ研 究 ニハ、

最 モ簡 軍 一 シテ且 ツ比 較 的 正 確 ナ ル結 果 ラ得 ル

ガ故 二、 好 ンデ用 ヒ ラル、 今 日表 面 張 力 ノ生 物

學 的 方 面 ニ慮 用 セ ラ レ、 其 ノ登 展 テ見 タル ノ基

礎 ハ之 ノ方 法 ニ 員 フ所 多 シ ト云 ハ ル、 然 レ ドモ

材 料 ヲ比 較 的 多 量 ニ要 スル ノ、鋏 貼 ナ リ トス｡

粘 着 力測 定 法 ハ最 近 最 モ廣 ク用 ヒ ラル ・方 法 ニ

シ テ、 白金 線 ニ テ作 ラ レタルー 定 大 サ ノ輪 ヲ天

秤 ニ取 リ附 ケ、 之 テ水 平 トシ液 面 二接 セ シノ、

然 ル後 引 キ上 ゲ テ液 ヨ リ白 金線 テ引 キ離 スニ必
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要 ナ ルカ テ源 ト シ、 測 定 スル モ ノナ リ｡

第 二 節 表 面 張 カ 月 生 物 學 的 慧 義

生 物 學 的 意 義 二關 シテ ハ最 近 種 々 ナル方 面 ヨ リ

悶 明 セ ラル ・ニ至 ル、 帥 チ藥 物 ノ毒 作 用 、 麻癖

作 用 等 ニ封 シ、 新 シキ設 ヲ加 へ 或 ハ細 胞 分裂

ニ有 力 ナ ル因 子 ナ リ ト ノ解 繹 ヲ下 ス ニ至 リ
、 或

ノ・免 疫 、 「アナ フィラ キ シー 」、 「シヨック」、又 ハ

分 泌 、 排 泄 作 用 等 ニ封 シテ モ表 面 張 力 ノ關 與 ス

ル所 大 ナ リ ト云 ハ ル、 其 ノ他 臨 躰 的 方面 ニ モ亦

之 ラ癒 用 スル ニ至 リ、 診 断 、 豫 後 判 定等 ノ目的

ニー 定 ノ意 義 ア リ ト云 ハ ル｡

第 三 節 材 料

血 液 、 血 漿 、 血 清 等 用 ヒ ラル、 幅 島(、》氏 ハ血 液

自盟 ハ外 界 ニ鯛 レル時 、 凝 固 シ易 キ爲、 測 定 二

不 便 多 ク、 又 血漿 ハ凝 固防 止 ノ目的 テ モ ツ テ混

入 サ レタル物 質 ガ、 鋭 敏 ナ ル表 面 張 力 ニ何 等 カ

ノ影 響 ヲ及 ボ ス事 アル ベ ク又 避 クベ キ ナ リ ト｡

随 ツテ 最 モ 適 當 ナ リ ト思 ハル ・ハ 血 清 ナ リ ト

シ、 氏 ノ研 究 ノ、專 ラ血 溝 テ モ ツ テ行 ノ、レタ リ、

然 レ ドモGabbeu.S1mchowitz(2リ 山 口(3)氏等

ハ血 漿 ト、 血 清 ノ表 面 張 力 ノ差 バー 定 疾 病 ノ経

過 ト特 種 關 係 テ持 シ テ、 之 ラ豫 後 判 定 ノ上 ニ使

用 シテ意 義 アル事 ラ登 表 セ リ、 特 二山 口氏 ハ日位

漿 、 血 清 、 非 働 性 血 清 ニ就 キ詳 細 ナ ル研 究 テ行

ヘ リ｡此 ノ成 績 ニ ヨ レバ血 液 ト血 清 ノ表面 張 力

ハ略 ≧相'類 ス レ ドモ、 血 漿 ノ、血 清 ニ比 シテ其 ノ

傾 向高 久 然 モ雨 者 ハ必 ズ シモ相 一一致 シテ上 下

スル モ ノニ非 礼 時 ニ ハ全 然 相 反 ス ル結 果 ラ招

ク事 ア リ ト、 而 シテ非 動 性 血 清 ハ其 ノ債最 モ低

久 前 二者 ト共 ニー 定 疾 病 ノ際 相 互 特種 ナル關

係 テ表 ・・シ來 ル ト｡

第 四 節 健 康 者 血 清 ル表 面 張 力

健 康 者 血 清 ノ表 面 張 力 ノ・其 ノ測 定 セ ル か法 ニ ヨ

リ甚 ダ1超々 ナ ル ガ 如 シ｡印 チ

Traube(Stalagmometer)`1.42m.gr./mrn.

Fano-Mayer(Blasendruckmethode)

50c)59.9Dyn.ノcm.

Morgan-Woodward(Tropfengewichtsmet-

hode)44.3-46.4Dyn/cm.

No廿y(Ringmethode>

55.5-55.6Dyn./cm.(25｡C)

WalterSauer(Adba・ 、sionsmethode)

r)7.49Dyn./cm

Brinkmann(日 日1

57』-55.ODyn./cm.

然 レ ドモ同一 方 法 ニ ヨル時 ハ殆 ン ドー 定 範 園 ノ

憤 テ得 ル ガ如 クAdlesbergu.Sugar(4】 ハ禮 内

表 面 張 力 活性 物 質 ラ移 入 スル モ、 之 ハ直 チニ 中

和 セ ラ レ、 人 血 清 ノ・、 常 二不 憂 ノ値 テ保 ツ ト云

フ、 編 島 氏 モ亦 食物 賑取 、 蓮 動 等 ニ ヨルー 定 ノ

影響 ラ避 ク レバ其 ノ動 揺 範 圃 ハ極 メ テ小 ナ リ ト

云 フ、 嘗 ツ テBeckmann(5)・ ・1日 中 ノ種 々 ナ

ル時 間 ニ探 血 シ、 相 當 大 ナ ル動 揺 範 園 ラ認 メ、

表面 張 力 ハ決 シテー定 不 髪 ノモ ノ ニ非 ズ ト云 ヒ

シモ幅 島 氏 ハ 之 ニ封 シ、 恐 ラ クハ、 食 物 囁 取 後

ニ起 ル憂 化 ニ過 ギズ シテー 定 條 件 ノ下 ニ検 セバ

又 同 一成 績 ヲ得 ル ナ ル ベ シ ト主 張 セ リ｡

ヌ,性別 二關 シテハ、 山 口氏 ハ女 性 ハ男 性 ヨ リモ

其 ノ値 小 ナ リ ト云 ヒシモ、 幅 島氏 ・・其 ノ間 ノ差

異 テ見 出 シ得 ズ ト、 叉 年 齢 ノ差 ニ ヨル相 違 モ明

カナ ラザ レ ドモ、 唯 婦 人 ハ月 経 時 二少 シ ク降 下

スル ガ如 シ ト｡

第 五 飾 種 々 ナ ル 痴 患 時 ル 麗 清

表 面 張 力

疾 病 ノ種 類 二随 ツ テ或 ハ 上昇 シ或 ハ下 降 スル ガ

如 久 幅 島 氏 ニ随 ヘ バ、 上 昇 ヲ示 ス疾 病 ハ甚 グ

稀 ニ シテ、 結 核 性 疾 患 及 ビ治 療 容 易 ナ ル貧 血 等

テ塞 ゲ得 ベ シ ト、 叉 山 口氏 ハ流 行 性 感 冒、 赤 痢

患 者 ニ モ亦 上昇 スル ラ認 メ タ リ ト｡次 二表 面 張

力 下 降 ヲ示 ス疾 患 ハ、 甚 グ多 種 多 様 ニ シテ、 特

ニ著 シキハ肝 臓 疾 患 ナ リ ト｡又 腎 臓 機 能 障 碍 、

糖 尿 病、 悪 性 腫 瘍 、 悪 性 貧 血等 モ降 下 シ、 之 ニ

次 デ・・、 腸 「チ フス」、 脚 氣 、 「モ ル ヒ子」中 青 、

關 節 「リュ マ チ ス」、 甲歌 腺 腫 等 ニ モ減 少 ス、 又

慢 性肝 臓 疾 患 ニ シテ表 面 張 力著 シ ク降 下 シ、 正

常値 ニ比 シ、5.5「 ダ イ ン」以 上 ニ達 スル時 ハ、

肝 臓 機 能 障 碍(「ヘ パ タル ギー 」)ノ襲 來 ラ示 スモ

ノ ナ リ ト云 フ｡



344 城=結 核性患者血液 ノ理化學 的性状 ニ就 テ 【第10巻

又WalterSauer(s)ニ 随 ヘ バ、非結 核 性 關 節疾

患、 心 臓 内膜 炎 等 ハ正 常 値 ト何 等 異 ナル事 ナケ

レ ドモ、 婦 人 科 的疾 患 特 二膣 炎或 ハ子 宮 附 届 器

官 ノ腫 瘍 等 二於 テノ・、 低 下 スル テ認 メ タ リ ト、

叉 非 結 核 性肺 疾 患 特 二氣 管 枝 加 答見 、 流 行 性 感

冒、 肋 膜 炎等 二於 テハ正 常 値 ラ示 セ リ ト云 フ｡

更 ニ福 島 氏 ハ是 等 ノ諸 種 疾 患 中、 血 清 表面 張 力

テ鑑 別診 断 ニ用 ヒ得 ル場 合 トシテ次 ノモ ノヲ基

ゲ タ リ｡即 チ

腎 性俘 腫 ニ テノ・血 液 表面 張 力減 少 ス レ ドモ心臓

性 俘腫 ハ減 少 セ ズ ト｡

又 一 般 ニ貧 血 ハ減 少 ス レ ドモ、 治 療 容 易 ナ ルモ

ノニ於 テハ 反封 二上 昇 セ リ ト云 フ.

次 ニ悪 性 腫瘍 バー般 二降 下 度 大 ナ レ ドモ、 良 性

腫瘍 ハ正 常 値或 降 下度 小 ナ リ、 随 ツ テ胃 潰瘍 ハ

正 常 値 ナ レ ドモ、 胃 癌 ハ降 下 ラ示 シ、 雨 者 ノ良

キ類 症 鑑 別 貼 タ リ得 ペ シ ト云 フ｡

WalterSau∈rモ 癌 腫 及 ビ肉腫 ニ其 ノ下 降 スル

ラ認 メ、 且 ツ病勢 或 ハ悪 性程 度 ト相拉 行 スル モ

ノナ リ ト云 ヘ リ｡

Kopaczewski〔6)ノ ・白鼠 ノ皮 膚 二 肉腫 テ移植 シ テ

其 ノ下 降 スル テ認 メ、 叉 「テー ル」癌 二於 テ モ同

様 ノ糸吉果 ヲ斥尋 タ リ ト｡

飯 野 σル氏 モ亦 家 兎 肉 腫 ノ登 生 ト、 表面 張 力 ノ關

係 テ経 過 ニ随 ヒ観 察 シ、 略 丸同様 ノ結 果 ヲ得 タ

リ｡

Bauer(8)・ ・癌 腫 登 育 ト其 ノ下 降 ト ノ間 ニ、 一 定

關 係 アル テ認 メ、 表 面 張 力 テ上 昇 セ シム ル事 一

ヨ リ其 ノ登育 ラ阻 止 シ得 タ リ ト云 フ｡

第 六 節 結 核 性 疾 患=於 ケ ル

表 面 張 力

結 核 性 疾 患 ニ於 ケ ル表 面 張 力測 定 成績 例 ハ、 其

ノ数 多 ヵ ラズ、 随 ツテ其 ノ間 ノ詳 細 ハ不 明 ナル

ガ如 シ｡

福 島 氏 ノ肺 結 核 二於 テ ノ成 績 テ見 ル ニ、 一般 二

輕 度 ナ レ ドモ上 昇 スル ガ如 シ、 而 シテ表面 張 力

ノ上 昇 スル疾 病 ハ比 較 的 少 ナ ク、 其 ノ大 多撒 ハ

低 下 シ、 特 ニ非 結 核 性 肺 疾 患 ハ総 テ低 下或 ハ正

常 値 テ保 ツ ガ故 一、 類 症 鑑 別 上 重 要 ナ ル役 目 ヲ

ナ ス モ ノナ リ ト、 然 レ ドモ合 併 症 アル際 へ 之

ガ 爲 ニ影 響 セ ラ レ低 下 ス ル事 ア リ、 故 二逆 二考

ヘ テ
、 結 核 性 疾 患 ニ シ テ表 面 張 力 ノ降 下 セル 時

ハ合 併 症 ア ル ラ疑 ハ シム ル モ ノナ リ ト結 論 セ

リ｡

又WalterSauerモ27人 ノ肺 結 核 患者 二就 テ

経 過 ニ随 ヒ、149同 ノ検 査 テ行 ヒ、其 ノ病 竈 範 園

廣 ク、 臨 沐所 見 ノ著 明 ナ ルモ ノノ・、 輕 度 ノモ ノ

ニ比 シ テ著 明 ノ上 昇 テ示 セ リ ト｡而 シテ治 療 ニ

ヨ リ経 過 央好 トナ ル ニ随 ヒ次 第 二下 降 シ.表 面

張 力 ガ全 ク正 常 位 ニ下 降 セル後 一退院 セ ルモ ノ

ハ、 総 テ豫 後 良 好 ナ リシモ,未 グ充 分 二下 降 テ

示 サ ザ ル間 ニ退 院 セ ル モ ノ ・総 テハ豫 後 不 良 ナ

リ ト云 フ｡又 死 ノ轄 蹄 ラ ト リシモ ノニ就 キ行 ハ

レ タル、 系統 的 検 査 二於 テ之 テ見 ル ニ、 死 ニ至

ル マ デ下 降 スル事 ナ ヵ リキ ト云 フ、 故 ニ肺 結 核

二於 ケ ル表 面 張 力 ノ動 揺 ノ・臨 林 所 見 トヨ クー 致

シ上 下 ス ル ガ如 シ ト云 フ、 然 レ ドモ之 ノ表 面 張

力 ノ動 揺 ト、 疾 病 経 過 ノ拉 行 關 係 ニ就 キ テ ハ種

種 論議 サ ル ・所 ニ シ テ山 口氏 ノ成 績 ニ ヨ レバ肺

結 核 ノ血 清 表面 張 力 ハ病 症 初 期 二於 テ健 康 債 ヨ

リ高 ク病 徴 檜 悪 ニ ツ レ再 ビ漸 ク低 下 ス ト、 然 シ

健 康 償 ヨ リ以 下 二低 下 ス ル事 ナ シ ト云 フ、 更 ニ

氏 ハ血 漿 、 血 清 及 ビ非 働 性 血 清 各 々 ノ診 断 的 債

値 ラ認 メ詳 細 ナ ル研 究 テ登 表 セ リ、 即 チ血 漿 ノ

表 面張 力 償 ヲ見 ル ニ病 症 輕 キ ヨ リ重 二移 ル ニ随

ヒ、 其 ノ償 漸 ク低 下 シ死 ノ経 過 ラ ト リシガ如 キ

例 ニ於 テ特 二其 ノ著 シキ テ認 メ得 タ リ ト、 非 働

性 血 満 ハ輕 症 二於 テ ハ健 康 贋 ト殆 ン ド同 値 ナ レ

ドモ重 症 二於 テ ハ降 下 ス｡随 ツ テ表 面 張 力 ノ上

昇 スル モ ノハ血 清 ノ ミナ リ、 今 是 等 血 漿 、血 清 、

非働 性血 清 三 者 ノ表 面張 力 慣 各 々 ノ差 ラ病 症 経

過 ニ從 ツテ観 察 スル ニ、 血 漿 ト血 清 ノ差 ハ輕 症

者 ニ於 テハ健 康 者 ノ夫 二近 キ モ、 増 悪 ト共 二漸

ク其 ノ差 減 少 シ、健 康 者 ノ孚 ニ達 ス ル ガ如 キハ、

注 目 ニ償 スル モ ノ ア リ、 反 之 、 血 清 ト非 動 性 血

清 ノ差 ハ之 テ健 康 贋 二比 スル時 漸 ク大 トナ リ病

勢 進行 ト共 二盆 々著 明 トナ リ、 途 ニハ正 常 値 ノ

倍撒 ニ モ達 スル モ ノ ア リ ト云 フ｡



第6號 】 城=結 核性患者血液 ノ理化學的性状 ニ就 テ 345

血 清 粘 稠 度

盟 液 ハ夫 々一一定 ノ粘 稠 度 テ有 シ該 液 ノ性 質 或 ハ

含 有 物 ノ差 異 ヨ リ憂 ジ來 ル事 ハ物 理 學 上 明 白 ノ

事 ナ リ｡

随 ツテ種 々 ナ ル疾 病 ニ於 テ血液 ガ前 述 ス ル ガ如

キ、 一 定 ノ物 理 化學 的憂 化 テ誘 登 シ來 ル時 、 其

虎 二之 ト相 順 慮 セル粘 稠 度 ノ攣 化 テ誘 嚢 シ得 ル

事 ハ想 像 シ得｡

蘇 ト血 液 粘 稠 度 トー 定 ノ要 約 ア リ ト構 セ ラル ・

物 質 ニ就 キテ見 ル ニHirschu.Beck(9}等 ハ赤

血 球 或 ハ 白血 球 敷 トー 定 ノ 關 係 ア リ ト云 ヒ、

Beckmann,(10)Hamburger'11)等 ハ血 球 数 ヨ リ

モ、 寧 ロ赤 血球 容 積 ニ員 フ所 多 キ ラ主張 ス、 叉

Jorns(12)ハ 「ヘ モ グ ロ ビ ン」ト密接 ノ關 係 ア リ、

「ヘ モ グロ ビ ン」減 少 ス レバ 粘 稠 度 モ 亦 低 下 ス

ト、 又 血液 瓦斯 含 有 量 、 盛 類 等 ニー 定關 係 アル

デ設 クモ ノ ア リ、然 レ ドモ是 等 ハ粘 稠 度 二封 シ、

直 接 ノ影 響 テ與 フル モ ノナ リヤ、 或 ハ赤 血 球 容

積 又 ハ 「ヘ モ グ ロ ビ ン」量 二關 ス ルニ 次 的攣 化 ニ

起 因 スル モ ノナ リ ヤノ・未 ダ明 瞭 ナ ラザ ル ガ如 ク

且amburger中 谷(13)氏等 ハ 之 二關 シ詳 細 ナ ル研

究 テ行 ヘ リ｡

又 血 液 ノ蛋 白含 有 量 ニー 定 關 係 アル ラ主張 スル

モ ノ ア リ、 郎 チBottazziノ ・各種 動 物 ノ血清 粘

稠 度 ラ検 シテ之 ト血 清 蛋 白量 テ比較 考察 スル時

蛋 白量 多 キモ ノ程 粘 稠 度 高 カ リキ ト云 フ.又 蛋

白含 有 「プロ セ ン ト」ガ同 一 ナル 時 二、 粘 稠 度 ニ

影 響 テ與 フル 因 子 ハ 「グ ロ ブ リ ン」量 一 シテ、「グ

ロ ブ リ ン」ノ増 量 セル時 ハ粘 稠 度 亦 高 シ ト云 フ｡

然 レ ドモ血 液 中 ノ脂 肪 或 ハ類 脂肪 二關係 ア リ ト

云 フ読 ハ キ ヵズ｡然 シ此虎 ニハ血 液 粘 稠 度 二影

響 テ與 フル因 子 ノ詳 細 二關 シテノ・鯛 レズ｡

以 下結 核 性疾 患 ニ於 テ前 述 セル ガ如 キ種 々 ナ ル

物 理 化學 的 性 質或 ハ量 的攣 化 テ起 シ來 ル結 核 性

疾 患 二於 テ如何 ナ ル影 響 ラ粘 稠 度 ノ上 二認 メ得

ベ キ ヤ ニ就 キ述 ベ ン ト欲 ス｡Schnierelmann(14)

ノ・肺 結 核 患 者 二就 テ検 索 テ行 ヒ臨 躰 症 、状 トヨ ク

ー 致 シ
、 平 行 關 係 テ保 チ ツ ・上 下 スル テ謹 明 セ

リ｡而 シ テ之 ノ際 赤血 球 撒 ト、 密 接 ノ關係 ア リ

シモ 「ヘ モ グ ロ ビ ン」量及 ビ白血 球 トノ關 係 ハ見

出 シ得 ザ リキ ト云 フ｡

叉Demichovskaja(15)ノ ・、 結 核 性 骨拉 二關 節 炎

患 者 ニ就 キ血 液 凝 固 時 間 ノ測 定 ハ共 ニ粘 稠 度 テ

測 定 シ、 雨 者 共 重症 例 ニ於 テ遅 延或 ハ低 下 セ ル

テ認 メ タ リ ト云 フ｡氏 ハ同 時 二癌 腫 患 者 二就 キ

之 ガ検 索 テ行 ヒ初期 ニ ハ正 常値 ノ範 園 ラ出 デザ

レ ドモ、 一 度 悪 液 質 二陥 ル ヤ著二明 二低 下 セ リ ト

云 フ｡之 二關 シテ ハGalehr'i¢ モ亦.ご ム ル所 ニ

シ テ、氏 ハ 悪性 腫 瘍 ノ際 ノ血 液 粘 稠 度 ハ血 溝 「グ

ロ ブ リン」及 ビ残 絵 窒 素 ノ曾 加 ト共 一 上昇 シ、雨

者 相 平 行 ス ル モ ノナ リ ト云 ヘ リ｡

次 ニHerwig,Hans(ln・ ・、 高 山 在住 ノ結 核 患

者 ニ就 キ血 清 蛋 白量、 赤 血 球 沈 降反 庭iト共 二、

粘 稠 度 ラ測 定 シ次 ノ如 キ結 果 ラ得 タ リ、 氏 ハ先

ヅ15人 ノ高 山 二永 住 スル 健 康 人 ニ就 キ是 等 ノ

検 査 ラ行 ヘ ル ニ低 地住 居者 ノ・殆 ン ド選 ブ所 ナ カ

リシ ト云 フ、結 核 患 者 ニ於 テノ・血 清 蛋 白中 、特 ニ

縮 蛋 白 ・・低 地 在住 結 核 患者 ヨ ウモ其 ノ量 多 ク、

且 ツ「アル ブ ミン」量 ノ、注 目 スペ キ塘 量 ア リ シ ト

云 フ、 之 ノ際 粘稠 度 バ ー般 ニ病 勢 トヨ リ相 拉 行

シ、 檜 悪 ト共 二上 昇 シ、輕 快 ト共 二低 下 スル ト、

而 シテ其 ノ描 ク曲線 ハ血 清 「グ ロ ブ リン」量 トヨ

リ平 行 關 係 テ保 テ リ ト云 フ｡

其 ノ他Gatto,(18)Eisleru.Laub(19)等 モ、 亦 血

清 粘 稠 度 ノ臨 沐 的 償値 テ認 メ タ リ.

総 括

病 的 駄 態 二於 テ血 液 ノ化 學 的 構 成 ニ異 動 テ生 ジ

惹 テ ハ物 理學 的 性状 ニ モ憂 化 テ及 ボ シ來 ル事 ハ

想 像 シ得 ル所 ナ リ｡表 面張 力 測 定 ハ 「トラ ウベ」

ノ「ス タ ラグモ メー ター」ノ考 案 以來 頓 ニ盛 トナ

リシモ ノー シテ、 生物 學 的 研究 二新 シキ解 程 テ

與 ヘ タル所 少 ヵ ラズ、 又 之 テ種 々 ナ ル疾 病 二慮

用 シ血 液 ノ性 状 ラ検 シ、 モ ツ テ之 ヲ臨躰 上 二慮

用 セ ン トセ ラル｡

材料 トシテ ハ血液 自膿 、 血 清、 血 漿、 非動 性 血

清 等 ガ用 ヒ ラル ・ガ如 久 一 部 分 ノモ ノハ血 液 、

血 漿 等 ハ其 ノ要 約 ラー 定 ニ ス ル鮎 ニ困 難 多 キ ガ

爲 二用 ビザ ル ラ良 トス レ ドモ、 亦 一 部 ノモ ノハ
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是等 相 互 ノ特 種 關係 ガ臣鋤木上 意 味深 キ ラ主 張 セ

リ｡

血液 表面 張 力 ハ血 清 表 面 張 力 ト略 丸相等 シ ト云

ハ ル レ ドモ、 血 漿 ト血 清 ニ就 テ見 ル時、 血 漿 ハ

ー般 ニ血 清 ヨ リモ其 ノ償 高 ク且 ツ雨 者 ハ相 拉 行

シ檜減 スル モ ノニ非 ズ｡時 ニ ハ全 ク相 反 スル結

果 テ得 ル事 ア リ ト云 フ｡

而 シテ種 々 ナ ル疾 病 ノ大 多 敷 ハ、 表 面 張 力 ノ下

降 ヲ示 ス ト難 モ、 其 ノ上 昇 ラ來 スモ ノ診 シ、 然

ル ニ結 核 性 疾 患 バー 般 ニ上 昇 ヲ來 スガ故 二、 之

テ類 症 鑑 別 ニ慮 用 シ得 ト、 而 シ テ結 核 性 疾 患 ニ

於 ケル表 面 張 ナルハ、 ヨ ク疾 病 ト拉 行 シ上 下 スル

ト云 フ モ ノア レ ドモ、 亦 初期 ニ ノ ミ上 昇 シ、 重

症 ニ於 テ漸 ク減 少 ス、 然 シ重 症 時 ニ於 テ下 降 ス

ル ト錐 モ正 常値 以 下 ラ示 ス事 ナ シ ト云 フ、 是等

相 互 ノ關 係 ハ爾 ホ未 ダ決 定 サ レザ ル ガ如 シ｡

以 上 ノ如 ク血 清 表 面張 力 ハ結 核 性疾 患 二於 テ上

昇 ス レ ドモ、 血 漿 及 ビ非 働 性 血 清 バー 般 ニ下 降

ス、 随 ツ テ血 漿 ト血 清 ノ差 ノ・重 症 トナ ル ニ随 ヒ

減 少 ス レ ドモ、 血 清 ト非 働 性 血清 ノ差 ハ盆 ≧大

トナ リ、何 レモ健 康 時 ノ倍 撒 二達 スル モ ノア リ、

是 等 ノ研 究 ニ就 テ ハ今 後 ノ研 究 二 待 ツ所 多 キガ

如 シ｡

血液 粘 稠 度 ハ赤 血球 敷、 或 ハ容 積 ノ差 、「ヘ モ グ

ロ ビ ン」量 、 瓦 斯 含有 量 、 蛋 白、盤 類 等 ニ ヨ リー

定 ノ影 響 テ受 クル ガ如 シ｡

之 テ結 核 性 疾 患 二就 テ見 ル ニ初 期 ヨ リ重 症 ニ向,

ツテ次第 ニ上 昇 シ、 其 ノ間 病 症 経 過 トヨ ク拉 行

關 係 テ保 チ、 之 ラ測 定 スル事 ノ臨 躰 的 意 味 最 モ

深 シ ト云 ハ ル、 而 シテ其 ノ描 ク曲 線 ハ血 清 「グ

ロ ブ リン」 ノi省長 ト相 拉 行 スル事 テ設 クモ ノ ア

リ｡

第八章 結核性骨粒島關節炎患者血液 ル赤血球抵抗試験

赤 血 球 ハ 白血 球 ト共 二形 態 學 的 、 細 菌 學 的 或 ハ

生化 學 的 方 面 ヨ リ種 々研 究 セ ラル｡赤 血 球 抵 抗

試 験 モ臨 本的 方 面 ニ於 ケル好 研 究 題 目 トセ ラ レ

結 核 性 疾 患 二於 テモ其 ノ業 績 甚 ダ 多 シ｡

而 シ テ赤 而球 抵 抗 ノ攣 化 ヲ來 ス本 態 二關 シ テハ

種 々 ノ方 面 ヨ リ研 索 セ ラル ル ト難 、 諸 家 ノ設 嘔

々 ニ シテ相 一致 セズ、 今 日筒 ホ不 明 ノ鮎 少 ナ カ

ラズ｡

抵 抗 力 ノ測 定 二關 シ テハ 化學 的、 温 熱 的、 電 氣

的、 滲 透 的、 或 毒 性 的抵 抗 等 ニ分 チ得 べ 久 例

之 バ'CoCo,)ハ 血球 内、 血 色素 ニ働 キ化 學 的攣

化 ヲ與 フル ト云 ヒCN或 ハHCN等 ・・血 色 素

ト結 合 シ、 其 ノー部 ハ組織 及 ビ血 球 テ破 壌 スル

ト、 又 「ピ リヂ ン」、 「ベ ン チヂ ン」等 ハ赤 血 球 ラ

融 解 シ同 時 ニ血 色 素 ニ モ憂 化 ヲ與 フ、又 「サボ ニ

ン」、 「リチ ン」蛇 素 、 「テ タ ノ リヂ ン」、免 疫 的 溶

血 素 、「ヱ ー テ ル」、 「クロ ロ フォル ム」等 ノ・赤 血球

テ包 ム脂 肪様 物 質 ラ融 解 スル ト云 フ、 斯 ク ノ如

ク赤血 球 テ崩壊 セ シムル方 法 ハ種 々 ナ リ ト錐 、

赤 血球 自己 ノ溶 血 機轄 ヨ リ見 ル時 ハ之 ラ滲 透 性

抵 抗 及 ビ溶 血 性 抵 抗 ノニ ツ ニ分 ツ ラ得 べ 久 前

者 一 ハ中 性1謹類 例 之 バ低 張 食 盤 水 ガ用 ヒ ラ レ、

後 者 ニ ハ好 ンデ 「サボ ニ ン」ガ使用 セ ラル｡

而 シテ同 一血 球 二於 テ モ食 盤 水 ト「サボ ー ン」一

封 ス ル抵 抗 力 ハ常 ニ同 一成 績 ラ示 スモ ノニ非 ズ

シテ 「サボ ニ ン」ニ封 シ抵 抗 張 キ モ、 低張 食 盤 水

ニ封 ス ル抵 抗 ハ却 テ少 ナ ル事 ア リ｡

臨 沐 的方 面 ノ研 究 ・・Dancanガ 稀 薄 監 類溶 液

ヲ使 用 シ研 索 セ ル ニ始 マ リ、 次 デHamburger

ノ系統 的 廣 範 ナ ル研 究 ニ ヨ リ基礎 ヅ ケ ラ レ、 其

ノ後 之 ノ方 面 ノ研 究 業績 次 デ登 表 セ ラル、 然 シ

此 虚 ニ注 意 セザ ルベ カ ラザ ル ハ從 來研 究 報 告 セ

ラ レタル成 績 ハ同 一疾 病 二就 キ テ モ厘 ≧甚 ダ シ

ク魑 々 ニ シテ其 ノ蹄 一 ス ル所 テ知 ラザ ル場 合 ア

リ｡之 ガ理 由 ニ關 シテ ハ俄 ニ断 定 ジ難 シ ト難 モ

實 験 方法 ノ多 種 多 様 ナ ル ニ其 ノ原 因 ノー 牛 ヲ有

スル ト云 ハ ルレ｡

健 康 人 ノ抵 抗 試 験 成 績 二就 キ テ モJakushewsky

長 嶋 ω前 田 ②等 ハ個 人 的 差 異 極 メ テ僅 少 ナ リ ト

構 ス レ ドモKyes,(3,Port(4)等 ハ之 ト反 封 二甚

ダ シ ク顯 著 ナ リ ト報 告 シ、 未 ダー 定 セザ ル ガ如

シ｡
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次 二健康人 ノ低張食賂水ニ封 スル諸家 ノ抵抗試

Morawitz

最 大 抵 抗0.329

最 小 抵 抗0.449

抵 抗 間 隔

Naegely

O.32-0.30

0.46--0.42

男 女 性 ノ差 異 ニ就 キテ ハ長 嶋 、Hamburger等

ノ・特 別 ノ差 異 ナ シ ト構 ス レ ドモ,前 田氏 ハ男 子

ノ・女 子 ヨ リモ抵 抗 梢k壇 加 セ リ ト、而 シ テ月 経 、

妊 娠 末期 等 ニ ノ・特 ニ減 弱 ス ル ト云 フ｡

年 齢 的 差 異 ・・前 田Liebermannu.Fillinge(5)

等 ・・認 メ得 ズ ト樗 ス レ ドモChanel{6,ハ 中年 者

二於 テ最 モ高 ク小 見、 老 人 ハ 何 レモ稽 ≧低 キテ

報 ゼ リ｡

斯 ノ如 ク健 康 人 ノ赤 血球 抵 抗 試験 ニ於 テ サヘ モ

諸 家 ノ成 績 甚 ダ シ ク匠 々 タ リ｡

次 ニ赤 血球 抵 抗 試験 ニ於 テ注意 セザ ル ベ ヵ ラザ

ル ハ、 低 張 食盤 水 ニ封 スル抵 抗 ハ種 々 ナ ル條 件

ニ ヨ リ影 響 セ ラル ・ トi碓モ
、 從 來 報 告 セ ラ レタ

ル、 多撒 ノ實験 成績 二就 テ見 ル モ最 小 抵 抗 ガ影

響 ラ受 クル所 比 較 的 少 ナ ク、 例 令 減 弱 ス ル トモ

増 強 スル 事 ナ シ、 而 テ常 二大 ナ ル攣 化 ラ示 シ來

ル ハ最大 抵 抗 ナ リ トス、 随 ツ テ臨 躰 上 最 モ有 意

義 ナ ル ハ最 大 抵 抗 ノ攣 化 ト之 ニ ヨ リ起 ル抵 抗 間

隔 ノ攣 動 ナ リ トス｡之 ガ理 由 二關 シテ ノ・從來 設

ヘ ラル ・ガ如 ク甚 グ シ ク老 朽 ナ ル血 球 或 ハ幼弱

ニ シテ被 膜 ノ未 ダ菲 薄 ナ ル血球 等 ガ低 張 食 盤水

ニ封 シ比 較 的 容 易 ニ崩 壌 シ去 ル事 ハ想像 シ得 ル

所 ニ シテ、 之 ガ種 々 ナルレ疾 病 ノ影 響 ニ ヨ リ更 二

崩壌 性 ラ檜 シテ此塵 二最小 抵 抗 ノ減 弱 テ來 スナ

リ随 ツ テ如何 ナ ル場 合 ニ モ最 小 抵 抗 ノ檜 強 テ來

ス ガ如 キ事 ナ シ ト｡

次 ニ最 大 抵 抗 ニ關 シテノ・時 ニ甚 グ シ ク檜 強 セル

モ ノア リ、 時 ニハ0.1%以 下 ノ低 張 食盛 水 一 モ

溶 血 セザ ル モ ノア リ、 之 ガ理 由 ニ關 シ テハ從 來

種 種 ノ方 面 ヨ リ研 究 セ ラル｡

且amburgerノ ・血 球 内 容 ノ滲 透 歴 、溶 液 ノ容積 、

及 ビ「プ ロ トプ ラズ マ」ノ抵 抗 ノ三 因子 ニ ヨ リ赤

血 球 抵抗 二攣 化 ラ來 ス事 テ假 定 シ、赤 血 球 ノ・「プ

ロ トプラズ マ」様 ノ細 歌 目 ヨ リナ リ、其 ノ中 二液

験 成 績 テ掲 グ レバ次 ノ如 シ｡

長 嶋 小 林 甲 斐

0.4280.32-0.260.32-0.30

0.5000｡52-0.500.44

0.24-0.]80,12

状或 ハ孚 液歌 ノ血 色 素塊 ア リテ水 分 テ吸 牧 ス、

而 シテ之 ガ低 張 食盛 水 ニ入 レラ レ タル時 ハ水 分

ヲ吸牧 シ容 積 テ増 シ テ途 ニ崩 壌 スル ナ ル ベ シ ト

云 フ｡

Baumgartenハ 又 血液 毒 ニ ヨル 血 球 崩 壌 ハ直

接 血 球 二化 學 的 破 壌 ヲ起 サ シム ル モ ノニ非 ズ シ

テ、「ス トロー マ」ガ タ グ分 子 的 慶化 ラ起 シ透 過 性

テ攣1ヒ シ、血 球 ガ膨 脹 或 ハ縮 小 シ、膨 大 ス ル時 ハ

滲透 歴 ラ充 進 シ テ破 壌 二至 ル ナル ベ シ ト云 フ｡

Morawitzハ 抵 抗 ノ上 昇 二關 シ テノ・、 「フヱニー

ル、 ヒ ドラ チ ン」二因 ル實験 的 貧 血 ノ場 合 「ス ト

ロー マ」 ノ増 加 及 ビ凝 縮 スル事 ニ ヨ リ檜 強 スル

ト云 フ｡

其 ノ他 赤 血 球 自艦 二含 有 セ ラル ・類 脂 肪 膿 ノ量

ニ ョ リ左 右 セ ラル ・ ト云 ヒ、又 血 中 「コ レス テ リ

ン」量 ノ多 キ時 ハ抵 抗 力増 大 シ、「レチ チ ン」含 量

多 キ時 ハ減 弱 スル ト云 フ,

斯 ク ノ如 ク低 張 食 盤 水或 ハ血 液 毒等 ニ封 スル血

球 抵 抗 ノ憂 化 ニ關 スル設 ハ種 々 ア リ ト錐 モ未 ダ

諸 家 ノ設 一致 セズ、 不 明 ノ鮎 多 シ｡

次 二.二 三 ノ疾 病及 ビ結 核 性 疾 患 ノ際 ノ赤 血球

抵 抗 ニ就 キ記 述 セ ン ト欲 ス｡

悪 性 腫 瘍 特 ニ癌 腫 患 者 ニ於 ケル 實験 ハ古 ク ヨ リ

.行 ハ レ、 低 張 食 盛 水 二封 シテハ何 レモ抵 抗 ノ檜

強 ラ報 ゼ ラル｡

然 シ著 明 ナル 檜 強 ハ 毎 常 内臓 等 ノ癌 腫 二見 ラ

レ・ 身禮 末 梢 部 ノモ ノハ、 時 ニ正 常 テ示 セ リ ト

云 フbJanowsky,(7,Lang(s)等 ハ之 テ以 テ胃癌

ノ早期 診 断 ニ慮 用 セ ン トセ リ
、 即 チ氏等 ニ ヨ レ

バ 胃癌 患 者 ハ毎 常 抵 抗 ノ」曾強 テ認 ム レ ドモ他 ノ

胃疾 患 ハ総 テ正 常 或 ハ正 常 下 ノ値 テ示 セ リ ト云

フ｡然 レ ドモMaroglino
,Liebermannu.

Fillingef〔91等ハ 之 ト反 封 ニ癌 腫 患者 ノ抵 抗 減 弱

ラ報 ゼ リ｡
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飯 野 ハ家 兎 肉腫 二就 キ之 ガ系統 的 研 究 ラ行 ピー

般 二上 昇 ス ル ラ報 ゼ リ｡

結 核性 疾 患 ノ赤 血 球 抵 抗 ニ關 シ テノ・其 ノ業績 甚

グ多 シ ト錐 モ或 ハ上 昇 ス ル ト云 ヒ或 ハ正 常値 テ

保 ツ ト云 ヒ或 ハ反 ツ テ下 降 スル ト設 クモ ノア リ

テ未 ダ ー致 セ ズ｡

前 田 ハ肺 結 核 患 者31例 中、 檜 強 セル モ ノ9例 、

不 攣 ノモ ノ20例 、 減 退 ス ル モ ノ2例 テ 得 タ リ

ト、 而 シテ、 登 熱 ニ ヨル影 響 ヨ リモ症 候 ノ輕 重

ニ ヨ リ 左 右 セ ラル ・事 大 ナ リ ト云 フ｡叉Jak-

ushewskyハ 病 症 経 過 ニ ヨ クー致 シ檜 減 ス ル ガ

如 ク、 病 症 壇 悪 ス レバ 抵抗 モ亦檜 張 ス ル ト云

フ.長 島 モ亦 肺 結 核 患 者 ニ就 キ之 テ三群 ニ分 類

シ テ 観 察 ラ 行 ヘ リ.即 チ 最 小 抵 抗 ハ 其 ノ差 著

シ カ ラズ、 寧 ロ健 康 者 二比 シ梢 ヒ減 弱 セ リ ト云

フ｡然 シ最 大 抵 抗 ハ病 症 ノ進 行 ト共 ニ著 シ ク檜

強 セ リ ト云 フ｡随 ツ テ抵 抗 間隔 モ亦 次 第 二鑛 大

スル ト、 氏 ハ之 ノ鮎 ヨ リ、 赤 血 球 抵 抗 試 験 モ肺

結 核 ノ活 動 性 及 ビ豫 後 テ ト知 スル ノ補 助 的 判 定

法 ノー ツ トナ シ得 ル事 テ説 ケ リ｡

又Sandayaノ ・17例 ノ結 核 患 者 二就 キ重 症1

例 二於 テ下 降 シタ レ ドモ他 ハ正 常 値 或 ハ檜 強 セ

リ ト云 フ｡

Cohnreichハ29例 二就 キ檜 強 ス ル モ ノ16例 、

下 降 ス ル モ ノ4例 、正 常 テ示 スモ ノ9例 ナ リ ト、

而 シテ重 症或 ハ高 熱 者 ハ時 二檜 強 時 ニ減 弱 テ示

セ リ ト云 フ｡

以 上 ハ大 膿 肺 結 核 患 者 二就 キ其 ノ檜 強 テ示 セル

例 ナ レ ドモ之 二反 シ山 田(10)ハ最 小 、 最 大 抵 抗 共

(1)文 獄(リ パーゼ)

1) L.  Caro, Zeit. f.  Kl. M. 1920. Nr. 89. 2) 
 Kollert u.  Frisch, Beitr.  L.  kl. Tuber. 1910. 

Bd. 43. 1921. Bd. 47. 48. 3) J.  Bauer, W. k.
m・1912・NL37・4)飯 塚,兒 科 雑 誌.第35生

5)  Pribram,  Centralbl. f. Inn. 29. 6)  Smogyl. 
Dermat. Zeitschrift. 1925. Bd. 42. 7) Spar-
mann, Dermat. Zeitschrift 1923. Bd. 40. 8)

馬 場,東 京醫 事 新 誌.第2499號.皮 膚 科 泌 尿 器 科

雑 誌26巻 ・8號 ・9)熊 野 御 堂,日 本 外科.27

同.10)Grineff,Arch.d.scien.BioL.1911.

Nr.17.11)谷 本,十 全會 雑 誌.34巻 ・10號.

二毎 常 相 當 著 明 ノ減 弱 テ來 セ リ ト云 フ｡而 シテ

滅 弱 ノ度 ハ ガ フキー 氏 表 ニ ヨル結 核 菌 ノ多寡 ト

ハ ー致 セ ズ、 叉艘 力 清耗 ノ程 度 ラ ト知 ス ル ノ基

源 トモ ナ シ得 ザ ル事 ラ報 ぜ リ｡

Teschendorf・ ・重 症 者 二於 テ 減 少 スル ト云 ヒ

Chanel・ ・有 熱 時 ニ減 弱 ス ル ト云 フ｡

然 レ ドモNeumann,(11)Geisb6ck(12)等 ノ・有 熱 時

モ尚 ホ不 攣 ナ ル事 ラ設 ケ リ｡

又Weirauch/13)ノ ・70例 ノ肺 結 核 患 ・者 二就 キ嚴

密 ナ ル検 査 ラ行 ヒタ リ シガ患 者 ノー 部 特 ニ重 症

ノー部 二於 テ抵 抗 ノ減 弱 ヲ認 メ タル ノ ミニ シテ

赤 血 球抵 抗 ニ ヨ リテ ハ肺 結 核 ノ豫 後 テ ト知 スル

ー足 ラズ ト云 ヘ リ｡

以 上諸 家 ノ読 テ総 合 ス ル時、 結 核 性 疾 患 ニ於 ケ

ル赤血 球 抵 抗 試験 成績 ハ 爾 ホ未 ダ確 定 ス ル ノ域

ニ達 セザ ル ヲ知 ル｡

総 括

結 核 性疾 患 ニ於 ケル赤 血 球 抵 抗 ハ 或 ノ・上 昇 次ル

ト云 ヒ、 或 ハ減 弱 ス ル ト云 ヒ未 ダ之 テ決 定 スル

ノ域 二達 セ ザ ル ガ如 シ ト難 モ之 別 曾強 テ主張 ス

ル モ ノ比 較 的 多 シ、 然 レ ドモ有 熱 時或 ハ重 症 患

者 例 ニ於 テ其 ノ減 弱 テ主張 ス ル モ ノ ア リ.

臨 林 的 意 義 二關 シ テモ豫 後 或 ハ活 動 性 テ ト知 ス

ル ノ補 助 的 診 断 法 トナ リ得 ル テ設 クモ ノ ア レ ド

モ亦 其 ノ債 値 ノ乏 シ キ ラ主張 ス ル モ ノァ リ｡

結 核 性 疾 患 ニ於 ケル赤 血 球 抵抗 試 験 ノ・今 後 ノ研

究 二待 ツ所 多 カ ルベ シ｡

御 校 閲 テ賜 ハ リ シ恩 師 寺 田教 授 二深 甚 ノ謝 意

テ表 ス

12)  Hofbauer, W. k. M. 1912. Nr. 37. 13)

水 原,近 畿 婦 人科.9巻.2號.14)吉 田,近 畿

婦 人 科.9巻.3號.15)末 岡,岡 山醫 學 會.42

”N

. 2-A. 16) N.  Kotschneti, Bioch. Zeitschrif 

1913. Nr. 55. 17) Gattlieb u. Falkenheim, 

M. M. W. 1922. S. 1427. 18)  Falkenhelm, 

u.  GYory,  Beitrag.  kl.  tbc 1922. Nr. 53. 19) 

Asal  u.  Falkenheim, M. M. W. 1923 . Nr. 10.

20)宮 崎,大 阪醫 學 會.28巻.11號.1.21)

Kresning・Zentralb.f.Bakt.1901 .Bd.30.22)

飯 塚,結 核.第8巻.第5號.23)宮 崎,大 阪

醫學 會 ・28巻11號.1.其 ノ2及 ビ共3.24)A.
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 Resell, Deut. Arch. f.  kl. med. 1916. Bd. 118. 
 -26)  Berge! , D. M. W. 1923. Nr.  2. 27)  Bergel, 

M. M. W. 1912. Nr. 12. 28)  ifess. Journ. of 
Biol. Chem. 1911. 10. 38. 29)  lifiruma.  Bioch. 
Zeits hrift 1923. 139. 30)  Rona,  Beton' u. 

 Schreiber,  Kl. Wochenschrift  1922. 1. 2366. 
31)  Rona u.  Pavlovi•, Bioch.  Zeitschrft 1923.
134・32)井 上,北 越醫 學 會.43年.2號33)

33) L.  mieliaeiiis,  Prakticum der physiologi-
schen Cheime

(2)文 獄(抗 ト リプ シ ン)

1)llartfinHahm,B.K.W.1908.Nr.23.S.

499.2)Br五egeru.TreRD亘!ng,B.K.W.1908.

Nr・22.S.1041.3)Brfiegeru.TrebfiERg.BK.

W.1908.Nr.51.S.2260.4)唖b¢hma置mu.

Kantoro"'fig,Zeit.f.k.Med.109S.Nr.66.5)

A.■Bramnst(痂mu.L.IKepfinow,Bioch.Zeit-

schrift1910.Nr.27.6).、.Br`xunstefin.D｡

M.W.1909.Nr.13.7)⊃ile.}'or.B.K.W.

1909.S.1064.8)■ ・andstefiit《 ・r.Zeit.f.Baktniv.

1900.9)K.Ka"'ashfima.Zeit.f.Path.u.

Therapieユ911.Bd.8.S.653.10)Ifffirata・

Bioche.Zeitschrift1910.Nr.27.S.397.11)

Furt,B.K.W.1909.Nr.2.12)柘 植,愛 知
一ew科 大 學 雑 誌

.25巻.5號.13)w五 《・ms.Arch.

f.kli.med.91.XX.14)lliilleru,Ynans,M.

M.W.1907.Nr.8.S.354.15)酒 向,成 磐 會

雑 誌.48巻.12號.16)職uler・Arch.f・kli・

med.1908.S.199.17)Bsilg'eru.Trebfing.

B.K.W.1908.Nr.29.S.1349.1S)Jacob,

M.M.W.1909.Nr.27.S.1361.19)Klug,

B.K.W.1910.Nr.50.20)Ems重Ilerzfeld,

B.K.W.190S.Nr.49.2182.21)Bergmanll

u.Meyer,B.K.W.1908.22)Beeher,M.

M.W.Nr.27.23)w亘ens,M.M.W.1907.

Nr.53.24)H・Thaler,W.M.W.1909.Nr.

'24
.25)《it'rafenberg・M.M.W.1909.14.

・26)Grafu
.spfie・Zeit.f.Morph.u・Antronolo・

1901.Bd.3.27)Hansschfiro】kauter・Arch.

f.Gynakol.91.S.143.28)柴 田;日 本 嬬 人 科

・學 會 .12巻.29)篠 田,日 本 婦 人 科 學 會 ・17巻 ・

ユ0號.30)立 柄,東 京 留 學 會 ・1919・Bd・21.

一31)穗 坂,金 澤,東 京 讐 學 會 雑 誌.33巻.32)

片 山,讐 學 中 央.469・70號 ・33)1)obRfipn・Zeit・

f.ImmunitatFor.1910.Heftlu.2.34)

・schrvarz
,W.K.W.1909.Nr.33.35)川 島,

Bioche.Zc・itschrift.1909｡Nr.23.36)藤 本,

AmmerianJournalofImmunol.Vol.12.37)

Kammeru.Abtiry,Bioch.Zeitsch.1912.Bd.

48.38)保 利,東 京 智 學 會i雑 誌 ・35巻 ・8號 ・

3g)Doblfin,Zeit.f.Immunitatfor.Bd.4.40)

Ascolfiu.Bezzobe,B.K.W.1903.Nr.17.

41)Bit"orf,Beitr6gd.K.Med・91・S・212・

42)Kob-in(・r,Bioch.Zeitschrift1910・25・S・

484.43)Fmrsgegnu.「TreR血g,B.K.W.

1909.A'〕Golliツ,D.M.W.1909.Nr.16｡S.ノ

729.45)飯 野,成 特 會 雑 誌.48巻.7號 ・46)

林,青 井,騎 事 新 聞.1905・S・1369・47)⊃Hiil1ler

u.1{olla{・zek・M.M.'LXiT.1907.Nr.18・48)山 中,

成 盤 會.48巻.3號.49)木 内,十 全 會 雑 誌 ・34

巻.5{説.ろ0)・r"EfinaKot・sehneft・BiochZeit-

schr正ft1913.Nr.55.51)Joeh・M.M.W.

1909.Nr.44.S.2254.52)⊃lleyer・Bioch.

Zeitschrift1912.Nr.40｡125.

(3)文 献(ア ミ ラ ー ゼ)

1)castelHfinfiu.Paraeco,zit.nachWohlge-

mun.(5)2)1'1:tszu.'TfiegeH,zit.nachWohl・

gemuth.(5)3)1{曲maH叫zit.nachWohl・

gemuth.(5)4)Lolperu.Tficafi・zit,nach

Wohlgemuth.(5)5)woh堵emu重h,Bioch.

Zeitschrift.1909・Nr・21.6)窪 田,日 本 外 科 學

會 ・25同.P.1404.7)川 口,京 都 盤 學 會.25巻 ・

11號.8)川 ロ,京 都 讐 學 會 ・26巻 ・12・9)

倉 持,京 都 轡 學 會 ・1259號 ・10)Maru`aew・

zit・nachKuramochi・(9)11)角 田,福 岡 醤 學

會.10巻.12)Kfing・Proc.soc.exp.Biolo9.

1917.(15).101.13)11a.ser,Journ.10b.Clin.

med.1020.(5).640.14)shirokaqier,Archiv

f.Gynoko.91,(S.143).15)皿 ¢.Gurfigan,zit.

nachIino.(19).16)古 床,鎭 西 讐 報.194號 ・

17)林,精 神 病 學 會.126巻5號.18)小 澤,

日本 内 科.7巻.1號.19)飯 野,成 留 會.48巻.

8號.20)Kotsclenef!7,Bioch.Zeitschrft.1913.

Nr.55.21)stoek,Quart.Journ.med.1916,

216.

(4)文 獄(リ ポ イ ド)

1)stlramyi,Zeit.f.Immunitatforsch.Bd.53.

Hft1.2)stepp,M.M.W.1925.Nr.38.

3)Kurten,K.W.1924.Nr.27.4)Langen

u.s1)ufit,zit.二1.Jastrowitz.5)Jastrorvitz,

Zeits.f.d.gesameexp.Medizin.1922.27.Bd.

S.276.6)Lefaye,zit三1.Mariev.Babarczy

7)⊃fiarie▼ ・Babarezy,Beitrz.kli.d.Tbc.

1927・Bd・66・S・568・8)辻,日 本 内 科.11巻.

9'7r頁.9)sokolore,VirchowsArchivf .path.

Anatu・Phys.】923.10)Port,Dtsch.f.k .

Medizin.1910｡S.259.11)waeKer,zit .n.

Tsuli.12)Chau魚rd,Laroche,Grigantu .

Right・zit.且 且.Henes .13)Henes.Ztsch.

Arch.f.kl.Medizin.1913.S.122 .14)Efiser

uI川b,W.k.W.1913.S.968.15)1)enis,

Journalofbiol.Chem.1817.p.93 .16)Henning,

Journabofbio1.Chem.1923.53.p.167 .17)
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■・ewinsoiリ&.Peterson,Theamericanreview

ofTbc.1923.Vo1.7S.278.18)Palacfino・

Zeit.f.d.ges.Tbc.Bd.23.1925.19)Is'eEt一

mamn.W.k.W.1913S.S74.20)《}ergloy.

Zbl.f.d.ges.Tbc.1927.Bd.27.S.291.21)

Fernam(H?z｡Zb1.f.d.ges.Tbc1925.Bd.23.

22)swea璽1y、woa重hors&L-icfi1且qTheAm-

ericanreviewoftbc,1924Vol.5.23}Eaeh・

m昌 ッfisteru.He置 正《・s.D.M.W.1913.S.544.

24)▼ficterHfinze.Zeit.f.Tbc.1928.H.3Bd.

52.S.199.25)Pljassniilcosv.zit.n.、Vatanabe.

26)渡 部,結 核.8=巻.2號.27)宮 澤,北 海 道

讐 學 會｡8年.11號.28)Bayktc《 ・u.Sem《lrail.

zit・n・VictorHinze(24).29)Gaston・zit.n.

Beitraz.∠,K.d.Tbc.Bd.66.1927.S.568.30)

SalomonetPatter.2it.Miyasawa.(27).31)

■【emes,Efisleru.Laub,、V.K.W.1913.S.

968.32)TottrfiZlb.f.d.ges.Tbc.1927.

Bd.40.Nr.7.33)Erber,zit.n.Zuji.(8).

34)Fen聖a1D(ヨez・Zbl.f.d.ges.Tbc.1915.Bd.

24.35)皿onming・zit.n・Miyasawa.(27).36)

(5)文

1)1Daramy・

u.1"finfiger,

3)}lerzbeld[

S.42.Bd.83.

獄(血 清 蛋 白 及 ビ残 絵 窒 素)

M.M.W.1929.2)Herzbeld

Bioch.Zeit.1917.S.228.Bd.83.

u.]"fimger.Bioch.Zeit.1917.

4)△ 皿{Her・

med.Bd.126.S.61.191S.

Tbc.Bd.31.S.10.1920.

f.Tbc.Bd.35.S.197.1922.

D.M.W.1935Nr.6.8,

Zeit.f.tbc.

Zeit.f.tbc.Bd.69.1928｡

巻.1勢 詫.11)亘)et(Ψ 掲.

1922.12)】Fos重err

1922.38.393.13)Gra猛n、

Vo1.33.1921.14)藤 原,

15)「 覧澗卜7置n亘璽DIDe辱

393.16)】Pfe童 」Ter.

215.17)1{rfi{等gOru.

Bd.40.S.321.1924.

Dtsch.Zeit.f.k.

5)A且dpr,Zeit.f.

6)」Pptnners・Zeit,

7)IlrfinlKnmainin.

《ヨan§8()EfiU.⊃ 且(卜fier.

9)Sehe正tr瓢en.

10)淺 井,結 核,9

Zeit.f.tbc.Bd.S.197.

Amer.Journal.ofphysio.

Arch.ofinter.med.

岡 山 磐 學 會.Nr.445.

Amer.Journalofphy.1922.58.

Zeit.f.kl.med.1891.33.

Hie"・e,Kli'Wochen・

schrift1922.1967.18)

田,醤 事 公 論.931號.

Zeit.f.klin.Tbc.1921.

klin.tbc.1921.48.145.

報 ・1071號 ・23)中 瀬,藤 井,

號.24)小 川,中 外1醤 事.

25)sぞhきn"em・Dstch.Arch.f.k.med.144.S.

113・26)宮 井,結 核 ・4巻 ・5號 ・27)増 谷,

十 全 會 ・33巻 ・8號 ・2S)Birch《 ・日・zit.Luthy.

(35)・29)■)eters・zit・f・tbc.Bd.35.30)

Brieg'er,Schweiz.1ned.W.Bd.55.31)

Petsc・haeher・Zeit.f.ges.exp.med.Bd.36.

32)Hafiner,K.W.Bd.4.S・802.33)Amo

u.】H【a血ner.Bioch.Zeit.Bd.167.34)w(♪er

Goard.Schweiz.m.u.Bd.43.15)Liuhy.

Schweiz.m・u・1927・Nr・4236)山 ロ,満 洲.

5巻.6號.

)1

w且n腔rn砒z・19)藤

20)Nast｡zit.Frisch.

21)Frfisch、Beil.f.

22)伊 藤,中 外 轡 事 新

十 全 會.33巻.6

大1-15年.537頁.

(6)文 獄(血 清膠質安定症)
Brinkmainnu.Bfiek,Dtsch.Arch. f.k.

Med.145.1925.2)lHesreru.Biseh・3)

saehsu・oettiHgen,M.M.W.1921.Nr..12・

4)Frischu.stahling《 ・r.BioCh.Zeit.114・

1921.5)Perloezy.Kl.W.1922.Nr.43.6)

1・Pe1リ(1e「zu.Groma置ski.Arch.f.exp.Path.

u.Pharma.7)Daran.yfi,D.M.W.1922・

8)天 谷,結 核.1巻.S.497・9)Pinnner・Zeit・

f.tbc.Bd.41.H.51925.10)]Kromdke,D←

M.W.ユ929.Nr.8.11)大 谷,日 菊〒釜 學 ・5巻 ・

5号 虎.6號.12)Gaethg'ensu.(loekeZ.Beitr6g.

z.kLtbc.1924.13)大 角,結 核.四 巻 ・一十 號 ・

14)HE]fi"einsu.Herhonz.Beitrtig.z.kl.tbc・

1927.H.o.Bd.66.15)野 村,東 京 讐 事 新 誌 ・

2528號 ・16)松 井,垂 澱 聲 學 會 ・277號 ・17)

佐 々 木,結 核.八 巻.18)SaRzinan]n・M・M・

W.Nr.32.1926.19)Roson置 亘agon・Zeit.f-

tbe.Bd.44.H.43.20)sedlmeJ'er・M.K

Nr.27.1926.21)Kroinecke,Med.Wochen・

schftNr.7.1823.S.210.22)川tschuler,

Beite註gz.kl.23)1・adeek,

Beitr5g.24)Ortenan,

25)Sρh「 冨warZu..

uer(22).

Zeit.f.d.ges.tb.26.H.1/2.

Rub亘llstefim.zit.Altschl

(7)文 献(血 清 表 面 張 力 及 ビ粘 稠 症)

1)福 島,日 本 浩 化 機 病 學 會.29巻 ・4,5,6,7,8號 ・

2)Gabbeu.sfinieho"'itz、Zeit.f.d.Gesammt.

exp・med.Bd.41.S.699.1924.3)山 ロ,滞 洲

讐 學 會.7巻.1号 虎.4)A(1Herbprg'u,9,tlear,

Zeit.f.d.Gesammt.exp.med.Bd.46.H.3!4-

1925.5)Beekmanm｡K.W.Nr.6.1926.

6)KoR)lle7・elvskfi,(Zit.Waltersauer8).7)

Baiier・M.M.W.Nr.41.1925.8)w紬her

sauor,Biokh.Zeit.schriftBd,168.S.335.

9)H童rsehu.Beck.Arch.f.exp.Path.u.phor.

Bd.54.1906.10)Becki)na1正m.Dtsch.Arch｡

f.kl.med.Bd.94.1908.11)HKam質Dur書er｡

12)」oms.Med.Kli.Nr.25.1909.13)中 島,

大 阪 磐 學 會.14)Sehm昼ere亘mam正,Zeit.f.d..

gesammttbc.Bd.29.1928.15)Deiniehows・

kaja.Zeit.f.d.gesammttbcBd.29.1928.

16)Ga且ehr・Wien.Arch.inn.Med.9.379.1924..

17)Horw塘 ・Hans・Beitrag.kli.TbcBd.70.

1928.18)Gatto,Zeit.f.d.gesammttbcBd.

33.1930.19)Efisleru.datib,W.K.W.1913.

Nr.24.

(8)文 獄(赤 血 球 抵 抗)

1)長 島,結 核 ・ 第 五 巻 ・2)前 田,中 外 新 報.

1909號3)Kyes・Ber1.K.W.1903.4)

Port.Arch.f.exp.Path.u.Phar.Bd.62.'92.

5)Liebemmnmnu.Fillisnger、D.M.W.Nr.

10,44.1g12.6)(ihamen,前 田 氏 ニ ヨルレ(2)

7)Jano"'sky,Zit.Lang(8)8)Lanr.Zeit.

f.k.Med.Bd.47.1902.9)瓢aro客 且ilano.BerL-

k・W.1SS7.S.797・10)山 田,軍 醤 團 ・186號.

11)Neunnann,Med.Klinik1909.12)Ge置s・

員D5ck.Dtsch.Arch.f.kli.Med.Bd.110.1913..

13)Wdmudn・(10)山 田 氏 ニ ヨ ル


